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 解
題
Ⅰ
※
忍
行
念
仏
の
道
者
と
し
て
知
ら
れ
る
禅
峰
待
定
法
師
の
生
涯
と
そ
の
行
実
を
記
し
た
『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
』
は
、
江
岸
月
泉
の
編
纂
と
鶴
阿
宝
洲
の
校
閲
に
よ
っ
て
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
九
月
、
京
都
の
書
肆
向
松
堂
が
開
版
し
、
寺
町
三
条
下
の
書
林
め
と
ぎ
や
宗
八
が
売
捌
所
と
な
っ
て
世
に
出
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
七
月
に
は
同
じ
く
京
都
の
皇
都
書
林
が
版
行
し
、
二
条
通
車
屋
町
村
上
勘
兵
衛
知
恩
院
石
橋
町
澤
田
吉
左
衛
門
か
ら
売
り
出
さ
れ
た
。
と
も
に
上
下
二
冊
本
で
、
向
松
堂
蔵
版
に
は
上
巻
に
「
頭
灯
掌
灯
苦
行
念
仏
図
」
「
羽
州
置
賜
ヲ
イ
ダ
メ
郡
永
居
ノ
郷
松
高
山
文
殊
浄
境
図
」
が
付
さ
れ
、
下
巻
に
「
立
屋
背
上
念
仏
待
月
図
」
「
寒
中
七
日
投
河
念
仏
図
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
皇
都
書
林
蔵
版
に
は
こ
の
四
図
の
付
さ
れ
た
も
の
と
、
「
羽
州
置
賜
郡
永
居
ノ
郷
松
高
山
文
殊
浄
境
図
」
の
み
が
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
も
上
梓
は
七
月
十
七
日
な
の
で
、
こ
れ
が
待
定
の
命
日
に
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
元
文
二
年
板
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
好
評
裏
に
重
版
が
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
待
定
法
師
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
羽
前
国
村
山
郡
蔵
増
村
（
現
、
山
形
県
天
童
市
蔵
増
）
に
生
ま
れ
た
。
俗
姓
は
東
海
林
氏
、
名
は
伝
わ
ら
な
い
。
夙
に
父
が
亡
じ
た
の
で
弱
冠
に
し
て
家
名
を
継
ぎ
、
資
性
柔
順
淳
朴
に
し
て
母
に
孝
養
を
尽
く
し
、
慈
悲
心
憐
れ
み
深
く
、
礼
譲
を
も
っ
て
人
に
交
わ
っ
た
の
で
郷
里
の
人
々
の
尊
敬
を
集
め
た
と
い
う
（
注
１
）。
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
七
月
、
村
山
郡
谷
地
の
誓
願
寺
で
、
聖
僧
と
し
て
名
高
い
奥
州
伊
達
の
学
運
無
能
上
人
（
一
六
八
三
～
一
七
一
九
）
が
法
然
上
人
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
講
義
し
た
の
を
日
々
聴
聞
し
、
浄
土
宗
門
の
要
義
を
信
受
し
て
即
日
に
出
家
を
乞
う
た
が
、
母
妻
子
あ
る
を
も
っ
て
「
発
心
堅
固
な
ら
ば
他
日
縁
熟
の
時
あ
る
べ
し
」
と
切
々
と
諭
さ
れ
、
日
課
念
仏
三
万
称
を
誓
約
し
、
在
家
な
が
ら
一
向
専
修
の
行
者
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
、
雨
中
の
地
蔵
尊
の
姿
を
見
て
発
心
し
衆
生
済
度
の
願
心
を
起
こ
し
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
三
十
三
歳
の
と
き
、
母
と
妻
子
を
捨
て
て
出
家
世
し
た
。
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学
苑
第
八
五
二
号
一
五
～
七
五
（
二
〇
一
一
一
〇
）
『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
上
』
翻
刻
と
解
題
関
口
靜
雄
宮
本
花
恵
〔
資
料
〕
大聖寺所蔵 待定法師画像
優
婆
塞
の
姿
で
修
行
し
、
羽
黒
山
に
登
っ
て
権
現
の
宝
前
に
籠
っ
て
四
十
八
日
を
要
期
に
昼
夜
不
臥
の
念
仏
行
を
修
し
断
食
往
生
を
望
ん
だ
が
、
満
願
の
日
に
光
明
の
中
に
霊
告
を
受
け
、
初
志
を
断
念
し
あ
ら
た
め
て
求
道
を
志
し
た
。
以
来
、
日
課
念
仏
十
万
称
を
誓
い
、
木
食
草
衣
の
姿
で
最
上
文
殊
ヶ
滝
蔵
王
嶽
鳥
海
山
浅
間
嶽
熊
野
山
富
士
山
筑
波
山
羽
黒
嶽
神
波
山
日
光
山
妙
義
山
大
山
箱
根
山

立
山
な
ど
遠
近
の
名
山
霊
堀
を
巡
っ
て
断
食
苦
行
念
仏
に
精
励
し
た
。
越
中
立
山
で
断
食
念
仏
中
に
端
厳
の
僧
よ
り
、
「
剃
髪
の
身
と
な
り
念
仏
し
て
罪
人
を
救
度
す
べ
き
」
由
の
霊
告
を
受
け
、
本
国
羽
州
最
上
に
急
ぎ
帰
っ
た
が
、
師
と
仰
ぐ
べ
き
無
能
上
人
は
す
で
に
な
か
っ
た
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
六
月
、
寒
河
江
領
西
里
に
て
無
能
に
倣
っ
て
男
根
を
切
断
し
、
同
年
秋
に
山
形
の
曹
洞
宗
宝
勝
禅
寺
瑞
峰
を
拝
し
て
剃
髪
受
戒
し
、
禅
峰
待
定
と
号
し
た
。
し
ば
ら
く
瑞
峰
の
も
と
で
参
禅
し
た
が
、
念
仏
を
正
業
と
定
め
座
下
を
辞
し
て
同
国
用
村
に
草
庵
を
結
び
、
ま
た
和
合
村
の
草
庵
に
住
し
て
昼
夜
念
仏
十
五
万
称
を
行
じ
、
ひ
た
す
ら
見
仏
の
念
行
に
励
ん
だ
。
こ
の
庵
居
五
年
の
間
、
道
俗
男
女
帰
依
供
養
し
て
勝
縁
を
求
め
る
者
が
群
参
し
た
。
待
定
は
時
に
函
中
に
入
っ
て
の
百
日
苦
行
念
仏
頭
灯
掌
灯
川
行
な
ど
の
苦
行
を
修
し
、
ま
た
奥
羽
二
州
を
遊
歴
教
化
し
た
。
こ
の
こ
ろ
草
庵
に
妻
子
が
尋
ね
来
た
が
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）、
夏
の
こ
ろ
か
ら
無
常
を
感
じ
、
飯
豊
山
を
終
焉
の
地
と
定
め
た
が
、
昔
友
の
勧
め
に
よ
っ
て
置
賜
郡
亀
岡
の
真
言
宗
松
高
山
大
聖
寺
奥
院
に
参
籠
す
る
こ
と
七
日
、
断
食
念
仏
昼
夜
十
五
万
称
礼
拝
三
千
五
百
礼
を
修
し
聖
境
を
感
得
し
た
が
、
満
願
の
日
に
鐘
楼
堂
建
立
の
霊
告
を
受
け
た
の
で
捨
身
往
生
を
中
止
し
、
建
立
成
就
を
志
願
し
た
。
置
賜
山
観
音
に
一
百
日
日
参
し
て
所
願
成
就
を
祈
り
、
奥
羽

関
東
を
遍
歴
勧
化
し
、
頭
灯
掌
灯
な
ど
忍
行
を
も
っ
て
諸
人
の
帰
依
と
浄
財
の
喜
捨
を
受
け
た
。
さ
ら
に
勧
化
を
続
け
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
五
月
、
最
上
貫
見
村
地
蔵
堂
に
籠
居
三
十
日
、
こ
の
間
弥
陀
の
名
号
を
一
万
五
千
枚
書
し
て
有
縁
の
衆
生
に
施
与
し
、
地
蔵
尊
の
宝
前
に
左
の
指
灯
を
燃
い
て
名
号
の
開
眼
に
擬
し
、
さ
ら
に
米
沢
領
小
出
村
の
白
山
権
現
宮
村
明
神
へ
参
詣
し
て
指
灯
の
所
願
を
啓
請
し
、
油
屋
五
左
衛
門
宅
に
て
鉄
で
五
指
を
打
ち
挫
き
、
油
綿
を
巻
い
て
燃
灯
し
尽
く
し
た
。
ま
た
こ
の
年
の
冬
に
は
、
報
恩
の
た
め
に
観
音
堂
建
立
の
志
願
を
起
こ
し
た
。
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
正
月
に
は
米
沢
領
笹
野
村
観
音
へ
二
七
日
間
参
籠
し
、
再
び
弥
陀
の
名
号
五
千
枚
を
書
き
、
右
手
の
拇
指
と
頭
指
を
燃
し
て
名
号
の
開
眼
供
養
と
し
た
。
ま
た
参
籠
時
、
夢
中
に
観
音
菩
が
現
わ
れ
、
七
月
十
七
日
午
刻
が
入
定
の
時
日
と
告
げ
ら
れ
歓
喜
啼
泣
し
た
。
六
月
に
は
仙
台
領
斗
倉
の
観
音
に
一
指
を
供
養
し
、
こ
れ
よ
り
相
馬
方
面
に
遊
化
し
、
同
月
十
八
日
に
は
小
野
村
の
宗
信
庵
（
の
ち
待
定
庵
と
改
む
）
に
て
最
後
の
一
指
を
供
養
し
た
。
七
月
、
四
万
一
千
余
人
の
喜
捨
に
よ
っ
て
大
聖
寺
の
鐘
楼
堂

観
音
堂
の
落
成
供
養
を
果
た
し
た
。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
二
月
上
旬
、
待
定
を
敬
慕
す
る
羽
州
下
永
居
中
松
村
の
曹
洞
宗
永
松
寺
の
春
国
和
尚
の
招
請
に
よ
り
留
錫
し
頭
灯
供
養
を
行
じ
、
亀
岡
に
戻
っ
て
七
月
十
三
日
に
は
、
予
め
入
定
地
と
定
め
た
新
建
の
大
聖
寺
鐘
楼
堂
傍
に
構
え
ら
れ
た
石
郭
の
完
成
を
昵
懇
の
相
馬
泰
心
院
の
亮
海
阿
闍
梨
ら
と
見
分
し
、
十
五
日
に
は
大
聖
寺
の
二
堂
成
就
に
点
眼
供
養
し
た
。
ま
た
そ
の
初
夜
に
は
結
縁
の
道
俗
を
集
め
、
自
身
の
身
肉
を
有
縁
の
地
に
送
り
、
そ
の
地
の
鎮
護
と
な
す
よ
う
遺
言
し
、
十
六
日
夜
、
観
音
堂
に
お
い
て
自
ら
利
刀
を
も
っ
て
両
眼
を
抉
り
、
舌
根
一
耳
二
面
二
口
中
六
唇
四
腕
二
腹
五
足
指
十
二
脚
三
十
股
十
九
ヶ
所
を
切
り
取
り
机
上
に
並
べ
置
い
た
。
の
ち
に
こ
の
身
肉
は
、
箱
に
納
め
遺
書
に
し
た
が
っ
て
有
縁
の
地
八
十
七
ヶ
所
に
送
ら
れ
た
。
七
月
十
七
日
、
い
よ
い
よ
入
定
予
告
の
日
と
い
う
の
で
帰
依
の
道
俗
が
雲
集
し
た
。
文
殊
堂
で
真
言
僧
徒
に
よ
る
法
要
が
修
さ
れ
、
待
定
は
春
国
和
尚
に
手
を
引
か
れ
て
石
郭
内
に
入
り
入
定
し
た
。
四
十
七
歳
だ
っ
た
。
入
定
の
翌
日
か
ら
窟
の
中
よ
り
参
詣
の
諸
人
に
十
念
を
授
け
る
声
が
響
き
、
日
々
に
二
千
三
千
と
参
詣
者
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
法
師
の
姉
の
尼
公
が
最
上
か
ら
訪
れ
た
時
に
は
ひ
と
き
わ
高
声
に
十
念
が
授
け
ら
れ
た
。
八
月
七
日
つ
い
に
十
念
の
声
も
絶
え
た
。
し
か
し
、
入
定
後
九
十
日
に
当
た
る
十
月
十
七
日
に
参
詣
し
た
一
本
柳
村
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四
郎
右
衛
門
は
じ
め
亀
岡
村
な
ど
近
里
の
者
二
十
人
余
は
高
声
に
十
念
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。
※
『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
』
の
編
者
で
あ
る
江
岸
月
泉
（
一
六
九
一
～
一
七
六
〇
）
は
奥
州
信
夫
郡
山
口
村
（
現
、
福
島
市
山
口
）
の
曹
洞
宗
松
柏
山
常
円
寺
の
六
世
で
、
智
道
兼
備
の
高
僧
と
し
て
遠
近
に
そ
の
高
徳
を
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
そ
れ
は
桑
折
の
浄
土
宗
大
光
山
正
徳
寺
の
無
能
上
人
を
知
っ
て
こ
れ
に
傾
倒
し
、
禅
門
に
あ
り
な
が
ら
念
仏
門
に
帰
入
し
、
民
衆
教
化
と
利
生
事
業
に
精
励
し
た
念
仏
禅
の
行
実
の
結
果
だ
っ
た
。
い
ま
も
当
地
方
に
は
百
万
遍
念
仏
会
が
伝
え
ら
れ
、
月
泉
の
念
仏
信
仰
の
風
儀
は
常
円
寺
十
世
の
時
代
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
か
ら
（
注
２
）、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
月
泉
の
無
能
敬
慕
の
念
は
極
め
て
篤
く
、
『
無
能
和
尚
勧
心
詠
歌
集
』
所
載
「
無
能
和
尚
遺
骸
を
荼
毘
に
し
て
舎
利
を
得
并
舎
利
霊
験
の
事
（
注
３
）」
に
よ
る
と
、
「
月
泉
は
無
能
の
門
人
某
か
ら
舎
利
一
顆
を
乞
い
求
め
、
こ
れ
を
宝
塔
に
安
置
し
て
尊
重
珍
敬
し
て
い
た
。
あ
る
夜
、
舎
利
に
向
っ
て
、
自
分
は
自
力
修
行
の
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
他
力
本
願
に
つ
い
て
は
不
案
内
で
、
た
だ
慈
訓
を
守
っ
て
ひ
た
す
ら
名
号
を
唱
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
た
し
て
仏
意
に
叶
い
順
次
に
決
定
往
生
す
る
も
の
な
ら
ば
、
舎
利
よ
今
夜
の
う
ち
に
培
増
し
た
ま
え
と
一
心
に
念
仏
し
祈
請
し
た
。
翌
朝
舎
利
塔
を
開
く
と
、
一
顆
の
舎
利
が
一
夜
に
し
て
倍
増
し
分
顆
し
て
い
た
。
月
泉
和
尚
は
信
心
肝
に
銘
じ
、
ま
す
ま
す
往
生
の
信
を
口
称
の
一
行
に
帰
し
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
月
泉
の
念
仏
帰
入
が
ひ
と
え
に
無
能
の
勧
化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
現
証
と
し
て
舎
利
倍
増
を
実
見
し
た
と
い
う
信
仰
体
験
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
月
泉
の
念
仏
禅
の
余
香
は
、
現
在
も
常
円
寺
で
毎
年
四
月
に
「
お
春
地
蔵
尊
大
祭
」
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
姑
に
殺
さ
れ
た
嫁
の
お
春
の
供
養
の
た
め
に
地
蔵
石
像
が
建
て
ら
れ
、
こ
れ
の
開
眼
供
養
に
は
月
泉
禅
師
に
よ
っ
て
助
命
さ
れ
た
姑
が
白
衣
に
洒
水
を
捧
げ
て
従
い
懺
悔
の
行
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
お
春
地
蔵
尊
像
縁
起
」
の
物
語
は
、
近
世
農
民
の
き
わ
め
て
現
実
的
な
問
題
と
月
泉
の
念
仏
禅
が
も
た
ら
し
た
信
仰
の
有
り
様
を
ま
こ
と
に
よ
く
伝
え
て
い
る
。
校
閲
の
任
に
当
た
っ
た
鶴
阿
宝
洲
（
～
一
七
三
八
）
は
江
戸
中
期
を
代
表
す
る
浄
土
宗
の
学
僧
で
、
当
時
、
洛
東
鹿
ヶ
谷
の
法
然
院
に
住
し
て
い
た
が
、
上
洛
す
る
以
前
に
は
相
馬
郡
中
村
（
現
、
相
馬
市
中
村
）
の
浄
土
宗
崇
徳
山
興
仁
寺
三
世
の
法
燈
を
継
い
だ
人
物
だ
っ
た
。
宝
洲
も
ま
た
無
能
を
敬
慕
し
、
無
能
の
逝
っ
た
翌
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
は
興
仁
寺
に
あ
っ
て
『
無
能
和
尚
行
業
記
』
二
巻
を
上
梓
し
て
い
る
。
宝
洲
は
『
忍
行
念
仏
伝
』
の
序
論
に
記
す
よ
う
に
、
「
予
、
嚮
き
に
東
州
に
在
る
こ
と
多
年
。
因
っ
て
知
己
の
彼
の
地
に
在
る
者
、
亦
頗
る
多
し
。
故
に
し
ば
し
ば
定
の
偉
行
を
告
げ
、
こ
れ
を
聞
く
こ
と
殆
ん
ど
熟
せ
り
。
し
か
れ
ど
も
未
だ
此
の
如
く
委
悉
な
る
に
至
ら
ず
。
今
此
の
全
伝
を
視
る
に
及
ん
で
、
更
に
感
仰
に
任
へ
ず
」
と
い
う
事
情
か
ら
序
論
と
評
語
を
贅
し
て
依
頼
さ
れ
た
責
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
宝
洲
は
洛
東
鹿
ヶ
谷
に
あ
っ
て
も
学
僧
ら
し
く
、
知
友
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
待
定
の
動
向
と
そ
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
月
泉
か
ら
『
忍
行
念
仏
伝
』
が
届
け
ら
れ
、
校
閲
と
序
文
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
無
能
和
尚
行
業
記
』
や
『
忍
行
念
仏
伝
』
に
加
え
ら
れ
た
序
論
評
語
を
見
る
だ
け
で
も
、
宝
洲
の
学
識
が
内
典
外
典
に
通
じ
た
極
め
て
広
く
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
※
月
泉
は
『
忍
行
念
仏
伝
』
の
序
文
に
、
「
待
定
法
師
の
化
功
は
す
で
に
奥
羽
二
州
に
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
坂
東
に
聞
え
て
い
る
だ
け
で
、
い
ま
だ
京
畿
の
諸
州
に
及
ん
で
い
な
い
の
は
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
法
師
の
寂
後
、
そ
の
行
状
を
収
集
し
て
い
る
者
も
二
三
家
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
意
を
尽
く
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
自
分
は
不
敏
の
身
で
あ
る
が
、
星
氏
菅
野
氏
ら
が
筆
記
し
た
法
師
の
口
説
に
も
と
づ
い
て
、
各
説
を
折
衷
補
訂
し
二
巻
に
ま
と
め
、
『
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
』
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
に
本
書
編
纂
の
理
由
と
経
緯
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
月
泉
は
「
わ
れ
法
師
の
在
世
に
曽
て
直
面
せ
ず
」
と
い
う
が
、
「
予
、
法
師
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入
定
の
後
十
五
日
過
ぎ
て
亀
岡
に
参
詣
せ
り
。
地
下
窟
内
に
し
て
十
念
の
音
、
温
雅
融
朗
た
り
。
誠
に
声
々
の
下
に
自
然
に
塵
垢
を
洗
ひ
、
念
々
の
中
に
不
覚
に
欲
刺
を
抜
く
の
思
ひ
あ
り
。
こ
こ
に
於
て
頓
に
狐
疑
を
除
い
て
鴻
信
を
発
し
、
急
に
本
国
に
帰
り
て
諸
人
を
も
詣
せ
し
む
。
諸
人
い
た
り
し
日
は
、
入
定
後
廿
一
日
に
当
れ
り
。
そ
の
時
も
猶
、
予
が
聞
き
し
時
に
異
な
る
事
な
し
と
い
へ
り
。
此
の
不
思
議
は
こ
れ
仏
力
か
法
力
か
、
わ
れ
そ
の
裁
す
る
ゆ
へ
ん
を
知
ら
ず
」
と
あ
っ
て
月
泉
の
待
定
に
寄
せ
る
関
心
は
旺
盛
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
月
泉
と
待
定
が
と
も
に
念
仏
禅
の
行
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
月
泉
は
稀
代
の
忍
行
念
仏
布
教
の
功
業
と
、
そ
の
壮
絶
で
尊
い
人
生
を
入
定
と
い
う
至
法
の
方
法
で
帰
結
し
た
待
定
を
敬
慕
し
、
小
出
村
油
屋
五
左
衛
門
門
馬
氏
な
ど
待
定
有
縁
の
人
々
に
取
材
し
て
一
の
伝
記
に
ま
と
め
上
げ
た
の
で
あ
る
。
※
良
崇
無
能
和
尚
は
近
世
奥
羽
地
方
の
浄
土
念
仏
門
の
聖
僧
と
し
て
名
高
く
、
法
然
の
直
弟
で
奥
羽
布
教
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
石
垣
の
金
光
上
人
（
一
一
五
四
～
一
二
一
七
）
と
並
び
称
さ
れ
る
。
諱
は
学
運
、
法
号
を
興
蓮
社
良
崇
と
い
い
、
自
ら
は
守
一
無
能
と
称
し
た
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
陸
奥
国
石
川
郡
須
釜
村
（
現
、
福
島
県
石
川
郡
玉
川
村
）
の
矢
吹
家
の
次
男
に
生
ま
れ
、
十
四
歳
の
時
に
発
心
し
、
翌
春
に
は
出
家
を
望
む
が
周
囲
よ
り
止
め
ら
れ
悶
々
の
日
月
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
十
七
歳
の
春
三
月
、
伊
達
郡
桑
折
大
安
寺
の
良
覚
に
投
じ
て
得
度
し
、
名
越
派
檀
林
の
磐
城
専
称
寺
に
入
寺
し
た
。
翌
年
八
月
、
羽
州
亀
岡
大
聖
寺
の
文
殊
菩
に
七
日
間
参
籠
し
て
自
行
化
他
の
所
願
成
就
を
祈
願
し
、
下
総
飯
沼
弘
経
寺
江
戸
増
上
寺
の
檀
林
に
学
び
、
下
総
成
田
山
で
七
日
間
の
断
食
を
も
っ
て
道
学
の
成
就
を
祈
念
し
た
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
五
月
、
二
十
二
歳
の
時
、
専
称
寺
宝
前
に
お
い
て
欲
事
を
断
じ
、
日
課
一
万
称
の
誓
い
を
立
て
、
翌
二
年
、
専
称
寺
二
十
一
世
良
通
か
ら
法
脈
を
承
け
興
蓮
社
良
崇
の
法
号
を
授
か
る
と
、
い
よ
い
よ
持
戒
を
強
く
し
、
二
十
五
歳
の
時
に
は
常
坐
不
臥
と
日
課
三
万
称
を
誓
い
、
雑
行
を
止
め
て
念
仏
三
味
の
生
活
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
二
十
六
歳
で
世
の
宿
願
を
遂
げ
、
以
来
墨
衣
を
脱
ぐ
こ
と
な
く
非
人
法
師
の
身
と
な
っ
た
。
ま
た
あ
る
日
、
向
後
の
勤
行
を
定
め
ん
と
鬮
を
引
き
、
二
度
と
も
日
課
六
万
遍
の
鬮
を
引
い
て
六
万
称
の
行
者
と
な
り
、
さ
ら
に
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
三
十
一
歳
の
春
四
月
、
伊
達
郡
小
島
村
の
梅
松
寺
で
、
唐
青
龍
寺
光
儀
京
栂
尾
高
山
寺
明
恵
の
行
業
に
刺
激
さ
れ
て
自
ら
剃
刀
を
も
っ
て
男
根
を
切
断
し
、
一
向
専
念
の
行
者
と
な
っ
た
。
日
課
十
万
称
を
誓
約
し
て
か
ら
は
用
便
食
事

風
呂
の
と
き
も
念
仏
を
止
め
ず
、
さ
ら
に
そ
の
数
を
記
録
し
た
。
無
能
生
涯
の
念
仏
惣
数
は
、
発
心
よ
り
入
寂
す
る
ま
で
凡
そ
三
億
六
千
九
百
三
十
万
称
、
う
ち
百
万
遍
成
就
六
度
と
い
う
。
こ
う
し
た
求
道
生
活
の
な
か
で
奥
羽
二
州
を
布
教
し
、
数
々
の
霊
瑞
奇
瑞
を
現
わ
し
た
。
羽
州
で
は
現
在
の
山
形
県
村
山
地
方
を
巡
錫
し
、
当
時
の
村
山
郡
藤
助
新
田
村
安
養
寺
溝
延
村
宝
泉
寺
谷
地
誓
願
寺
大
町
村
東
昌
寺
寒
河
江
正
覚
寺
山
野
辺
浄
土
寺
上
ノ
山
称
念
寺
山
形
万
日
堂
同
天
然
寺
同
浄
光
寺
に
止
錫
し
、
奥
州
に
お
い
て
は
現
在
の
福
島
県
北
東
部
の
伊
達
郡
を
巡
錫
し
、
当
時
の
伊
達
郡
桑
折
大
安
寺
藤
田
大
千
寺
梁
川
村
称
名
寺
保
原
村
浄
運
寺
川
俣
村
東
円
寺
信
夫
郡
福
島
到
岸
寺
松
川
村
常
念
寺
安
達
郡
根
崎
町
台
運
寺
（
天
台
）
田
村
郡
三
春
法
蔵
寺
（
時
宗
）
宇
多
郡
幾
世
橋
不
乱
院
相
馬
郡
石
上
村
常
円
寺
小
野
村
西
光
寺

小
泉
村
万
日
堂
山
下
村
西
方
寺
に
止
錫
し
布
教
し
た
。
各
寺
の
寺
主
に
は
謙
譲
を
守
り
、
そ
の
恩
恵
を
奉
謝
し
た
か
ら
、
寺
主
ら
も
無
能
の
所
行
を
篤
く
保
護
し
た
。
布
教
に
あ
た
っ
て
は
、
説
法
法
談
を
行
い
、
日
課
念
仏
を
誓
約
さ
せ
、
生
業
に
従
事
す
る
者
に
は
日
課
一
万
五
千
遍
を
、
老
人
道
心
者
は
二
万
遍
か
ら
三
万
遍
以
上
を
条
件
と
し
、
篤
信
の
者
に
は
染
筆
を
授
け
た
。
生
涯
に
日
課
を
授
け
た
人
数
は
十
六
万
九
千
百
七
十
余
人
に
の
ぼ
り
、
日
課
の
誓
約
も
卑
俗
化
す
る
こ
と
な
く
厳
格
に
行
っ
た
と
自
ら
『
近
代
奥
羽
念
仏
験
記
』
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）、
布
教
途
中
の
安
達
郡
本
宮
（
本
宮
市
本
宮
大
町
）
で
瘧
疾
を
わ
ず
ら
い
、
同
四
年
（
一
七
一
九
）
正
月
二
日
未
明
、
三
十
七
歳
の
若
さ
で
北
半
田
の
塞
耳
庵
に
生
涯
を
閉
じ
た
。
―18―
※無
能
の
布
教
勧
化
は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
「
師
、
も
し
法
を
求
む
る
者
あ
り
と
聞
き
給
う
時
は
、
路
の
遠
近
を
も
問
わ
ず
、
い
か
な
る
山
の
奥
ま
で
も
必
ず
尋
ね
至
り
て
教
化
せ
ら
れ
け
り
」
（
不
能
編
『
無
能
和
尚
行
業
遺
事
』
）、
「
勧
化
の
詞
、
諄
々
と
し
て
、
農
民
樵
夫
漁
父
猟
師
の
輩
、
幼
年
の
小
児
ま
で
も
、
一
度
そ
の
説
を
聞
い
て
信
心
を
激
発
し
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
悪
を
改
め
仏
を
称
す
る
類
、
そ
の
数
を
知
ら
ず
。
辺
域
の
仏
化
に
疎
き
所
に
て
、
か
く
国
こ
ぞ
り
て
申
す
あ
り
さ
ま
、
誠
に
権
化
の
人
な
ら
で
は
、
か
か
る
不
思
議
は
有
り
難
か
る
べ
し
」
（
宝
洲
編
『
無
能
和
尚
行
業
記
』
）
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
霊
を
傾
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
行
業
遺
事
』
に
「
凡
そ
法
海
一
味
に
し
て
平
等
無
差
な
れ
ど
も
、
機
万
別
し
て
宗
々
異
同
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
諸
宗
い
ず
れ
か
金
口
聖
説
の
法
門
に
あ
ら
ざ
ら
ん
。
さ
れ
ば
何
れ
の
宗
教
を
学
び
伝
う
る
人
に
も
あ
れ
、
皆
と
も
に
仏
の
遺
弟
子
な
れ
ば
、
た
が
い
に
妬
執
の
情
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
り
、『
祈
請
制
戒
七
十
二
件
』
に
「
他
善
に
随
喜
し
嫉
妬
を
懐
く
こ
と
莫
れ
」
「
自
法
を
愛
し
他
修
を
軽
ん
ず
る
こ
と
莫
れ
」「
た
と
い
理
あ
り
と
い
え
ど
も
諍
論
を
致
す
こ
と
莫
れ
」
「
あ
な
が
ち
に
自
ら
を
是
と
し
他
義
を
非
と
す
る
莫
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
他
宗
を
も
認
め
た
上
で
の
念
仏
勧
化
で
あ
り
、
「
平
等
心
に
住
し
て
親
疎
を
論
ず
る
こ
と
莫
れ
」「
人
を
労
し
て
自
ら
楽
し
み
を
求
め
る
こ
と
莫
れ
」「
慈
悲
心
に
住
し
て
悪
人
を
憎
む
こ
と
莫
れ
」
「
内
に
仏
性
を
観
じ
て
下
賤
を
軽
ん
ず
る
こ
と
莫
れ
」
と
い
い
、
こ
れ
を
実
践
し
て
乞
食
非
人
療
者
遊
女
な
ど
社
会
か
ら
蔑
視
さ
れ
差
別
さ
れ
た
人
々
に
も
救
済
の
法
談
を
し
日
課
を
授
与
し
た
か
ら
、
無
能
に
よ
る
法
談
勧
化
の
法
筵
は
短
期
間
の
う
ち
に
爆
発
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
無
能
の
霊
的
作
用
の
現
証
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。
す
な
わ
ち
勧
化
道
場
に
お
い
て
参
詣
者
が
聞
法
中
に
得
た
不
思
議
体
験
で
あ
る
。
こ
の
霊
的
体
験
の
注
進
を
輯
綴
し
た
も
の
が
『
近
代
奥
羽
念
仏
験
記
』『
勧
化
念
仏
奇
特
集
』
『
無
能
和
尚
行
業
遺
事
』
で
、
持
病
が
治
っ
た
悪
夢
を
見
な
く
な
っ
た
難
産
を
克
服
し
た
阿
弥
陀
如
来
を
夢
見
た
な
ど
の
現
益
や
、
名
号
や
念
仏
に
対
す
る
不
敬
に
応
報
し
て
発
狂
な
ど
の
現
象
が
起
こ
っ
た
な
ど
の
現
罰
が
注
進
さ
れ
て
い
る
。
無
能
は
篤
信
者
に
名
号
符
（
注
５
）を
与
え
て
念
仏
を
精
励
し
た
か
ら
、
そ
の
名
号
に
よ
る
現
瑞
や
奇
瑞
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
僧
伝
や
行
状
記
に
現
益
や
現
罰
が
記
録
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
無
能
の
霊
能
的
現
証
ほ
ど
顕
著
な
も
の
は
な
く
、
そ
れ
は
没
後
に
も
及
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
遺
身
舎
利
の
霊
験
が
あ
る
。
『
無
能
和
尚
遺
骸
を
茶
毘
し
て
舎
利
を
得

舎
利
霊
験
の
事
』
『
信
達
一
統
誌
』
な
ど
に
よ
る
と
、
「
無
能
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
正
月
二
日
、
三
十
七
歳
に
し
て
北
半
田
の
塞
耳
庵
（
桑
折
町
北
半
田
御
免
町
）
で
遷
化
し
、
遺
骸
は
遺
弟
や
有
縁
の
道
俗
が
遺
言
に
し
た
が
っ
て
そ
の
地
に
土
葬
し
た
の
だ
が
、
六
年
後
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
六
月
に
な
っ
て
聊
か
障
難
が
起
こ
り
、
遺
跡
を
桑
折
の
金
剛
山
大
安
寺
（
桑
折
町
沢
）
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
一
日
に
墳
墓
を
掘
っ
て
棺
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
遺
体
は
葬
っ
た
時
と
同
じ
状
態
で
厳
然
と
し
て
残
り
、
臭
穢
も
な
く
、
群
参
の
人
々
は
み
な
感
し
た
。
夕
刻
、
庵
の
庭
前
で
荼
毘
し
た
と
こ
ろ
、
西
方
の
空
が
朗
然
と
し
て
金
色
の
雲
が
た
な
び
い
た
の
で
み
な
奇
異
の
思
い
で
眺
め
て
い
た
。
翌
日
、
遺
骨
を
納
め
よ
う
と
す
る
と
、
灰
の
中
に
光
り
輝
く
舎
利
が
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
数
百
に
も
お
よ
び
、
白
色
紫
色
の
舎
利
が
そ
の
色
ご
と
に
皓
潔
な
光
を
発
し
て
い
た
。
こ
の
奇
特
は
無
能
尊
師
が
多
年
に
わ
た
り
実
修
実
行
さ
れ
た
こ
と
の
奇
蹟
で
あ
ろ
う
と
皆
々
一
同
に
語
り
合
っ
て
拾
い
あ
げ
、
そ
れ
を
瓶
に
納
め
て
大
安
寺
に
安
置
し
、
同
寺
境
内
に
供
養
塔
を
建
立
し
た
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
舎
利
現
出
の
は
た
ち
ま
ち
遠
近
に
聞
こ
え
、
競
う
よ
う
に
大
安
寺
へ
参
じ
て
舎
利
を
拝
す
る
者
が
後
を
断
た
ず
、
無
能
を
誹
謗
し
対
峙
し
て
い
た
者
の
中
に
も
念
仏
に
帰
依
す
る
者
が
あ
り
、
ま
た
弟
子
の
不
能
や
大
安
寺
和
尚
に
霊
舎
利
の
分
与
を
懇
願
す
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
承
け
戴
い
た
舎
利
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
、
や
が
て
同
衆
に
よ
っ
て
無
能
講
念
仏
講
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
も
各
地
に
残
る
名
号
幅
名
号
碑
百
万
遍
供
養
塔
な
ど
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
能
の
勧
化
の
影
響
は
深
く
、
か
つ
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
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※霊
舎
利
一
顆
を
得
た
一
人
が
江
岸
月
泉
だ
っ
た
。
月
泉
は
そ
の
舎
利
が
一
夜
の
う
ち
に
倍
増
す
る
と
い
う
霊
験
不
思
議
を
体
験
し
、
「
ま
す
ま
す
往
生
の
信
を
口
称
の
一
行
に
帰
し
た
」
の
で
あ
る
。
奥
州
信
夫
郡
山
口
村
の
曹
洞
宗
松
柏
山
常
円
寺
六
世
で
あ
り
な
が
ら
念
仏
門
に
帰
入
し
た
の
は
、
偏
に
無
能
の
勧
化
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
月
泉
が
編
じ
た
『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
』
に
伝
え
ら
れ
る
待
定
法
師
も
ま
た
無
能
の
法
筵
を
聴
聞
し
て
発
心
出
家
し
た
の
で
あ
る
。
『
忍
行
伝
』
に
よ
れ
ば
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
七
月
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
待
定
は
、
近
郷
の
谷
地
誓
願
寺
で
行
わ
れ
た
無
能
に
よ
る
四
十
八
夜
々
念
仏
の
法
座
に
参
会
し
て
『
選
択
集
』
の
講
話
を
聴
聞
し
、
す
ぐ
さ
ま
出
家
し
て
弟
子
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
老
母
や
妻
子
を
残
し
て
の
出
家
に
理
の
な
い
こ
と
を
切
々
と
諭
す
無
能
に
日
課
三
万
遍
を
受
け
、
出
家
を
思
い
止
ま
っ
た
。
し
か
し
出
家
の
思
い
断
ち
が
た
く
、
そ
の
二
年
後
に
は
老
母
妻
子
を
捨
て
て
捨
世
の
身
と
な
り
、
優
婆
塞
の
姿
で
諸
国
の
霊
山
霊
窟
を
経
巡
り
断
食
苦
行
忍
行
念
仏
す
る
こ
と
四
年
、
越
中
立
山
で
籠
山
中
に
「
剃
髪
の
身
に
な
っ
て
罪
人
を
求
う
べ
し
」
と
の
霊
告
を
受
け
、
無
能
の
弟
子
と
な
る
べ
く
急
ぎ
羽
前
に
帰
っ
た
が
、
そ
の
時
す
で
に
無
能
は
遷
化
し
て
こ
の
世
に
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
同
郡
西
里
村
の
素
封
家
逸
見
家
の
厚
意
を
受
け
て
留
し
、
日
課
十
万
遍
を
称
す
る
こ
と
一
年
が
過
ぎ
た
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）、
無
能
の
捨
世
に
倣
っ
て
逸
見
家
の
庭
先
で
男
根
を
切
除
し
た
。
そ
の
後
、
縁
を
伝
っ
て
山
形
宝
勝
寺
の
瑞
峰
禅
師
か
ら
剃
髪
受
戒
し
、
禅
峰
待
定
の
法
名
を
得
て
参
禅
す
る
が
、
翌
享
保
六
年
に
は
座
下
を
辞
し
念
仏
正
業
の
生
活
に
戻
っ
て
い
る
か
ら
、
禅
門
で
の
出
家
は
方
便
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
諸
人
救
済
や
衆
生
済
度
と
い
う
化
他
行
は
優
婆
塞
の
身
で
は
到
底
な
し
え
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
待
定
の
忍
行
の
一
端
は
『
忍
行
念
仏
伝
』
に
付
載
さ
れ
た
「
頭
灯
掌
灯
苦
行
念
仏
図
」
「
羽
州
置
賜
郡
永
居
ノ
郷
松
高
山
文
殊
浄
境
図
」
「
立
屋
背
上
念
仏
待
月
図
」
「
寒
中
七
日
投
河
念
仏
図
」
に
よ
っ
て
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
五
年
に
お
よ
ぶ
草
庵
生
活
に
お
い
て
は
、
毎
月
十
五
日
二
十
五
日
に
は
、
頭
と
手
の
平
に
百
匁
燭
を
の
せ
、
燃
え
尽
き
る
ま
で
念
仏
を
口
称
す
る
苦
行
を
修
し
、
毎
月
二
十
三
夜
二
十
六
夜
に
は
、
日
没
に
な
る
と
一
本
足
の
高
下
駄
を
履
い
て
屋
根
に
の
ぼ
り
、
満
々
と
水
を
入
れ
た
茶
碗
を
三
指
に
載
せ
て
月
の
出
る
ま
で
高
声
念
仏
し
た
り
、
あ
る
い
は
よ
う
や
く
身
体
が
入
る
ほ
ど
の
箱
を
作
っ
て
仏
前
に
置
き
、
炒
大
豆
千
五
百
粒
と
一
碗
の
水
を
持
っ
て
そ
の
中
に
入
り
、
念
仏
一
万
遍
ご
と
に
一
粒
を
食
し
て
一
日
十
五
万
遍
を
称
え
る
苦
行
を
百
日
間
修
し
た
り
、
ま
た
庵
前
を
流
れ
る
極
寒
の
最
上
川
に
浸
か
っ
て
七
日
間
の
念
仏
を
勤
め
る
な
ど
の
難
行
苦
行
を
果
た
し
な
が
ら
日
課
十
五
万
遍
を
称
え
続
け
た
。
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待
定
は
自
身
を
木
食
僧
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
行
法
は
浄
土
門
の
正
業
で
は
な
く
、
木
食
行
の
範
疇
を
も
遥
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
い
わ
ば
山
岳
信
仰
に
お
け
る
懺
悔
滅
罪
の
精
神
世
界
の
表
出
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
待
定
の
場
合
に
は
、
彼
自
身
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
背
負
っ
た
強
烈
な
厭
離
心
か
ら
の
所
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
６
）。
そ
れ
は
長
く
秘
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
武
士
で
あ
っ
た
待
定
の
父
親
が
思
い
余
っ
て
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
待
定
の
苦
修
練
行
に
は
、
こ
の
過
根
に
対
す
る
惣
領
と
し
て
の
つ
ぐ
な
い
の
心
情
が
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
入
定
に
あ
た
っ
て
自
身
の
身
肉
を
八
十
七
片
に
切
り
分
け
、
こ
れ
を
有
縁
の
地
の
鎮
護
に
な
す
べ
く
八
十
七
ヶ
所
に
送
っ
た
と
伝
え
る
が
、
そ
の
最
も
多
く
送
ら
れ
た
地
域
は
、
待
定
の
父
が
過
ち
を
犯
し
た
と
い
わ
れ
る
地
方
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
熱
心
に
取
材
し
て
編
じ
た
は
ず
の
月
泉
が
、『
忍
行
念
仏
伝
』
に
待
定
の
俗
姓
「
東
海
林
と
う
か
い
り
ん」
を
「
せ
う
じ
」
と
ふ
り
が
な
し
、
か
つ
そ
の
俗
名
を
伝
え
な
か
っ
た
理
由
が
諒
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
待
定
は
四
十
七
歳
の
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
羽
州
高
畠
村
の
松
高
山
大
聖
寺
文
殊
堂
の
傍
ら
に
入
定
し
た
の
だ
が
、
大
聖
寺
に
お
い
て
は
待
定
法
師
像
を
祀
り
、
七
十
六
翁
高
橋
庄
吉
筆
の
頭
灯
掌
灯
念
仏
を
す
る
待
定
法
師
画
像
を
有
し
、
現
在
も
毎
年
七
月
中
旬
に
念
仏
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
屋
代
郷
の
義
民
高
梨
利
右
衛
門
を
悼
み
、
ま
た
待
定
法
師
の
偉
業
を
讃
え
、
法
師
の
墓
参
（
注
７
）を
か
ね
て
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
、
な
が
く
同
寺
観
音
講
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
相
馬
小
野
の
待
定
庵
に
お
い
て
は
、
指
の
な
い
待
定
法
師
像
の
前
で
、
今
も
月
々
百
万
遍
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
待
定
の
生
涯
と
そ
の
業
行
を
め
ぐ
っ
て
は
す
で
に
種
々
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
っ
と
も
基
本
資
料
と
す
べ
き
月
泉
編
『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
注
1
松
高
山
大
聖
寺
所
蔵
の
高
橋
庄
吉
筆
の
頭
灯
掌
灯
念
仏
を
す
る
待
定
法
師
画
像
に
添
え
ら
れ
た
略
伝
に
拠
る
。
誤
字
を
正
し
て
紹
介
す
る
と
、
「
抑
、
此
名
僧
待
定
坊
ハ
、
諱
ハ
禅
峰
ト
云
。
生
国
ハ
出
羽
国
村
山
郡
大
字
蔵
増
村
ノ
産
ニ
シ
テ
、
俗
姓
ハ
東
海
林
氏
。
資
性
ハ
柔
順
淳
朴
ニ
シ
テ
、
弱
冠
父
ヲ
亡
へ
家
名
を
相
続
シ
、
母
ニ
仕
へ
テ
大
変
孝
行
ニ
シ
テ
、
慈
悲
心
甚
ダ
深
ク
、
物
ヲ
憐
ミ
、
礼
譲
ヲ
以
テ
人
ニ
交
リ
、
故
ニ
郷
里
ノ
人
々
ニ
大
想
尊
敬
セ
ラ
レ
、
或
時
伊
達
郡
浄
土
宗
聖
僧
無
能
和
尚
ト
云
智
識
ガ
、
同
郡
谷
地
誓
願
寺
デ
御
説
法
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
拝
聴
シ
テ
ヨ
リ
、
大
ヒ
ニ
仏
法
信
者
ト
ナ
リ
、
堅
ク
発
心
ス
ル
所
ト
ナ
リ
、
慈
愛
ノ
老
母
ト
最
愛
ノ
妻
女
ヲ
振
り
捨
テ
ヽ
、
時
ハ
享
保
四
年
仲
春
御
歳
三
十
三
才
ノ
時
、
剃
髪
ナ
シ
テ
世
ナ
シ
テ
、
当
亀
岡
文
殊
尊
ノ
霊
地
ニ
参
ラ
レ
、
七
ヶ
年
間
山
籠
ナ
シ
テ
忍
行
苦
労
セ
ラ
ル
。
一
心
不
乱
、
念
仏
ヲ
唱
へ
居
リ
シ
処
、
黎
明
ニ
近
キ
頃
山
谷
急
チ
震
動
ナ
シ
テ
、
待
定
坊
大
ヒ
ニ
驚
キ
起
ツ
テ
、
四
方
ヲ
見
ル
ニ
、
虚
空
ニ
声
ア
ツ
テ
申
サ
ル
ヽ
ニ
ハ
、
『
此
稀
ナ
ル
霊
山
ニ
、
一
ツ
ノ
鐘
楼
堂
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待定庵所蔵 待定法師像
ヲ
建
立
セ
ヨ
』
ト
申
サ
レ
タ
ル
。
法
師
ガ
不
思
議
ニ
思
へ
耳
ヲ
傾
ク
ル
ニ
、
又
モ
御
声
ア
ツ
テ
、
前
ノ
如
ク
聞
へ
タ
ル
。
如
斯
霊
告
再
三
ニ
及
ビ
シ
為
メ
、
待
定
坊
様
ガ
有
難
キ
感
ニ
打
タ
レ
、
大
ヒ
ニ
御
決
心
ナ
サ
レ
、
鐘
楼
堂
及
ビ
観
音
堂
ヲ
建
立
ニ
カ
ヽ
リ
テ
、
享
保
十
五
年
ニ
落
成
サ
レ
タ
リ
。
今
ニ
現
存
セ
ル
荘
厳
美
麗
ナ
ル
堂
々
ガ
、
待
定
坊
様
ガ
十
方
ニ
勧
化
、
浄
財
ヲ
集
メ
テ
建
立
ナ
サ
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
云
伝
へ
テ
居
リ
マ
ス
。
其
勧
化
帳
簿
、
御
堂
等
ナ
リ
凡
ハ
四
万
一
千
余
人
記
シ
、
其
外
釈
ノ
御
尊
及
ビ
参
籠
堂
ヲ
建
立
ト
記
サ
レ
テ
在
リ
ト
云
。
何
ン
ト
待
定
坊
様
ノ
徳
力
コ
ソ
実
ニ
偉
大
ナ
功
績
ナ
リ
ト
思
フ
。
七
十
六
翁
高
橋
庄
吉
」
と
あ
る
。
待
定
に
対
す
る
大
聖
寺
周
辺
に
お
け
る
衆
庶
の
一
般
的
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
注
2
長
谷
川
匡
俊
氏
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』
（
一
九
八
八
年
二
月
、
渓
水
社
）
所
収
「
奥
羽
の
念
仏
禅
月
泉
と
忍
行
念
仏
者
待
定
」。
注
3
『
無
能
和
尚
勧
心
詠
歌
集
』
は
東
都
長
泉
律
院
蔵
版
。
長
谷
川
匡
俊
氏
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』
（
二
〇
〇
三
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
「
無
能
没
後
の
無
能
信
仰
と
弟
子
不
能
の
無
能
寺
開
創
」
に
そ
の
梗
概
が
載
る
。
注
4
鈴
木
聖
雄
氏
『
解
読
「
無
能
和
尚
行
業
記
」
併
び
に
「
行
業
遺
事
」』（
二
〇
〇
三
年
六
月
、
誓
願
寺
）
第
二
章
「
無
能
和
尚
に
よ
る
奥
羽
の
勧
化
」
第
二
節
「
無
能
和
尚
に
勧
化
さ
れ
た
人
々
」
第
一
項
「
勧
化
と
そ
の
現
証
」
に
指
摘
が
あ
る
。
注
5
守
一
山
無
能
律
寺
が
印
施
し
た
『
無
能
上
人
行
状
和
讃
』
に
載
る
不
能
画
の
「
無
能
上
人
真
影
」
と
無
能
上
人
の
名
号
符
。
真
影
に
は
「
法
の
た
め
う
き
世
も
身
を
も
す
て
は
て
ゝ
南
無
阿
弥
陀
仏

」
の
詠
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
注
6
鈴
木
聖
雄
氏
『
解
読
「
無
能
和
尚
行
業
記
」
併
び
に
「
行
業
遺
事
」』（
二
〇
〇
三
年
六
月
、
誓
願
寺
）
第
二
章
「
無
能
和
尚
に
よ
る
奥
羽
の
勧
化
」
第
二
項
「
禅
峯
待
定
の

世
」
に
指
摘
が
あ
る
。
注
7
日
本
ミ
イ
ラ
研
究
グ
ル
ー
プ
『
待
定
法
師
入
定
墓
の
発
掘
調
査
報
告
書
』
（
平
成
十
四
年
九
月
、
昭
和
女
子
大
学
内
田
研
究
室
）
に
よ
る
と
、
入
定
墓
か
ら
人
骨
は
出
土
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
三
十
五
年
九
月
二
十
八
日
の
東
北
地
方
を
襲
っ
た
大
暴
風
雨
に
よ
っ
て
流
失
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
（
関
口
記
）
 凡
例

一
、『
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
』（
袋
綴
装
上
下
二
冊
）
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
底
本
を
そ
の
初
版
と
考
え
ら
れ
る
家
蔵
の
向
松
堂
版
に
採
っ
た
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
九
月
、
京
都
の
書
肆
向
松
堂
が
開
版
し
、
寺
町
三
条
下
の
書
林
め
と
ぎ
や
宗
八
か
ら
売
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
上
段
に
写
真
影
印
を
置
き
、
下
段
に
翻
刻
文
を
示
し
た
。
一
、
行
取
は
凡
そ
底
本
の
通
り
と
し
、
丁
数
を
各
丁
末
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
仮
名
と
も
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
使
用
し
、
古
体
略
体
も
通
行
の
字
体
に
改
め
、
清
濁
を
施
し
た
。
一
、
右
ル
ビ
は
そ
の
ま
ま
付
し
た
が
、
左
ル
ビ
は
（
）
付
き
で
示
し
た
。
一
、
句
読
点
を
私
に
施
し
、
判
読
不
能
の
箇
所
は
■
で
示
し
た
。
一
、
引
用
部
分
や
心
中
表
現
に
は
「
」『
』
を
付
し
、
書
名
に
は
『
』
を
付
し
た
。
一
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
素
稿
は
す
べ
て
宮
本
が
作
成
し
、
関
口
が
監
修
し
た
。
―22―
」
上
表
表
紙
―23―
出羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
上
（
白
丁
）」
上
表
表
紙
見
返
頭
灯
掌
灯
苦
行
念
仏
図
」
上
図
①
―24―
」
上
図
①
」
上
図
②
―25―
羽
州
置
賜
ヲ
イ
ダ
メ郡
永
居
ノ郷
松
高
山
文
殊
浄
境
図
南
東
北
シ
ヽ
イ
ハ
テ
カ
ケ
石
ハ
ヤ
マ
キ
ン
ゼ
イ
札
大
セ
ウ
ジ
ザ
ゼ
ン
石
ク
マ
ノ
チ
セ
ウ
イ
ン
サ
ン
モ
ン
ビ
ン
ヅ
ル
サ
カ
ザ
ワ
ウ
白
山
村
中
官
領
寺
領
交
雜
西
山
門
ヨ
リ至
二 二
王
門
一 八
十
間
、
二
王
門
ヨ
リ
至
二 本
堂
一
百
六
十
間
、
山
三
十
六
町
有
余
待
定
道
人
入
定
之
地
奥
州
今
属
ス二 出
羽
ニ一 。『
続
日
本
紀
』
五
ニ「
元
明
天
皇
乙
未
永
井
ノ郷
社
亀
カ岡
文
殊
童
真
縁
起
略
割
テ二 陸
奥
ノ国
最
上
置
賜
ノ二
郡
ヲ一 、
隷 ツ
ク
二 出
羽
国
ニ一 焉
」。
『
先
代
旧
事
本
紀
』
依
二 推
古
帝
ノ勅
ニ一 、
聖
徳
太
廿
九
帝
皇
紀
ノ上
ニ曰
、
文
具
ニ如
二
按
ズ
ル
ニ継
体
帝
ヨ
リ至
テ二 欽
明
子
共
ニ二 臣
秦
ノ川
勝
一 所
レ 製
。
伝
ノ下
ニ引
ガ一 。
帝
ニ一 、
所
現
ノ神
ハ山
田
ノ末
社
吉
野
権
現
永
居
ノ文
殊
八
幡
太
神
等
ナ
リ也
。
然
ル
ニ此
ノ文
殊
大
士
ハ人
皇
二
十
九
代
宣
化
天
皇
二
年
正
月
、
従
リ二
震
旦
五
台
山
ニ一
飛
ビ
来
テ
、
化
シ
テ
而
成
リレ
石
ト
、
示
二
現
シ
テ
不
朽
ノ
相
ヲ一
、
鎮
二
座
シ
玉
フ
此
ノ山
ニ一 。
即
チ
宝
龕
ニ所
ノレ 秘
ス
ル聖
像
是
也 ナ
リ。
獅
子
モ亦
化
シ
テ而
成
ルレ 石
ト。
堂
ノ巽 タ
ツ
ミ、
山
ノ半
腹
、
獅
子
巌
是
也 ナ
リ。
斯
レ乃
、
五
所
文
殊
ノ
随
一
也 ナ
リ
。
有
リ二
徳
一
上
人
ノ
所
ノレ
造
賓
頭
盧
尊
者
一 。
擁
二
護
ス
本
堂
ヲ一
。
故
ニ
飛
ノ
工
、
建
立
已
来
、
至
テ二
干
今
ニ一
、
無
シ二
火
変
一 。
本
堂
ノ
北
ニ
有
リ二
桜
ノ
枯
木
一 。
倒
ルニ
于
風
ニ一
。
中
ニ
有
リ二
虫
ノ
痕 ア
ト
一 。
写
ス
ニ
レ
紙
ニ
尊
容
儼
然
タ
リ
。
是
ヲ
名
ク二
虫
ノ
文
殊
ト一 。
内
陣
ノ四
柱
唐
戸
等
、
有
リ下 時
ニ汗
大
ニ流
レ
テ至
ル
コ
ト
中
半
時
或
ハ一
昼
夜
ニ上 。
此
ノ時
、
衆
僧
集
二 会
シ
テ本
堂
ニ一 、
特
ニ行
ズ二
念
誦
ヲ一 。
是
レ其
ノ例
也 ナ
リ。
凡
ソ五
嶺
松
高
シ
テ而
境
多
シ二 異
瑞
一 。
如
キ下 聞
キ二 仏
法
僧
鳥
ノ声
ヲ一 、
或
ハ聞
ク二 誦
経

音
楽
ノ響
ヲ一 等
ノ上 、
不
レ 可
二 具
サ
ニ述
ブ一 。
是
ノ故
ニ諸
州
ノ僧
侶
、
潔
斎
シ
テ登
山
ス
ル者
、
絡
繹
ト
シ
テ不
レ 絶
エ。
宝
龕
前
ノ尊
像
ノ者
、
春
日
ノ所
レ 作
也
。
寛
永
年
中
ニ脩
飾
ス。
嵯
峨
ノ大
覚
寺
ノ宮
二
品
法
親
王
及
ビ洛
東
智
積
教
院
元
寿
僧
正
、
遂
二 開
眼
供
養
ヲ一 矣
。
」
上
縁
起
略
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
序
論
弥
陀
覚
皇
在
テ二 因
地
ニ一 願
シ
テ
言
ノ
タ
マ
ハ
ク、
仮
令
ヒ身
ヲ
止 ヲク
ト
モ二 諸
ノ苦
毒
ノ中
ニ一 、
我
ガ行
ハ精
進
ニ
シ
テ忍
デ終
ニ不
ン
ト
レ
悔
ヒ。
而
シ
テ忍
力
成
就
シ
テ不
レ 計
ラ二 衆
苦
ヲ一 。
勇
猛
精
進
ニ
シ
テ志
願
無
クレ
コ
ト、
以
テ得
レ 為
コ
ト
ヲ
二
三
界
ノ雄
ト一 。
今
夫
レ如
実
ニ心
ト
シ
二
於
仏
心
ヲ一 、
行
ト
ス
ル
二
於
仏
行
ヲ一
者
ノ
ハ、
待
定
法
師
、
其
レ殆
ン
ド庶
幾
乎
チ
カ
ヽ
ラ
ン
カ。
法
師
、
稟
テ二 生
ヲ夷
遐
ニ一 、
抽
デ二 志
ヲ絶
代
ニ一 、
壮
年
ニ
シ
テ棄
テ
ヽ
レ
家
ヲ、
而
入
リ二 空
門
ニ一 、
瞻
テ二 地
蔵
ノ石
像
苦
雨
ニ所
レ
テ
レ
灌
ガ巍
然
タ
ル
ヲ
一
、
頓
ニ
発
ス二 広
度
ノ大
心
ヲ一 。
節
シ二 身
心
ヲ一 、
事
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
二
抖
ヲ一 、
殆
ン
ド侔
シ
ク
二
雪
山
大
士
金
色
頭
陀
ノ之
上
行
ニ一 、
燃
シ二 手
指
ヲ一 、
刳
グ
ル
コ
ト
ハ
二
眼
晴
ヲ一 、
全
ク同
ジ二 僧
崖
菩
定
蘭
道
人
ノ
之
苦
修
ニ一 。
然
レ
ド
モ体
テ三 澆
末
ノ出
要
不
ル
コ
ト
ヲ
レ
過
ギ二 念
仏
往
生
ノ一
門
ニ一 、
自 ミ
日
」
上
序
論
01オ
―26―
課
仏
名
十
余
万
声
。
亦
普
ク勧
テレ 人
ヲ令
ムレ 行
ゼ二 数
遍
ヲ一 。
未
ダズ
四 曽
テ有
ラレ 令
ル
コ
ト
三
人
ヲ
シ
テ
傚
ハ二 自
ノ忘
身
ノ苦
行
ニ一 。
後
精
二 勤
シ本
州
亀
ガ岡
文
殊
ノ岳
ニ一 、
募
二 化
シ
テ州
郡
ヲ一 、
建
ツ二 鐘
楼
及
ビ円
通
殿
ヲ一 。
而
シ
テ後
、
遂
ニ欲
シ下 辞
シ
テ
二
閻
浮
ヲ一 而
帰
ン
ト
中
安
養
ニ上 、
乃
チ割
二
截
ス
ル
コ
ト身
肉
ヲ一 、
八
十
七
創
。
以
テ擬
ス二 大
法
ノ供
養
度
生
ノ之
縁
ニ一 。
予
ジ
メ卜
シ二 石
窟
ヲ於
巌
畔
ニ一 、
安
詳
ト
シ
テ入
ル二 定
龕
ニ一 。
四
衆
雑
沓
シ
テ如
クレ 喪
ス
ル
ガ
二
考
妣
ヲ一 、
悲
敬
交
く
至
ル。
蓋
シ『
釈
書
』『
忍
行
伝
』
ノ
之
後
寥
々
ト
シ
テ乎
、
未
ダレ 聞
下 若
ク二 法
師
ノ一 具
サ
ニ備
ル二 励
行
ヲ一 者
ヲ上 。
於
テレ 是 コヽ
ニ東
奥
信
夫
ノ郡
小
白
山
江
岸
泉
禅
師
、
慨
テ三 其
ノ高
行
ノ蹟
不
コ
ト
ヲ
二
遠
ク伝
ラ一 、
旁 アマ
ネ
ク労
シ
テ
二
採
訪
ニ一 為
ニ編
二 録
ス行
伝
二
巻
ヲ一 。
書
成
テ以
テ遥
カ
ニ
寄
、
令
メ二 予
ヲ
シ
テ校
閲
セ一 、
且
ツ嘱
ス二 之
カ序
ヲ一 。
予
嚮
キ
ニ在
ル
コ
ト
二
東
州
ニ一 多
年
。
因
テ知
己
ノ在
ル二」
上
序
論
01ウ
彼
ノ地
ニ一 者
、
亦
頗
ル多
シ。
故
ニ

告
ゲ二 定
ノ偉
行
ヲ一 聞
コ
ト
レ
之
ヲ、
殆
ン
ド熟
セ
リ。
然
レ
ド
モ未
ダレ 至
ラ二 如
クレ
此
ノ委
悉
ナ
ル
ニ
一
。
今
及
デレ 視
ル
ニ
二
此
ノ全
伝
ヲ一 、
更
ニ不
レ 任
ヘ二 感
仰
ニ一 。
輒
チ不
レ 揣
ラ二 陋
拙
ヲ一 。
記
シ二
之
カ序
論
ヲ一 、
且
ツ贅
シ
テ
二
評
語
ヲ於
文
間
ニ一 、
以
テ塞
グ二 其
ノ需
ヲ一 。
且
ツ夫
レ如
キ二 伝
中
ニ云
ガ一 。
氷
河
ニ沈
テレ 身
ヲ七
日
不
レ 出
。
或
ハ百
日
辟
テレ 穀
ヲ、
而
モ命
不
レ 隕 ヲ
チ。
或
ハ焼
二 截
シ
テ
身
肉
ヲ一 容
貌
自
若
タ
リ
ト。
此
レ等
ノ奇
蹟
、
吾
レ若
シ聞
カ
バ
二
之
ヲ街
談
遊
辞
ニ一 、
疑
テ以
テ
為
ナ
リ
二
荒
唐
ト一 。
実
ニ世
ノ之
一
大
奇
事
ナ
リ也
。
然
ル
ニ彼
ノ地
ノ知
己
、
現
見
シ
テ告
ゲレ 之
ヲ、
泉
老
禅
確
実
ニ
シ
テ記
シレ 之
ヲ、
彼
ノ方
ノ旅
客
上
ルレ
ニ者
、
詳
カ
ニ
シ
テ
二
其
ノ物
色
ヲ一 、
為
メ
ニ
レ
予
ガ
数
言
ヘ
リ
レ
之
ヲ。
於
テレ 是
ニ予
如
ク二 面
タ
リ覩
ガ一レ 之
ヲ、
亳
モ無
シ二 疑
訝
一 。
其
ノ如
キ下 法
師
身
ヲ止 ヲ
キ
二
迫
ノ函
中
ニ一 、
断
テレ 食
ヲ念
仏
ス
ル
コ
ト数
旬
、
或
ハ危
二 立
シ
テ樹
端
ニ一 捧
テレ 供
ヲ待
ツレ 月
ヲ等
ノ上 、
」
上
序
論
02オ
―27―
人
、
或
ハ毀 ソ
シ
ル三 其
ノ事
怪
僻
ニ
シ
テ不
コ
ト
ヲ
レ
得
二 中
正
ヲ一 。
謂
ク孔
子
猶
ヲ曰
フ、
不
ン
バ
レ
得
二 中
行
ヲ一
必
ヤ也
狂
狷
カ
ト。
賛
寧
評
シ
テ
二
神
僧
ヲ一 云
、
性
僻
ニ
シ
テ而
高
シ
ト。
今
毀
シ
ル
二
法
師
ヲ一 者
ハ是
レ
求 セ
メ
レ 全
キ
ヲ求
ムレ 備
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ。
此
レ非
ズ二 君
子
ノ之
情
ニ一 也
。
夫
レ有
形
ノ之
所
ロレ 貴
ブ莫
シレ 過
タ
ル
ハ
二
身
命
ニ一 。
故
ニ食
ラ
ヒ
二
甘
旨
ヲ一 、
衣
テ二 軽
軟
ヲ一 以
テ養
フレ 性
ヲ者
ノ
ハ、
欲
シ
テ
ナ
リ
二
其
ノ寿
考
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
一
也
。
羅
隠
ガ曰
、
両
臂
重
ク二 於
四
満
ヨ
リ
モ
一
、
万
物
少
ナ
リ
ト
二
於
一
身
ヨ
リ
モ
一
。
然
ル
ニ法
師
為
メ
ニ
レ
法
ノ捨
レ 身
ヲ難
ヲレ
作
シ能
ク作
シ、
上
ミ供
シ二 諸
聖
ニ一 、
下
モ施
ス二 群
生
ニ一 。
先
仏
ノ所
行
既
ニ云
フ、
無
ン
ト
三
芥
子
バ
カ
リ
ノ
地
モ非
ル
コ
ト
二
捨
身
ノ之
処
ニ一 。
今
静
カ
ニ憶
フ
ニ
二
法
師
ノ所
行
ヲ一 、
不
レ 勝
エ二 感
泣
ニ一 。
又
法
師
焚
二 臠
シ
テ身
肉
ヲ一 、
無
ク二 痛
楚
ノ色
一 、
見
ル二 其
ノ容
易
ナ
ル
ヲ
一
。
僧
崖
ノ伝
ニ有
リレ 之
。
崖
将
テレ 指
ヲ
置
ク二 火
中
ニ一 。
振
叱 タ
作
シレ 声
ヲ、
青
煙
涌
出
ス
レ
ド
モ欣
笑
、
自
如
ト
シ
テ竟
ニ無
シ二 痛
色
一 。
崖
」
上
序
論
02ウ
曰
、
痛
ハ由
テレ 心
ニ起
ル。
心
既
ニ無
シレ 痛
ミ。
指
何
ゾ有
ン
ト
レ
痛
。
又
有
二 性
強
剛
ナ
ル者
一 。
如
キ二
北
宮
黝 ユ
ウ
カ一 、
膚
被
テレ 刺
サ而
不
レ 撓 タ
ハ
マ、
目
被
テレ 刺
サ而
不 ズ
レ
逃 マジ
ロ
カ。
如
キ二 蜀
ノ関
羽
ノ一 、
嘗
テ
中
ル二 流
矢
ニ一 。
其
ノ瘡 キ
ズ已
ニ癒
レ
ド
モ陰
雨
ニ骨
甚
ダ痛
メ
リ。
医
ノ曰
、
創 キ
ズ雖
二 已
ニ
ト一 、
矢
鏃
ノ
毒
遺
ルレ 骨
ニ。
当
サ
ニ
ト
二 破
テレ 臂
ヲ去
ル一レ 毒
ヲ。
関
羽
即
チ伸
テレ 臂
ヲ而
劈 ツン
サ
キ、
開
テレ 骨
ヲ令
ムレ 削
ラ。
其
ノ
間
対
シ
テ
レ
客
ニ言
笑
。
殆
ン
ド自
若
タ
リ
ト矣
。
如
ハ二 本
邦
尊
願
法
師
ノ一 、
年
已
ニ八
旬
、
攸
ノ心
切
ニ
シ
テ
身 ミ
刺
シ二 腹
肚
ヲ一 、
去
リレ 腸
ヲ断
テレ 胆
ヲ不
ル
コ
ト
レ
死
セ五
旬
余
日
。
一
室
ノ人
モ初
メ久
ク不
トレ 知
ラレ 之
ヲ。
如
ノレ 此
ノ
勇
悍
ノ之
類
、
世
ニ所
ナ
リ
二
罕
ニ有
ル一 。
法
師
ノ所
為
不
レ 足
ラレ 為
ル
ニ
レ
疑
ト。
如
キ
ハ
二
常
坐
不
臥
冬
夏
一
衣
水
茹
徒
跣
等
ノ一 、
皆
ナ頭
陀
ノ之
跡
ナ
リ也
。
仏
世
ニ大
葉
専
ラ行
ス二 頭
陀
ヲ一 。
年
老
テ不
レ 捨
テ。
世
尊
為
メ
ニ分
テレ 座
ヲ与
ヘ
テ
二
葉
ニ一 曰
、
有
レ
バ
二
頭
陀
ノ行
一 我
法 ガ
則
チ存
ズ
ト。
竜
樹
ノ曰
、
十
二
頭
陀
ヲ不
レ
ド
モ
二
」
上
序
論
03オ
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名
テ
為
一レ
戒
ト
。
能
ク
行
ズ
レ
ハ
則
チ
戒
ヲ
荘
厳
ス
。
不
レ
ト
モ
レ
能
ハレ
行
ズ
ル
コ
ト
不
レ
犯
レ
戒
ヲ
。
譬
バ
如
シ
ト
下
布
施
ノ
能
ク
行
ズ
レ
バ
則
得
レ 福
ヲ、
不
レ
能
レ
行
ズ
ル
コ
ト
者
モ
無
キ
ガ
上
レ
罪
。
蓋
シ
為
ニ下
美
ニ
シ
二
其
ノ
衣
食
ヲ一
、
惰
テ二
其
ノ
四
肢
ヲ一
不
レ
知
ラ二
慚
愧
ヲ一
者

上
、
所
三
以
ノ為
ス二
誡
ヲ一 者
亦
不
レ 少
ラ。
故
ニ聞
ク二 法
師
ノ之
風
ヲ一 者
ハ頑
夫
モ廉
ニ懦 ダ
夫
モ有
リレ 立
コ
ト
レ
志
ヲ。
夫
レ兼
金
清
玉
ハ
者
在
テ
モ
レ
萃
ニ
而
貴
ビレ
之
ヲ
、
在
テ
モ
レ
夷
ニ
而
宝
ト
ス
レ
之
。
何
レ
ニ
之
ク
ト
シ
テ
カ
不
ン
ヤ
ト
レ
用
ヒ
哉
。
此
レ
法
師
ノ
之
謂
ナ
リ也
。
冀
ク
ハ
可
畏
ノ君
子
採
テ為
ン
コ
ト
ヲ
二
僧
史
忍
行
伝
ノ之
冠
首
ト一 。
今
筆
シ
テ
二
一
時
ノ議
論
ヲ一 、
以
テ為
二 之
ガ序
ト一 。
享
保
十
九
年
竜
舎
甲
寅
七
月
上
澣
洛
東
獅
子
谷
白
蓮
社
沙
門
鶴
宝
洲
槃
譚

印
（
白
蓮
社
）
印
（
宝
洲
）
」
上
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待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
序
原
ヌ
ル
ニ夫
レ於
テ二 願
生
西
方
ノ機
類
ニ一 、
古
徳
姑
ク分
ツ二 其
ノ四
種
ヲ一 。
一
ニ
ハ上
々
ノ機
、
厭
欣
ノ心
頻
リ
ニ
シ
テ
不
レ
待
二
報
命
ノ
尽
ル
ヲ
一
、
忽
ニ
捐
ツ二
身
命
ヲ一
。
如
キ二 『
新
修
伝
』
ニ
云
カ一
、
或
ハ
投
二
身
ヲ
高
嶺
ニ一
、
或
ハ
委 ス
テ
二
命
ヲ
深
泉
ニ一
、
或
ハ
自 ミ
堕
チ二
高
枝
ヨ
リ
一
、
或
ハ
焚
テレ
身
ヲ
供
養
ス
ル
者
、
略

聞
ク
ニ
二
四
遠
ヲ一
向
ナ
ン

ト
ス
二
百
余
人
ニ一
是
ナ
リ
也
。
二
ニ
ハ者
上
機
、
欣
ノ心
雖
レ 深
シ
ト而
モ不
レ 憂
ヘレ 生
ヲ、
亦
不
レ 悲
マレ 死
ヲ、
唯
ダ畢
命
ヲ為
シ
テ
レ
期
ト念
仏
往
生
ス。
三
ニ
ハ者
中
機
、
随
分
ニ雖
レ 有
ト二
欣
ノ心
一 、
忽
チ聞
テレ 死
ヲ而
一
念
生
ズ二 怖
心
ヲ一 。
此
レ依
ル二 無
始
ノ慣
習
ニ一 。
然
レ
ド
モ省
テ二 道
理
ヲ一 後
、
不
シ
テ
二
更
ニ驚
カ一 、
住
ス二 必
死
ノ念
ニ一 。
四
ニ
ハ者
下
機
、
雖
三
聞
テレ 理
ヲ発
ス
ト
二
欣
ノ心
ヲ一 、
猶
シ如
シレ 画
ガレ 水
ニ。
噫 ア
ヽ、
如
何
ン
シ
テ
カ是
レ
ン
ト
二
死
路
ヲ一 。
苟
モ生
ズ二 鄙
心
ヲ一 。
雖
二
然
モ
嘆
情
ス
ト
一
、
竟
ニ非
レ 可
キ
ニ
レ
逃
ル。
故
ニ強
テ願
ジ
テ
二
往
生
ヲ一 念
仏
ス。
此
ノ人
病
ヒ重
ク死
至
ル時
、
仏
力
加
」
上
序
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祐
シ
テ娑
婆
ノ執
、
漸
ク忘
レ、
浄
土
ノ願
、

起
テ、
終
ニ正
念
ニ往
生
ス。
如
ノレ 此
ノ諸
機
、
不
レ 能
二
具
サ
ニ述
ル
コ
ト
一
。
就
テレ 中
ニ其
ノ上
々
ノ機
ハ者
、
如
シ二 善
導
ノ云
ガ一 。
一
心
ニ唯
ダ信
ジ
テ
二
仏
語
ヲ一 不
レ 顧
ミ二 身
命
ヲ一 、
決
定
シ
テ依
行
ス。
是
ヲ名
ト二 真
ノ仏
弟
子
ト一 。
待
定
法
師
ハ其
ノ所
謂
ル上
々
ノ機
ナ
リ也
。
法
師
託
シ二 生
ヲ於
羽
州
村
山
郡
ニ一 、
三
十
三
歳
ニ
シ
テ捨
テ
ヽ
レ
家
ヲ
世
シ、
暫
ク優
婆
塞
ノ身
ニ
シ
テ而
修
二 歴
ス
ル
コ
ト処
々
ノ名
山
絶
嶽
ニ一 有
リレ 年
。
性
最
モ堪
タ
リ
二
苦
行
ニ一 。
艸
衣
木
食
不
レ 厭
ハ二 氷
霜
ヲ一 。
夏
時
ニ
ハ露
形
ニ
シ
テ以
テ施
シ二 蚊
蚋
ニ一 、
備
サ
ニ嘗
ム二 艱
辛
ヲ一 。
本
ヨ
リ帰
シ二 弥
陀
仏
ニ一 、
常
ニ一
心
ニ念
仏
ス。
修
二
励
ス
ル
ノ越
ノ中
州
立
山
ニ一 之
日
、
聞
テ三 聖
僧
ノ告
ヲ二 祝
髪
ノ之
事
ヲ一 、
径 タヾ
チ
ニ還
リ二 故
国
ニ一 、
投
ジ
テ
二
山
形
ノ
府
、
瑞
峰
和
尚
ニ一 、
薙
染
シ
テ名
ク二 禅
峯
待
定
ト一 。
時
年
三
十
七
歳
。
和
尚
見
テ二 法
師
ノ
器
宇
爽
抜
ナ
ル
ヲ
一
、
授
ル
ニ以
テ
ス
二
教
外
別
伝
ノ之
旨
ヲ一 。
法
師
欣
然
ト
シ
テ奉
ジ
テ
レ
教
ヲ、
只
管
打
坐
道
」
上
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骨
匪
ズレ 凡
ニ。
遂
ニ辞
シ
テ
二
瑞
峯
ヲ一 、
卓
二 庵
ヲ於
用
村
ニ一 。
掩
関
独
坐
、
脇
不
レ 著
ケレ 席
ニ。
三
日
ニ一
タ
ビ
シ、
五
日
ニ一
タ
ビ食
ス。
法
師
未
ダ在
リ
シ
レ
家
ニ時
、
嘗
テ聴
テ三 無
能
運
公
ノ講
ス
ル
ヲ
二
選
択
念
仏
集
ヲ一 、
深
ク領
ス二 念
仏
往
生
ノ之
旨
ヲ一 。
能
公
ジ
テ
二
其
ノ深
詣
ヲ一 、
以
テ器
許
ス焉
。
故
ニ雖
三 一
旦
参
ス
ト
二
曹
洞
ノ之
禅
ニ一 、
而
法
師
ノ本
意
偏
ニ在
リ二 念
仏
ニ一 。
因
テ禁
二 断
シ不
急
ノ之
言
事
ヲ一 、
日
課
仏
号
十
有
五
万
、
昼
夜
孜
々
ト
シ
テ以
テ換
フ二 難
則
ノ参
禅
ニ一 。
或
ハ立
テ二 高
樹
上
ニ一 、
合
掌
念
仏
シ
テ侍
チレ 月
ヲ。
或
ハ浸
シ
テ
二
身
ヲ於
凍
河
ニ一 励
声
ニ念
仏
シ
テ不
ル
コ
ト
レ
出
七
昼
夜
。
如
レ 是
ノ等
ノ苦
修
具
ニ如
シレ 係
ル
ガ
二
本
伝
ニ一 。
或
ル時
、
法
師
窃
カ
ニ念
言
ス
ラ
ク、
吾
レ雖
レ 有
ト二 区
区
タ
ル度
生
之
心
一 、
奈
何
セ
ン澆
末
ノ衆
機
、
順
化
ノ者
ハ少
ク、
違
拒
ノ者
ハ多
シ。
不
ジレ 如
カ断
食
往
生
期
セ
ン
ニ
ハ
二
広
度
ヲ於
還
来
ノ之
時
ニ一 。
因
テ聞
テ二 州
ノ亀
ガ岡
文
殊
ノ嶽
ノ之
霊
勝
ヲ一 、
上
テ而
勤
励
ス
ル
コ
ト七
昼
夜
ナ
リ。
」
上
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当
テ二 第
三
日
ニ一 、
空
中
ニ有
テレ 声
数 シバ
告
テレ 定
ニ云
、
建
二 立
セ
ヨ
ト鐘
楼
ヲ一 。
定
感
ジ
テ
二
霊
告
ヲ一 、
以
為
ラ
ク山
神
托
ス
ル
ニ
レ
吾
ニ以
テ
ス
二
大
事
ヲ一 。
非
ジ
ト
二
是
レ
ヲ少
縁
ヲ
ボ
ロ
ゲ
ニ
一 。
自
リレ 爾
シ留
テ二 断
命
ヲ一 、
発
ス二 建
立
ノ志
願
ヲ一 。
乃
チ
遊
二 化
シ
テ国
郡
ニ一 告
グ二 募
縁
ノ意
ヲ一 。
法
師
或
ハ行
ズ二 内
施
供
養
ヲ一 。
謂
ク頭
香
掌
香
頭
燈

掌
燈
、
或
ハ燭
ト
シ
テ
二
手
ノ十
指
ヲ一 供
ス二 十
方
仏
ニ一 。
此
レ等
ノ苦
行
、
前
後
数
ア
マ
タ
ヽ
ビ
也矣
。
此
ノ間
更
フ二 五
度
ノ涼
燠
ヲ一 。
四
方
嚮
フ
コ
ト
レ
化
ニ如
クレ 響
ノ、
財
施
蛆
ノ
如
ニ集
リ、
鐘
楼
円
備
セ
リ。
更
ニ起
シ
テ
二
一
願
ヲ一 別
ニ造
ル二
観
音
堂
ヲ。
亦
達
、
自 ヲ
至
テ不
シ
テ
レ
日
ア
ラ而
成
ス。
二
堂
ノ搆
製
、
厳
麗
極
ムレ 美
ヲ。
法
師
能
事
了
畢
テ復
タ燃
シ二 指
燈
ヲ一 、
抉
二 出
シ両
眼
ヲ一 、
割
二 截
ス
ル
コ
ト身
分
ヲ一 八
十
七
刀
。
以
テ充 ア
ツ
二 檀
度
供
養
ニ一 。
遂
ニ鑿
ツ
テ
二
松
高
ノ巌
畔
ヲ一 為
シ
テ
二
石
室
ト一 、
入
二 定
ス其
ノ中
ニ一 。
行
年
四
十
七
。
嗚
呼
、
未
ダレ 聞
二 中
世
以
来
如
レ 定
ノ之
比
ヲ一 。
可
シレ 謂
ツ、
叔
世
ノ
曇
華
、
最
上
大
行
ノ之
」
上
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人
ト也
。
故
ニ法
師
ノ在
世
寂
後
、
厥
ノ利
物
ノ之
盛
ナ
ル、
不
レ 能
二 具
サ
ニ述
ル
コ
ト
一
。
善
ク令
ム下

ノ強
剛
ヲ
シ
テ箇
々
知
リ二 甘
露
ノ之
味
ヲ一 、
夷
域
ノ暴
民
ヲ
シ
テ人
々
握
ラ中 水
清
ノ之
珠
ヲ上 。
闔
国
悉
ク念
仏
シ処
々
成
ル二 仏
国
ト一 。
如
クレ 是
ノ法
師
ノ化
功
既
ニ
ル二 奥
羽
二
州
ニ一 。
雖
レ 然
ト
カ
ニ聞
ヘ
テ
二
坂
東
ニ一 、
未
ダレ 及
バ二 京
畿
諸
州
ニ一 。
可
シ二 以
テ
惜
シ
ツ
一
。
法
師
ノ寂
後
、
集
ル二 其
ノ行
状
ヲ一 者
ノ二
三
家
、
非
ズ三 各
無
キ
ニ
二
臧
否
一 。
故
ニ予
雖
二 不
敏
也
ト
一
、
拠
テ二 星
氏
菅
野
氏
等
ノ所
レ 筆
ス
ル法
師
口
占
ノ之
説
ニ一 、
以
テ折
二 衷
シ之
ヲ一 、
勒
シ
テ為
シ二 二
巻
ト一 、
名
ク二 待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
ト一 。
法
師
一
代
ノ
之
履
歴
、
忍
行
念
仏
ノ之
言
、
以
テ蔽
フレ 之
ヲ。
所
謂
ル忍
行
ト者
、
梁
唐
宋
ノ三
伝
ニ或
ハ曰
ヒ二 忘
身
ト一 、
或
ハ曰
フ二 遺
身
ト一 。
虎
関
ノ釈
書
ニ以
為
ラ
ク、
其
ノ目
無
ト二 含
蓄
一 。
故
ニ革
テ為
二 忍
行
ト一 、
今
亦
従
テレ 之
ニ而
名
ク。
法
師
雖
レ 落
二
	ス
ト干
洞
上
ノ之
禅
ニ一 、
而
」
上
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其
ノ始
終
ノ行
期
、
偏
ニ在
リ二 念
仏
往
生
ニ一 。
遺
身
苦
行
モ全
ク回
ス二 往
生
ノ助
満
業
ニ一 。
如
シ下
彼
ノ僧
崖
紹
巌
等
ノ以
テ二 捨
身
苦
行
ヲ一 回
中 向
ス
ル
ニ西
方
ニ上 也
。
亦
為
二 念
仏
弘
通
ノ
之
方
便
ト一 。
其
ノ旨
、
具
ニ至
テ二 本
伝
ニ一 而
可
シレ 知
ヌ矣
。
甞
テ聞
ク良
忠
記
主
ノ言
ク、
若
シ其
ノ
上
機
ハ頓
ニ捨
ツ二 身
命
ヲ一 。
若
シ其
ノ劣
機
ハ不
レ 能
二 頓
ニ捨
コ
ト
一
。
纔
カ
ニ生
ジ
テ
二
意
楽
ヲ一 、
臨
テ二 命
終
ノ時
ニ一
一
向
ニ不
レ
ト
レ
顧
二 身
命
財
ヲ一 也
。
此
レ見
テレ 賢
ヲ思
ノレ 斉
ン
ト之
徳
ナ
リ也
。
冀
ク
ハ法
師
希
世
ノ
高
蹤
流
ヘ二 之
ヲ四
遠
ニ一 、
永
ク垂
テ二 将
来
ニ一 、
以
テ不
ン
ト
二
埋
没
一 云
コ
ト爾
リ。
享
保
十
八
己
丑
年
孟
冬
下
浣
東
奥
信
夫
郡
文
字
ノ邑
沙
門
泉
江
岸
敬
テ書
ス二 干
小
白
山
ノ之
精
舎
ニ一
」
上
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上
巻
略
目
録
〇
待
定
生
縁
の
事
初
丁
〇
無
能
和
尚
教
化
の
事
初
丁
〇
地
蔵
の
石
像
を
見
て
大
菩
提
心
を
起
す
事
二
丁
〇
大
菩
提
心
功
徳
の
事
三
丁
〇
老
母
妻
子
に
生
別
の
事
五
丁
〇
西
行
発
心
の
因
縁
七
丁
〇
羽
黒
山
苦
行
の
事
九
丁
〇
権
現
、
福
俵
を
あ
た
へ
給
ふ
事
十
丁
〇
羽
黒
稲
荷
は
五
穀
成
就
の
神
成
る事
十
二
〇
月 ぐは
つ山
湯
殿
山
苦
行
の
事
十
三
丁
〇
妻
子
尋
ね
来
り
し
事
十
四
丁
〇
苅 か
る萱 か
や発
心
の
因
縁
十
五
丁
〇
文
殊
が
滝
苦
行
の
事
十
六
丁
〇
苦
行
の
意
地
問
答
の
事
十
八
丁
〇
諸
山
に
て
苦
行
、
種
々
妖
怪
の
事
十
九
丁
〇
魔
事
対
治
の
法
廿
丁
〇
妖
怪
の
類
、
鏡
を
恐
る
ゝ
事
廿
丁
〇
立
山
に
て
地
獄
現
ぜ
し
事
廿
一
丁
〇
悪
魔
地
獄
を
現
じ
、
大
心
を
退
せ
し
む
廿
二
〇
天
に
鏡
林
鏡
壁
あ
り
て
諸
天
の
い
ま
し
め
と
な
す
事
廿
三
丁
〇
神
の
呵 し
かり
を
受
る
は
却
て
善
な
る
事
廿
三
丁
〇
剃
髪
出
家
の
本
意
を
論
ず
る
事
廿
三
丁
〇
根 こ
んを
断 た
つの
論
廿
五
丁
」
上
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〇
剃
染
受
戒
を
遂
ら
れ
し
事
廿
六
丁
〇
心
地
修
行
の
事
廿
九
丁
〇
日
課
多
少
の
論
三
十
一
丁
〇
平
生
身
の
威
儀
の
次
第
三
十
三
丁
〇
抹
香
を
食
し
蚊
帳
等
を
用
ひ
ざ
る
事
三
十
三
丁
〇
他
行
の
時
の
用
意
三
十
五
丁
〇
畜
類
に
食
を
施
す
事
三
十
五
丁
〇
身
中
の
尸 し
虫
を
養
ふ
事
三
十
六
丁
〇
十
斎
日
放
生
の
事
三
十
六
丁
〇
毎
月
の
布

仏
祖
の
忌
辰
苦
行
の
事
三
十
七
丁
〇
三
十
日
に
配
す
る
仏
号
本
説
三
十
七
丁
〇
外
道
と
仏
法
と
の
苦
行
の
論
三
十
七
丁
〇
月
待
の
苦
行
の
事
三
十
八
丁
〇
身
を
蚊
虻
に
施
す
事
三
十
八
丁
〇
病
人
加
持
の
事
三
十
九
丁
〇
癩
病
疱
瘡
の
膿
血
を
吸
事
三
十
九
丁
〇
毎
年
寒
七
日
川
行
の
事
四
十
丁
〇
文
覚
上
人
苦
行
の
事
四
十
一
丁
」
上
目
録
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待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
巻
上
奥
陽
信
夫
曹
洞
下
月
泉
集
洛
東
獅
谷
宝
洲
校
閲
並
評
法
師
待
定
た
い
ぢ
や
う諱 い
み
なは
禅
峯
、
俗
姓
は
東
海
林
せ
う
じ
氏
、
出
羽
で
は
の国
村
山
郡
蔵
増
く
ら
ま
す村
の
産
な
り
。
賦 ふ
性 せ
い柔
順
に
う
じ
ゆ
んに
し
て
、
操 さ
う履 り
淳 じゆ
ん朴 は
く
（
あ
つ
く
す
な
ほ
） な
り
。
弱 じ
や
く
冠 く
は
んの
年
父
に
お
く
れ
、
母
に
つ
か
へ
て
家
名
か
め
いを
相
続
し
、
尤
至 し
い
孝 か
うの
聞 き
こ
えあ
り
。
慈 じ
仁 に
ん物
を
あ
は
れ
み
、
礼
譲
れ
い
じ
や
うを
以
て
人
に
ま
じ
は
る
。
曽 か
つて
庠
序
し
や
う
じ
よの
門 も
んに
遊
ば
ず
と
い
へ
ど
も
、
言
行
げ
ん
か
うを
の
づ
か
ら
道
に
叶
へ
り
。
故
に
郷
党
き
や
う
と
うの
人
以
て
則 の
つ
とる
に
足 た
れ
り
。
定
在
俗
ざ
い
ぞ
く
の
昔
よ
り
葷
腥
ぐ
ん
せ
いを
嗜 た
し
まず
、
羽 う
鱗 り
ん
（
と
り
う
を
） を
害 が
いせ
ず
、
事
に
ふ
れ
て
世
の
」
上
01オ
―33―
常
な
き
事
を
観
じ
、
生
死
一
大
事
を
な
げ
く
心
い
と
深
し
。
こ
の
故
に
家
業
か
げ
ふの
暇 い
と
まに
は
、
神 し
ん祠 し
仏
寺
に
拝
詣
は
い
け
いし
、
知
識
高
人
の
門
に
周
旋
し
う
せ
んす
。
其
比
、
奥
州
伊
達
だ
て
の郡
の
隠
士
学
運
無
能
和
尚
一
時
の
英
哲
な
り
。
別
に
『
行
業
記
』
二
巻
久
し
く
世
に
流
行
す
。
法
化
奥
羽
お
ふ
う
二
州
に
あ
ま
ね
く
。
延 ひ
いて
諸
州
に
及
へ
り
。
浄
宗
此
国
村
山
郡
谷 や
地 ち
の
誓
願
寺
に
来
て
『
選
択
集
』
を
講
ぜ
ら
る
。
定
そ
の
講 こ
う筵 ゑ
んに
臨 の
ぞみ
、
日
々
聴 ち
や
う采
さ
いし
て
夙 し
く種 し
ゆ頓
に
発 は
つし
、
浄
土
の
法
門
に
於
て
大
信
を
生
じ
、
集 し
うの
一
部
始
終
殆 ほと
ん
ど通
暁 げ
うせ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
能
公
、
一
日
、
定
を
入
室
に
つ
し
つせ
し
め
て
、『
選
択
』
の
要
義
を
試
問
し
も
んせ
ら
る
ゝ
に
、
其
領
会
の
旨
、
穏 を
ん当 た
うに
し
て
祖
宗
そ
し
うの
正
統 た
うに
契 か
なへ
り
。
能
公
、
そ
の
法
器
は
ふ
き
を
嘆 た
んじ
て
、
宗
門
の
秘
訣
ひ
け
つを
授
け
ら
れ
た
り
。
定
」
上
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歓
喜
信
受
し
、
即
日
そ
く
じ
つに
剃 て
い度 ど
し
給
は
ん
事
を
こ
ふ
。
能
公
の
曰
、
「
汝
は
大
家
の
主
と
し
て
母
堂
ぼ
だ
うあ
り
。
妻
子
あ
り
。
今
出
家
せ
ん
と
欲 ほ
つせ
ば
、
世
儀
に
も
背
き
、
恐
ら
く
は
障
碍
し
や
う
げま
た
少
か
ら
じ
。
発
心
門
に
堅
固
な
ら
ば
、
他
日
縁 ゑ
ん熟 じ
ゆ
くの
時
あ
る
べ
し
」
と
。
剃
髪
の
事
許 き
よ
容 よ
うし
給
は
ず
。
定
所
願
を
成
ぜ
ざ
る
こ
と
を
ふ
か
く
嘆 な
げき
し
か
ば
、
和
尚
曰
、「
出
離
の
要
道
、
秘
璽
ひ
じ
を
以
て
既
に
面
授
し
、
師
資
の
際
遇
さ
い
ぐ
う、
こ
ゝ
に
足
れ
り
。
因
縁
純
熟
じ
ゆ
ん
じ
ゆ
くの
時
、
い
づ
れ
の
宗
に
て
も
剃
度
て
い
ど
し
、
但 た
ゞ、
真
実
に
念
仏
せ
ば
、
常
に
わ
が
膝
下
し
つ
か
に
あ
る
に
異 こ
とな
ら
じ
」
と
、
教
諭
け
う
ゆ
せ
ら
れ
し
か
ば
、
剃
髪
の
事
い
よ

お
も
ひ
留 と
ゞ
まり
て
、
更
に
日
課
念
仏
三
万
称
を
誓
約
せ
い
や
くし
、
在
家
な
が
ら
」
上
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一
向
専
修
の
行
者
な
り
き
。
〇
定
明
師
め
い
し
の
許
可
こ
か
を
得
て
安
心
決
定
の
後
は
、
上
求 ぐ
下
化 け
の
心
い
よ

進 す
ゝみ
、
厭
穢
ゑ
ん
ゑ
欣 ご
ん浄 じ
や
うの
念
さ
ら
に
頻 し
き
りな
り
。
身
は
塵
寰
ぢ
ん
く
は
んに
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
心
は
雲
山
う
ん
ざ
んに
居
す
る
が
ご
と
し
。
然
る
に
衆
生
の
発
心
得
悟
の
因
縁
、
種
々
同
じ
か
ら
ず
。
か
の
縁
覚
の
聖
人
は
、
飛 ひ
花 く
は落
葉
ら
く
え
うを
見
て
、
道
果
を
証
し
、
古
人
こ
じ
んは
或
は
桃
の
夭
々
よ
う
よ
う
た
る
を
見
て
心
地
し
ん
ぢ
を
悟
り
、
或
は
水
声
す
い
せ
いの
潺
々
せ
ん
せ
んた
る
を
聞
て
玄 げ
ん旨 し
を
了 れ
うず
。
経
に
曰
、「
仏 ぶ
つ種 し
ゆは
縁
よ
り
起 お
こる
」
と
。
こ
の
謂 い
ひな
る
べ
し
。
定
或
時
要
用
よ
う
の
事
あ
り
て
、
遠
く
一
族 ぞ
くの
方
へ
尋
ね
行
し
に
、
中
途
ち
う
と
に
し
て
に
は
か
に
時
雨
し
ぐ
れ
に
へ
り
。
幸
、
路
傍
ろ
ば
うに
寺
」
上
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あ
り
。
走 は
しり
よ
り
て
門
に
入
り
、
柱
石
ち
う
せ
きに
腰
う
ち
掛
て
晴
間
は
れ
ま
を
ま
つ
に
、
雨
し
き
り
に
し
て
止
ず
。
遥
に
庭 て
い際 さ
いを
見
れ
ば
、
石
の
地
蔵
尊
巍
然
ぎ
ぜ
んと
し
て
立
給
へ
り
。
雨
露
う
ろ
を
遮 さ
へ
ぎる
庇 お
ほ
ひも
な
く
、
尊
像
し
と
ゞ
に
ぬ
れ
て
、
い
と
わ
び
し
く
見
え
給
へ
り
。
定
此
体 て
い
を
見
奉
り
て
低
頭
て
い
づ
合
掌
し
、
つ
ら

観
念
す
ら
く
、「
貴
む
べ
し


さ
つ
た
の
悲
願
。
わ
れ
聞
く
、『
菩
も
百
千
劫
波
ご
ふ
は
の
い
に
し
へ
は
、
五
障
三
従
の
女
身
に
て
ま
し
ま
せ
し
に
、
忝
く
も
悲
母
の
獄
苦
を
救 す
くは
ん
た
め
、
菩
の
大
願
を
発
し
、
六
度
万
行
を
修
し
、
久
遠
劫
く
を
ん
ご
ふよ
り
こ
の
か
た
、
未
来
み
ら
い際 ざ
いを
期 ご
し
て
、
六
趣
四
生
の
身
を
現
じ
、
随
類
摂
化
せ
つ
け
し
給
へ
り
』。
我
こ
れ
を
」
上
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先
師
に
聞
け
り
。『
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
身
命
を
惜 お
しむ
こ
と
な
か
れ
』
と
。
又
、『
自
身
得
楽
の
為
に
浄
土
を
求
る
事
な
か
れ
。
夫 そ
れ菩
提
心
と
は
、
願
作
ぐ
は
ん
さ仏
の
心
な
り
。
願
作
仏
の
心
と
は
、
こ
れ
度
衆
生
の
心
な
り
』
と
。
わ
れ
此
言 こ
とふ
か
く
耳
底
に
て
い
に
留
む
。
誠
に
大
菩
提
心
と
は
、
一
切
衆
生
を
一
子
の
如
く
憐 あは
れ
みて
、
苦
を
抜 ぬ
き、
楽 ら
くを
与 あ
た
ふる
な
り
。
地
蔵
尊
も
安
養
あ
ん
や
う
の
聖
衆
に
列 つ
ら
なり
給
へ
ど
も
、
正
し
く
無
仏
世
界
の
能
化
と
し
て
、
大
悲
代
受
だ
い
じ
ゆ苦 く
の
誓
ひ
あ
り
。


さ
つ
た
も
本
は
凡
夫
な
り
。
わ
れ
亦
志
願
し
ぐ
は
んを
発 お
こし
な
ば
、
何
ぞ
未
来
世
の
地
蔵
尊
と
な
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
。
忽
ち
大
心
を
奮 ふ
ん起
し
、
か
の
」
上
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地
蔵
尊
に
向
ひ
合
掌
し
て
此
願
言
を
な
さ
く
、「
敬
テ白
ス、
我
レ
今
マ以
テ二 此
ノ身
心
ヲ一 、
奉
ルレ 投
二 捨
シ于
地
蔵
願
王
ノ之
大
悲
海
ニ一 。
伏
シ
テ願
ク
バ
生
々
世
々
如
ク二 地
蔵
尊
ノ一 、
於
テ二 無
辺
ノ世
界
ニ一 、
現
ジ二 衆
生
随
類
ノ之
身
ヲ一 、
一
々
ノ之
身
、
一
々
ノ之
行
、
能
ク
合 カナ
フ
テ
二 法
界
ニ一 、
尽
シ
テ
二
未
来
際
ヲ一 、
永
ク成
リ二
大
悲
闡
提
セ
ン
ダ
イ
ノ之
人
ト一 、
度
シ二 尽
シ一
切
衆
生
ヲ一 、
而
シ
テ後
チ地
蔵
菩
ト与
レ 我
時
ニ取
ン
ト
二
正
覚
ヲ一 矣
」。
か
く
心 し
ん口 く
に
発
願
し
て
、
す
な
は
ち
名
号
を
称
る
事
千
有 ゆ
う余
遍
す
。
此
間
数
刻
す
こ
くを
移 う
つし
け
る
程
に
、
風
や
み
雨
晴
て
一
天
洗 あ
らふ
が
如
し
。
日
も
既 す
でに
斜 な
ゝ
めな
れ
ば
寺
を
出
て
家
路
に
帰
り
に
け
る
。
評
に
曰
、
定
行
者
た
ま

石
像
し
や
く
ぞ
うの
雨
濯
う
た
くに
感
じ
て
頓
に
大
心
を
発
」
上
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さ
れ
し
も
、
年
比
と
し
こ
ろ日
比
、
信
修
深
か
り
し
効 し
る
しな
る
べ
し
。
吉
水
大
師
の
宣 の
た
まは
く
、
「
受 じ
ゆ教 け
うと
発
心
と
は
各
別
な
る
故
に
、
習
学
す
る
に
は
発
心
せ
ざ
れ
ど
も
、
境
界
の
縁
を
見
て
信
心
を
起
す
な
り
」
と
。
禅
林
ノ観
師
ノ曰
、「
欲
セ
バ
レ
生
ゼ
ン
ト
二
浄
土
ニ一
必
ズ発
ス
ベ
シ
二
道
心
ヲ一 。
人
非
ズ二 木
石
ニ一
（
イ
ハ
キ
） 。
好
メ
バ自
ラ発
心
ス
ト」。
又
曰
、「
抑
一
華
開
ケ
ヌ
レ
バ者
、
天
下
皆
春
ナ
リ。
一
タ
ビ発
心
ス
レ
バ者
、
法
界
悉
ク道
ナ
リ。
身
ハ雖
二 人
身
ナ
リ
ト
一
心
ハ同
ジ二 仏
心
ニ一 」
と
。
天
親
の
『
発
菩
提
心
論
』
ノ上
に
発
心
の
功
徳
を
説
て
曰
、「
如
キ二 諸
ノ菩
ノ最
初
発
心
下
劣
ノ一
念
ノ一 、
福
徳
、
果
報
、
百
千
万
劫
ニ
モ説
キ不
レ 能
ハレ 尽
ス
コ
ト。
况
ヤ復
タ一
日
、
一
月
、
一
歳
、
乃
至
百
歳
マ
デ所
ノレ 習
フ諸
心
、
福
徳
果
報
、
豈
可
ン
ヤ
ト
二
説
キ尽
ス一 」。
今
定
、
道
人
の
「


さ
つ
た
も
本
は
凡
夫
な
り
」
と
い
へ
る
事
、
こ
れ
亦
暗
に
論
文
に
叶
へ
り
。『
菩
提
心
論
』
の
上
に
、
諸
仏
を
思
惟
し
ゆ
い
し
て
菩
提
心
を
発
す
に
五
事 じ
あ
る
事
を
明
す
。
其
中
に
曰
、「
一
ニ
ハ者
、
思
二 惟
ス
ル
ニ十
方
過
去

」
上
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未
来
現
在
ノ諸
仏
ヲ一 、
初
始
ハ
ジ
メ
ノ発
心
ニ具
ス
ル
コ
ト
二
煩
悩
ノ性
ヲ一 、
亦
如
ナ
レ
ド
モ
二
我
ガ今
ノ一 、
終
ニ成
ジ
テ
二
正
覚
ヲ一
為
ル二 無
上
尊
ト一 。
以
テ二 此
ノ縁
ヲ一 、
故
ニ発
ス
ト
二
菩
提
心
ヲ一 」
云
云
。
〇
定
す
で
に
無
上
道
心
を
発
起
し
、
深
く
在
俗
の
家
業
か
げ
ふを

い
とひ
、
捨
家
棄
欲
し
や
け
き
よ
くの
念 お
も
ひこ
ゝ
に
切 せ
ちな
り
。
し
か
れ
ど
も
老
母
あ
り
。
妻
女
あ
り
。
嫡
子
わ
づ
か
に
五
歳
。
次
子
三
歳
な
り
し
か
ば
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
と
百
慮 り
よ千
思 し
を
め
ぐ
ら
し
け
れ
ど
も
、
扨
し
も
や
む
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
老
母
一
族 ぞ
く等
を
集
め
、
泣 な
く

世
と
ん
せ
い修
行
の
心
願
を
述 の
べら
れ
け
る
。「
夫 そ
れ釈
大
聖
は
、
浄
飯 ぼ
ん大
王
の
太
子
た
い
し
に
て
ま
し
ま
せ
し
か
ど
も
、
妻
子
珍
宝
王
位
を
捨
て
、
檀 た
ん特 ど
く山 せ
んに
入
て
道
を
学
び
給
へ
り
。
只
釈
尊
の
み
に
あ
ら
ず
。
三
世
の
諸
仏
い
づ
れ
」
上
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も
最
初
さ
い
し
よ発
心
は
、
皆
し
か
り
と
な
ん
。
三
界
の
中
に
流
転
す
る
事
は
、
恩
愛
を
断
ず
る
事
あ
た
は
ざ
れ
ば
な
り
。
わ
れ
今
お
ほ
け
な
く
も
、
釈
如
来
の
御
跡
を
学
び
、
世
出
家
し
、
仏
道
を
修
し
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
を
得
ん
時
、
父
母
親 し
ん
族 ぞ
くを
は
じ
め
、
一
切
衆
生
を
こ
と

゛
く
済
度
せ
ば
、
こ
れ
一
且 た
ん
恩
に
背
く
に
似
た
れ
ど
も
、
真
実
に
は
永
き
報
恩
と
成
べ
し
。
わ
が
本
意
全
く
自
身
の
苦
を
れ
ん
為
に
、
家
を
捨
る
に
あ
ら
ず
。
わ
れ
世
の
後
は
財
産
ざ
い
さ
ん
園 を
ん林 り
ん
田
宅
で
ん
た
くに
い
た
る
ま
で
、
一
族
相 あ
いよ
り
よ
ろ
し
く
は
か
ら
ひ
、
老
母
妻
子
の
奉 ほ
う養 や
うに
備 そ
なへ
給
ふ
べ
し
。
わ
が
身
は
既 す
でに
早
世
さ
う
せ
いし
、
今
は
此
世
に
な
き
者
と
」
上
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お
も
ひ
な
し
、
是
非
ぜ
ひ
に
所
願
を
許 ゆ
るし
給
へ
」
と
。
理
を
尽 つ
くし
て
申
さ
れ
し
か
ば
、
皆
々
は
じ
め
は
愕
然
が
く
ぜ
ん
（
お
ど
ろ
く
） と
し
て
言
葉
こ
と
ば
な
し
。
良 や
ゝあ
り
て
老
母
色
を
変 へ
んじ
申
さ
れ
し
は
、「
わ
れ
今
、
年
老 お
ひた
り
。
た
と
ひ
世
す
と
も
、
嫡
子
が
成 せ
い長
を
待
て
後
、
い
か
や
う
と
も
汝
が
心
に
ま
か
す
べ
し
」
と
。
妻
女
は
二
子 し
の
い
は
け
な
き
を
膝 ひ
ざの
ほ
と
り
に
ち
か
づ
け
、
た
ゞ
涙
に
む
せ
び
て
ぞ
有
け
る
。
一
族
の
諸
人
も
、
各
と
り

゛
に
世
の
事
い
さ
め
止 と
ゞめ
け
る
。
定
も
さ
す
が
恩
愛
の
情 な
さ
け
せ
き
来 く
る
滝 た
きの
ご
と
し
。
然
れ
ど
も
心
中
に
つ
よ
く
抑 お
し
留
め
、
上
来
の
心
願
か
た
く
変 へ
んぜ
ざ
り
し
か
ば
、
母
堂
ぼ
だ
うを
は
じ
め
、
皆
々
今
は
い
か
に
も
其
志
の
奪 う
ばふ
べ
か
ら
ざ
る
を
見
て
、
世
の
」
上
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事
泣 な
く々 な
く承 し
や
う諾
だ
くせ
ら
る
。
定
こ
ゝ
に
於
て
、
年
来
の
大
願
、
心
の
ご
と
く
成
就
し
て
、
頓
に
重
担
ぢ
う
た
ん
（
お
も
に
） を
卸 お
ろす
が
ご
と
く
、
歓
喜
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
定
か
さ
ね
て
発
心
修
行
自
他
得
脱
の
功
徳
な
ど
、
い
と
こ
ま
や
か
に
談 だ
んじ
、
老
母
親
族
し
ん
ぞ
くに
拝
謝
は
い
じ
やし
、
す
な
は
ち
仏
前
に
香
燈
を
捧 さ
ゝげ
、
静 し
づ
かに
念
仏
せ
ら
る
。
門
外
の
諸
人
も
集
り
て
同
音
に
称
念
す
。
念
仏
畢 を
はり
て
、
定
母
堂
ぼ
だ
う妻
等
に
向
ひ
、「
末
代
悪
世
の
衆
生
、
殊
に
は
五
障
百
悪
の
女
身
は
、
弥
陀
の
本
願
、
念
仏
往
生
の
外
に
は
出
離
の
法
な
し
。
只
信
心
堅
固
に
念
仏
相
続
し
、
臨
終
正
念
に
て
聖
衆
の
来
迎
に
預
り
、
極
楽
に
生
じ
給
は
ゞ
、
必
一
仏
浄
土
の
蓮
台
に
」
上
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
あ
ひ奉
ら
ん
事
久
し
き
に
あ
ら
じ
。
娑
婆
し
や
ば
に
て
し
ば
ら
く
各
一
所
相 あ
い
集 あつ
ま
るは
、
た
と
へ
ば
宿 し
ゆ
く鳥
て
う（
ね
と
り
） の
夕 ゆ
ふ
べに
ひ
と
つ
林
に
す
み
て
、
旦 あ
し
たに
は
お
の

東
西
南
北
へ
ち
り
わ
か
る
ゝ
に
異 こ
とな
ら
ず
。
永
く
不 ふ
退 た
いの
浄
土
に
生
れ
、

と
もに
一
処
に
会 え
す
る
に
は
し
か
ず
」
と
、
い
と
ね
ん
ご
ろ
に
勧 す
ゝめ
申
さ
れ
し
か
ば
、
人
々
深
く
あ
は
れ
を
催 も
よ
ほ
し
、
即
時
そ
く
じ
に
数 す
十
人
、
定
を
知
識
と
し
て
、
日
課
に
つ
く
は念
仏
を
誓 ち
かひ
、
い
づ
れ
も
但 た
ん信 し
んの
行
者
と
ぞ
成
け
る
。
か
く
て
、
定
仏
前
に
て
亦
心
中
に
誓
ひ
を
な
し
て
曰
、「
わ
れ
世
以
後
は
、
今
生
に
て
再
び
母
妻
子
親
属
等
に
対
面
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
其
外
の
心
願
ど
も
、
彼
是
か
れ
こ
れ誓
ひ
を
立
ら
れ
け
り
。
扨
人
々
」
上
07オ
―39―
に
永
き
わ
か
れ
を
告 つ
げ、
即
日
そ
の
ひ
の
夜
半
ば
か
り
に
、
人
し
れ
ず
ひ
そ
か
に
家
を
出
ら
れ
侍
る
。
時
に
享
保
四
年
己
亥
仲
春
。
定
年 と
し三
十
三
な
り
。
評
に
曰
、
定
の
発
心
の
お
も
む
き
、
殆 ほと
ん
ど西
行
法
師
の
跡
に
彷
彿
ほ
う
ほ
つせ
り
。
『
西
行
紀
談
』
を
按
ず
る
に
、「
西
行
法
師
初
名
二 円
位
房
ト一 。
後
ニ
生
年
廿
五
歳
改
テ名
ク二 大
宝
房
西
行
ト一 。
の
き
さ
ら
ぎ
の
こ
ろ
、
出
家
の
事
を
思
ひ
定
め
た
り
し
に
、
折
ふ
し
そ
ら
か
す
み
心
ぼ
そ
か
り
け
れ
ば
、
空
に
な
る
心
は
春
の
か
す
み
に
て
世
に
あ
ら
じ
と
も
思
ひ
た
つ
か
な
か
く
て
後
、
鳥
羽
と
ば
殿 ど
のよ
り
、
夕
に
を
よ
び
宿
所
に
か
へ
り
さ
し
い
れ
ば
、
年
比
い
と
を
し
く
お
も
ふ
娘
の
四
に
な
る
が
ふ
り
わ
け
髪
も
、
か
た
す
ぎ
ぬ
程
に
て
、
よ
に
ら
う
た
げ
な
る
有
様
に
何 な
に心
な
く
縁
に
は
し
り
出
て
、
」
上
07ウ
『
父
の
お
は
し
ま
す
う
れ
し
さ
よ
。
な
ど
や
お
そ
く
御
か
へ
り
あ
り
け
る
。
君
の
御
ゆ
る
し
な
か
り
け
る
に
や
』
な
ど
い
ひ
て
、
よ
に
い
と
け
な
き
な
で
し
こ
の
姿 す
が
たに
て
狩 か
り衣 ぎ
ぬの
袂 た
も
とに
す
が
り
け
る
を
、
た
ぐ
ひ
な
く
い
と
を
し
く
は
お
も
へ
ど
も
、
過
に
し
か
た
、
出
家
を
思
ひ
と
ま
り
し
も
、
此
娘
ゆ
へ
な
り
。
さ
れ
ば
第
六
天
の
魔
王
は
、『
一
切
衆
生
の
仏
に
な
る
事
、
を
さ
へ
ん
が
為
に
、
妻
子
と
い
ふ
き
づ
な
を
つ
げ
を
き
、
出
離
し
ゆ
つ
りの
道
を
さ
ま
た
ぐ
』
と
い
へ
り
。
こ
れ
を
し
り
な
が
ら
い
か
で
愛
著
あ
い
ぢ
や
くの
心
を
な
さ
ん
や
。
こ
れ
こ
そ
陣 ぢ
んの
ま
へ
の
敵
。
煩
悩
ぼ
ん
な
ふの
き
づ
な
を
き
る
初 は
じめ
な
り
と
思
ひ
て
、
此
娘
を
な
さ
け
な
く
縁 ゑ
んよ
り
下
へ
蹴 け
お
と
し
た
り
け
れ
ば
、
ち
い
さ
き
手
を
か
ほ
に
お
ほ
ひ
、
な
を
父
を
し
た
ひ
啼 な
きけ
れ
ば
、
こ
れ
に
つ
け
て
も
心
ぐ
る
し
く
は
お
も
へ
ど
も
、
聞
入
ぬ
様
に
て
、
内
へ
い
り
ぬ
。
」
上
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さ
れ
ど
も
、
と
ゞ
ま
る
べ
き
道
な
ら
ね
ば
、
心
づ
よ
く
思
ひ
切
て
、
み
づ
か
ら
髻 もと
ど
りを
き
り
て
持
仏
堂
に
な
げ
い
れ
、
門 か
どの
外
へ
出
け
る
が
、
さ
す
が
廿
五
年
の
間
住
馴
す
み
な
れし
宿 や
どな
れ
ば
、
只
今
ば
か
り
と
思
ふ
に
も
心
の
う
ち
か
き
く
ら
し
、
其
外
い
と
を
し
き
妻
子
の
事
、
か
た

゛
せ
ん
方
な
く
て
お
も
ひ
の
涙
は
袖
に
あ
ま
り
、
道
芝
の
露
に
も
あ
ら
そ
ふ
ば
か
り
に
覚
え
侍
り
」
と
あ
り
。
今
、
定
の
こ
ゝ
ろ
の
中
も
か
く
な
ら
ん
と
推 お
し
は
か
ら
れ
た
り
。
〇
定
既 す
でに
家
を
出
て
、
其
夜
は
わ
り
な
き
朋
友
ほ
う
ゆ
うの
許 が
り尋 た
づ
ね
行
て
、
爰
に
一
両
日
留
と
う
り
うせ
り
。
定
世
の
前
よ
り
心
に
思
忖
し
じ
ゆ
ん
（
は
か
る
）
す
ら
く
、「
わ
れ
天
性
て
ん
せ
い魯
鈍
ろ
ど
んに
し
て
、
仏
経
祖
論
そ
ろ
んを
学 ま
なぶ
べ
き
器 う
つ
はに
あ
ら
ず
。
い
は
ん
や
晩 ば
ん出
家
に
て
僧 そ
う儀 ぎ
も
調 そ
なふ
べ
か
ら
ず
。
久
」
上
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し
く
五
欲
の
境 き
や
うに
染 そ
みて
三
学
の
器 き
に
疎 う
とし
。
い
か
ん
ぞ
た
や
す
く
剃
髪
染
衣
の
身
と
な
ら
ん
。
先
た
ゞ
此
儘 ま
ゝに
て
身
心
を
精
錬
し
や
う
れ
んし
て
苦
行
念
仏
を
修
し
、
其
後
沙
門
の
姿
と
な
ら
ん
事
お
そ
か
ら
じ
」
と
、
久
し
く
優 う
婆 ば
塞 そ
くの
形
に
て
ぞ
修
行
せ
ら
れ
け
る
。
爰
に
定
思
ふ
や
う
、「
ま
こ
と
や
其
い
に
し
へ
、
羽
黒
山
は
ぐ
ろ
さ
んに
密 み
つ観 く
は
んの
聖 ひ
じ
り
あ
り
き
。
か
の
山
奥
に
一
把
茆
い
つ
は
ぼ
うを
結 む
すび
、
常
に
松
葉
し
や
う
え
うを
膳 ぜ
んと
し
て
、
千
日
の
護
摩
ご
ま
を
修
し
、
其
散 さ
ん日 じ
つに
及
び
て
食
を
断
て
命
終
し
、
以
て
仏
国
に
往
生
せ
ん
と
。
又
そ
の
苦
修
の
功
徳
を
回 え
し
て
、
六
趣
渇 か
つ乏 ぼ
くの
有
情
う
じ
や
うに
施
し
、
共
に
苦
輪
を
脱 だ
つせ
ん
と
誓
へ
り
。
人
こ
れ
を
留
め
し
か
ど
も
息 や
めず
。
遂 つ
ゐに
本
」
上
09オ
―41―
意
の
ご
と
く
、
終
焉
し
う
え
ん安
詳
あ
ん
じ
や
うに
し
て
跏
趺
か
ふ
し
て
滅 め
つを
取
れ
り
。
異 い
瑞 ず
いは
な
は
だ
多
か
り
し
と
な
ん
聞
侍
る
。
こ
の
聖 ひ
じ
りの
行
事
、
ふ
か
く
わ
が
心
念
に
叶
へ
り
。
幸
に
羽
黒
山
は
ぐ
ろ
さ
んも
程
近
し
。
急
ぎ
彼
山
に
登 の
ぼり
、
権
現
の
宝
前
に
て
念
仏
三
昧
を
修
し
、
断
食
往
生
を
遂 と
げ
、
六
通
自
在
の
身
と
成
て
、
還
来
げ
ん
ら
い穢 え
国 こ
くの
時
、
衆
生
済
度
の
本
懐
を
達
せ
ん
。
若
此
志
、
誠
に
し
て
仏
意
に
叶
は
ゞ
、
感
応
水
月
す
い
げ
つに
ひ
と
し
く
、
大
乗
の
頓 と
ん教 げ
う一
世
に
成
就
し
、
必
ず
生
身
の
仏
を
見
奉
ら
ん
。
さ
も
あ
ら
ば
設 た
とひ
こ
の
身
を
捨
ず
と
も
、
随
分
の
済
度
利
生
な
き
に
し
も
あ
ら
じ
と
、
か
く
思
ひ
め
ぐ
ら
し
て
、
か
の
朋
友
ほ
う
ゆ
うの
許 も
とを
立
出
て
、
羽
黒
山
に
ぞ
」
上
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登
り
侍
る
。
既
に
山
に
到 い
たり
て
亦
思 し
惟 ゆ
いす
ら
く
、「
わ
れ
食
を
断
て
終
を
取
ら
ん
事
は
甚
易 や
すし
。
そ
の
臨
終
正
念
を
得
る
事
は
尤
難 か
たか
る
べ
し
。
所
詮
ま
づ
別
行
を
修
し
て
臨
終
正
念
を
祈
り
、
結
願
以
後
、
山
の
絶
頂
に
登
り
、
峻 しゆ
ん巌 が
ん巨 き
よ石
の
間 あい
だに
端
坐
た
ん
ざ
し
て
素
懐
そ
く
わ
いを
遂 と
ぐ
べ
し
」
と
。
則
権
現
の
宝
前
に
籠 こ
もり
て
四
十
八
日
を
要
期
よ
う
ご
し
、
一
食
長
斎
ぢ
や
う
さ
い、
昼 ち
う夜 や
不
臥
ふ
ぐ
はに
し
て
一
心
に
念
仏
し
、
終
焉
安
庠
し
う
ゑ
ん
あ
ん
じ
や
うを
ぞ
祈
ら
れ
け
る
。
其
行
法
の
式
、
ま
づ
宝
前
に
長
跪 き
合
掌
が
つ
し
や
うし
、
偈 げ
を
唱 と
なへ
て
至
心
し
し
んに
罪
障
ざ
い
し
や
うを
懺
悔
さ
ん
げ
す
。
偈
ニ
曰
、「
無
始
已
来
ノ無
量
ノ罪
、
今
世
所
犯
ノ極
重
ノ罪
、
日
々
夜
々
ノ所
作
ノ罪
、
念
々
歩
々
ノ所
起
ノ罪
、
念
仏
ノ威
力
ヲ
以
テ皆
ナ消
滅
シ
テ、
命
終
ニ決
定
シ
テ
」
上
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生
ゼ
シ
メ
玉
ヘ
ト
二
極
楽
ニ一 。
私
ニ曰
、
此
ノ偈
ハ台
密
家
ニ所
ノレ 用
ル蔵
外
ノ『
聖
無
動
経
』
ノ末
ニ有
リレ 之
。
彼
ノ経
本
ニ
ハ曰
ヘ
リ
二
「
真
言
威
力
皆
消
滅
ト一
」
。
後
改
テ二
真
言
ノ
両
字
ヲ一
、
為
シ
テ
二
念
仏
ト一
転
用
ス
ル
カ
乎
。
舜
昌
ノ
『
述
懐
鈔
』
ニ引
テレ 之
ヲ曰
ヘ
リ
二
「『
観
仏
経
』
ノ偈
ト一 」。
フ
ル
ニ
二
扨
晨 あ
し
たに
は
荒
沢
あ
ら
さ
はの
瀧 り
う泉 せ
んに
下
り
、
三
垢 く
彼
ノ経
ヲ一 無
シ二 此
ノ文
一 。
勿
レレ 労
ス
ル
コ
ト
二
尋
討
ニ一 。
の
体
を
蕩
除
と
う
ぢ
よし
て
終
日
ひ
め
も
すに
礼
拝
し
、
夕
に
は
常
火
の
峰 ほ
う頂 て
うに
登
り
、
五
分
ご
ぶ
んの
香
を
焚
焼
ぼ
ん
せ
うし
て
終
夜
よ
も
す
が
らに
念
仏
す
。
或
は
曙 あ
けよ
り
昏 く
れに
至
る
ま
で
、
立
な
が
ら
十
万
声
の
念
仏
を
修
し
、
或
は
宵
よ
り
暁
に
及
ぶ
ま
で
、
坐
し
て
真 し
ん身 じ
ん観 く
は
んの
正
定
に
入
る
。
か
く
の
ご
と
く
修
し
去
り
行
じ
来
て
、
四
十
八
日
の
期 ご
も
程
な
く
今
宵
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
な
ご
り
に
し
も
な
り
し
か
ば
、
殊
に
心
を
摂 お
さめ
て
念
仏
し
け
る
に
、
更 か
うた
け
夜
し
づ
か
に
な
る
程
、
宝
殿
の
内
俄 に
は
かに
光
明
赫 か
く奕 や
くた
り
。
定
仰 あ
ふ
ぎて
内
陣
な
い
ぢ
んを
見
れ
ば
、
俵
粮
へ
う
ら
う数 す
十
俵
あ
り
」
上
10ウ
て
其
中
よ
り
光
明
を
発
揮
は
つ
き
せ
り
。
又
宝
殿
の
内
に
妙 た
へな
る
御
声
み
こ
ゑ
あ
つ
て
定
に
告
て
曰
、「
こ
の
福
田
ふ
く
で
んの
俵
、
今
汝
が
為
に
授 じ
ゆ与 よ
す
」
と
。
定
こ
れ
権
現
の
示
現
じ
げ
んし
給
ふ
境
界
き
や
う
が
いな
る
事
を
知
て
、
則
立
て
慎 つゝ
し
んで
問 と
ひ奉
り
て
曰
、「
俵
裏
ひ
や
う
り何 な
にの
有 あ
る所
ぞ
や
。
福
田
と
は
亦
何
の
謂 い
ひぞ
や
」
と
。
内
陣
な
い
ぢ
んに
御 み
声
あ
つ
て
応 こ
た
へて
宣 の
た
まは
く
、「
俵
中
み
な
こ
れ
精
米
せ
い
ま
いを
納
め
た
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
福
田
の
所
在
し
よ
ざ
いな
り
。
夫 そ
れ福
田
に
二
種
あ
り
。
有
相
う
さ
うと
無
相
む
さ
うと
な
り
。
そ
の
有
相
の
田 で
んに
有
漏
う
ろ
の
種
子
し
ゆ
じ
を
下 お
ろせ
ば
、
人
天
の
色 し
き身 し
んを
養 や
し
なふ
米 よ
ねを
生
ず
。
若 も
し無
相
の
福
田
に
無
漏
む
ろ
の
種
子
を
下 お
ろせ
ば
、
仏
菩
の
法 ほ
つ身 し
んを
養
ふ
米 よ
ねを
生
ず
。
袈
裟
け
さ
を
無
相
福
田
ふ
く
で
ん衣 え
と
名
く
。
そ
の
」
上
11オ
―43―
こ
ゝ
ろ
ふ
か
い
か
な
。
今
汝
に
此
福
俵
を
あ
た
ふ
。
こ
れ
を
喫 き
つし
て
寿
命
を
長
久
に
し
、
誓 ち
か
つて
人
天
の
大
福
田
と
成
べ
し
」
と
。
霊
告
れ
い
ご
うこ
ゝ
に
止 や
みて
光
明
も
ま
た
消 せ
うせ
り
。
定
未
曽
有
み
ぞ
う
う
の
お
も
ひ
を
な
し
、
立
て
再 ふた
ゝび
拝 は
いせ
ん
と
す
る
に
朗 ら
う然 ね
んと
し
て
醒 さ
めて
、
こ
れ
夢
の
境 き
や
うな
る
事
を
知
れ
り
。
茲 こ
ゝに
於
て
定
み
づ
か
ら

ゆ
め
あ
は
せし
て
曰
、「
わ
れ
既
に
こ
の
暁
に
は
宝
殿
を
辞 じ
し
、
幽 ゆ
う
遂 す
いの
霞
に
此
身
を
よ
せ
て
、
断
食
往
生
せ
ん
と
決
定
け
つ
で
う
せ
り
。
し
か
る
に
大
権
現
わ
れ
に
福 ふ
く俵 び
や
うを
さ
づ
け
、
寿
命
を
保 た
も
ち
、
人
天
の
福
田
と
な
る
べ
し
と
告 つ
げ給
ふ
は
、
こ
れ
ふ
か
く
わ
が
断
食
往
生
を
留
め
給
ふ
な
ら
め
。
其
上
袈
裟
を
無
相
福
田
」
上
11ウ
衣
と
名
く
。
そ
の
こ
ゝ
ろ
深
い
か
な
と
宣 の
た
まひ
し
は
、
わ
れ
旧 も
と出
家
度
生
の
願
ひ
あ
る
を
し
ろ
し
め
し
て
、
再 ふた
ゝび
故
郷
に
帰
り
、
剃
髪
染
衣
の
姿
と
な
る
べ
し
と
の
霊
告
れ
い
ご
うな
ら
ん
。
進 す
ゝむ
も
進
む
所
あ
り
。
退 し
り
ぞく
も
退
く
時
あ
り
。
進
退
し
ん
た
い共
に
冥
慮
み
や
う
り
よに
任
す
べ
し
」
と
。
こ
れ
よ
り
断
食
往
生
の
念
を
休 や
め
て
、
脱
白
だ
つ
は
く求
道 ぐど
うの
志
と
な
せ
り
。
す
な
は
ち
天
明
に
四
十
八
日
の
別
時
念
仏
を
普 あ
ま
ねく
法
界
の
含 が
ん
識 し
きに
回
向
し
、
更
に
心
中
の
所
願
ね
ん
ご
ろ
に
祈
求
き
ぐ
し
、
宝
前
を
辞 じ
し
て
麓 ふ
も
とに
下
ら
れ
け
り
。
評
に
曰
、
予
此
伝
を
読
て
茲 こ
ゝに
至
り
て
、
誠
に
神
霊
不
測
ふ
し
きの
示
現
疑
な
き
事
を
感
佩
か
ん
は
いす
。『
旧
記
』
を
按
ず
る
に
、「
羽
黒
は
ぐ
ろ大
権
現
は
、
す
な
は
ち
倉 う
か稲 の
」
上
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魂 みた
ま
の神
な
り
。
推
古
天
皇
元
年
に
羽 う
州
田
河
郡
羽
黒
山
に
来
現
し
給
ふ
」
と
い
へ
り
。
倉
稲
う
か
の
魂 みた
ま
の命 み
こ
と（
わ
か
む
す
ひ
の
み
こ
と
）
は
五
穀 こ
くを
守
り
給
ふ
神
な
り
。
具
に
『
日
本
紀
』
神
代
ノ巻
、
『
神
風
記
』
等
に
見
え
た
り
。
山
城
ノ国
稲
荷
い
な
り
の神
も
同
体
な
り
。『
豊 と
よ葦
原
あ
し
は
らト う
ら定 さ
だ
め
記
』
に
も
、「
倉 う
か稲 の
魂 みた
ま
の神
は
百 もゝ
の
穀 たな
つ
も
のを
播 ほど
こ
し給
ふ
故
に
名
く
。
誠
に
諸
人
哀
憐
あ
い
れ
ん
の
御
心
み
こ
ゝ
ろふ
か
く
、
蒼
生
あ
を
ひ
と
く
さの
作
ら
ん
物
は
、
草
の
片 か
た葉 は
ま
で
、
百 も
ゝの
災 わざ
は
ひを
穣 は
ら
ひ
給
ふ
」
と
あ
り
。
然
る
に
今
権
現
、
神
霊
の
本
誓
を
あ
ら
は
し
、
俵 へ
う穀 こ
くを
定
に
あ
た
へ
、
相 さ
う無
相
む
さ
う
漏
無
漏
ろ
む
ろ
の
深
理
を
穀 こ
くに
よ
せ
て
示
し
給
ふ
事
、
い
と
不
思
議
の
わ
ざ
な
り
と
感
仰
に
た
え
ず
。
夫
菩
六
度
の
修
行
も
、
前 ぜ
ん五
度
は
福
分
な
り
。
第
六
の
般
若
波
羅
密
を
離
る
ゝ
時
は
、
到 と
う彼
岸
ひ
が
んの
名
を
得 え
ず
と
い
へ
り
。
こ
れ
神
霊
、
定
優
婆
塞
が
修
行
の
心
地
し
ん
ぢ
を
諭 さ
とし
、
人
天
有
為
の
福
と
な
さ
し
め
じ
と
の
御
示
現
な
ら
ん
。
」
上
12ウ
こ
れ
亦
霊 れ
い聡 そ
うそ
の
こ
ゝ
ろ
深
い
哉
。
予
ま
た
、
た
ま

『
曹
山
三
十
六
紙録
』
を
見
る
に
曰
ク、「
曹
山
サ
ウ
ザ
ン和
尚
因
ニ慧
霞
エ
カ
参
ジ
テ問
ノ如
何
ナ
ル
カ。『
是
レ仏
袈
裟
』。
乃
至
師
ノ曰
『
従
二 無
相
福
田
衣
一 披
シ得
テ始
テ得
ナ
リ』。
霞
曰
『
従
リ二 無
相
福
田
衣
一 披
シ得
ル時
、
如
何
ナ
リ』。
師
ノ曰
『
生
下
還
テ有
リ二 一
句
子
一 』
云
云
。
師
書
シ
テ
二
米
ノ一
字
ヲ一 与 ア
タ
フレ
之
ヲ。
霞
受
テレ 之
ヲ
捧
テ曰
『
太
好
々
々
。
無
相
福
田
衣
』」
已
上
。
こ
の
曹
山
、
恵
霞
の
問
答
、
今
神
の
示
現
に
暗
に
合
せ
り
。
定
つ
ゐ
に
曹
洞
下
に
し
て
剃
度
せ
り
。
こ
れ
亦
一
奇
な
り
。
故
に
茲
に
併 あ
はせ
書
す
。
〇
定
羽
黒
山
は
ぐ
ろ
さ
んの
麓 ふ
も
と、
旧
識
き
う
し
よ
くの
家
に
至
り
、
爰
に
て
五
六
日

と
う
留 り
うす
。
定
つ
ら

思
ふ
に
、「
わ
れ
世
よ
り
こ
の
か
た
、
わ
づ
か
に
一
百
余
日
を
経 へ
た
り
。
夫 そ
れ沙
門
の
法
は
、
身
心
を
放
下
は
う
げ
し
て
無
為
寂
静
に
住
す
べ
し
。
然
る
に
わ
れ
俗
念
い
ま
だ
尽
ず
。
心
常
に
」
上
13オ
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散
乱
し
て
昏
沈
掉
挙
こ
ん
ぢ
ん
ぜ
う
く
や
む
時
な
し
。
か
ゝ
る
身
に
て
は
剃
髪
す
と
も
何 な
にの
益 ゑ
きか
あ
ら
ん
。
本
よ
り
心
ざ
す
所
専
念
せ
ん
ね
ん弥
陀
の
一
行
に
あ
り
。
先
一
両
年
も
此
山
の
巉 ざ
ん巌 が
んに
跡
を
没 ぼ
つし
、
念
々
不
捨
の
行
者
と
な
ら
ば
自
然
じ
ね
んに
識
浪
し
き
ら
う情
波
じ
や
う
はも
息 や
み
な
ん
。
し
か
う
し
て
後
、
人
寰
じ
ん
く
は
んに
出
て
剃
染
の
身
と
な
ら
ん
事
、
い
ま
だ
晩 お
そか
ら
じ
」
と
。
か
く
思
ひ
定
め
て
其
所
を
立
出
て
、
人 じ
ん跡 せ
き絶
た
る
幽
谷
ゆ
う
こ
く
に
わ
け
入
、
藤
蘿
と
う
ら
の
下 も
とを
庵
と
な
し
、
木
食
草
衣
に
て
心 し
ん
地 ぢ
を
す
ま
し
、
仏
号
を
称
る
外
他
事
な
か
り
き
。
此
間
に
同
国
月
山
ぐ
は
つ
さ
んの
嶽 だ
けに
登
り
て
断
食
念
仏
す
る
事
二
七
日
、
同
じ
く
湯 ゆ
殿 ど
の山
の
宝
前
に
て
も
二
七
日
断 だ
ん穀 こ
く称
名
せ
り
。
」
上
13ウ
〇
享
保
五
年
庚
子
長 な
か月
の
比
、
定
思
念
し
ね
んす
ら
く
、「
わ
れ
此
山
に
入
て
既
に
二
度
の
紅
葉
こ
う
え
うを
見
る
。
世
上
の
年
光
ね
ん
く
は
う東
逝
と
う
せ
いの
波
に
ひ
と
し
く
、
秋
風
し
う
ふ
うに
向 む
かつ
て
感
慨
か
ん
が
いす
く
な
か
ら
ず
。
此
秋
ま
さ
に
剃
染
度
生
の
本
意
を
遂 と
げば
や
」
と
、
羽
黒
は
ぐ
ろの
幽
谷
ゆ
う
こ
くを
出
て
、
故
郷
こ
き
や
うち
か
き
あ
た
り
に
旧
知
き
う
ち
の
法
師
の
あ
り
し
を
尋
行
て
暫 し
ば
らく
留
し
、
所
々
の
寺
院
に
詣 ま
う
でて
説
法
な
ど
聴
聞
て
う
も
んし
、
或
は
『
法
花
』『
梵
網
ぼ
ん
も
う』
等
の
講 こ
う筵 ゑ
んに
も
臨 の
ぞみ
て
聴 て
う采 さ
いせ
ら
れ
け
る
。
此
庵
、
定
が
故
郷
に
程
近
け
れ
ば
、
老
母
妻
室
さ
い
し
つ等
つ
た
へ
聞
て
、
母
堂
は
定
が
道
心
の
早
く
も
さ
め
ぬ
る
に
や
と
嘆 な
げき
、
妻
女
は
今
更
愛
情
や
る
方
な
く
、
物
狂 ぐ
るは
し
き
や
う
す
で
、
二
人
の
お
さ
な
き
者
を
つ
れ
て
定
の
住
」
上
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け
る
庵
を
尋
ね
来
り
け
り
。
折
し
も
定
は
庵
の
内
よ
り
表 お
も
ての
方
を
詠
め
居
け
る
に
、
女
の
二
人
の
幼
児
よ
う
に
を
つ
れ
て
泣 な
く

尋
ね
詫 わ
びた
る
風
情
ふ
ぜ
い見
え
た
り
。
能
々
見
れ
ば
わ
が
妻
子
な
り
。
定
い
そ
ぎ
同
止
ど
う
し
の
僧
に
語
て
曰
、「
今
爰
に
尋
来
る
者
は
、
わ
が
捨
た
り
し
妻
子
な
り
。
わ
れ
此
所
に
居
ざ
る
よ
し
、
い
か
や
う
に
も
か
た
く
い
ひ
て
帰
し
給
ふ
べ
し
」
と
て
、
す
な
は
ち
天
井
て
ん
じ
や
うへ
か
け
の
ぼ
り
隠 か
くれ
居
た
り
。
程
な
く
彼
者
ど
も
来
り
て
庵
主
に
あ
ひ
、
定
の
向
後
け
う
か
うを
尋
ね
け
り
。
妻
の
曰
、「
わ
ら
は
ゝ
捨
ら
れ
ま
い
ら
せ
し
よ
り
、
ふ
つ
に
お
も
ひ
た
え
侍
り
し
か
共
、
こ
の
二
人
の
い
と
け
な
き
者
ど
も
、
父
を
し
た
ひ
て
せ
ん
方
な
し
。
近
く
爰
に
来
り
給
ひ
し
よ
し
、
ほ
の
か
に
」
上
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聞
て
尋
ね
来
り
し
な
り
。
あ
は
れ
父
入
道
の
な
さ
け
に
、
今
一
度
給
は
ら
ば
、
二
人
の
子
に
も
な
が
く
思
ひ
き
ら
せ
侍
ら
ん
」
と
、
涙
に
む
せ
び
て
ぞ
い
ひ
け
る
。
庵
主
聞
て
、
陽 い
つ
はり
こ
し
ら
へ
て
曰
、「
そ
の
人
は
此
間
ま
で
こ
ゝ
に
居
ら
れ
し
が
、
又
武
蔵
む
さ
し
の
方
へ
と
心
が
け
昨
日
此
所
を
立
て
行
脚
あ
ん
ぎ
やに
出
ら
れ
し
」
と
、
よ
き
に
こ
し
ら
へ
聞
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
女
声
も
惜
ま
ず
泣
悶
な
き
も
だえ
け
る
を
、
や
う

賺 す
かし
て
返 か
へ
さ
れ
け
る
。
定
は
ひ
そ
か
に
此
有
さ
ま
を
聞
居
て
、
恩
愛
を
ん
あ
いの
情 じ
や
う、
胸 む
ねを
裂 さ
くが
ご
と
し
。
し
か
れ
ど
も
最
初
さ
い
し
よ発
心
ほ
つ
し
んの
誓
約
せ
い
や
くを
お
も
ひ
、
拳 こ
ぶ
しを
握 に
ぎり
、
歯 は
を
切
く
ひ
し
ば
つて
遂 つ
ゐに
対
面
た
い
め
んは
せ
ざ
り
き
。
評
に
曰
、
唐
の
従
諫
じ
う
か
ん大
徳
、
本
邦
ほ
ん
は
うの
円
空
道
人
、
並
に
其
子
た
づ
ね
」
上
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い
た
り
し
に
欺 あざ
む
きて
他
を
指
し
て
行 ゆ
か
し
め
門
を
閇 と
ぢて
は
ず
。
従
諫
の
事
は
『
宋
ノ僧
伝
』
第
十
二
に
あ
り
。
円
空
は
世
に
い
ふ
苅 か
る萱 か
や道
心
な
り
。
筑
前
ノ国
苅 か
る萱 か
や
ノ
庄
の
人
な
り
。
俗
に
在
て
は
松
浦
ま
つ
ら
重 し
げ氏 う
ぢと
い
へ
り
。
文
武
ぶ
ん
ぶ
の
達
人
な
り
し
が
、
人
王
七
十
二
代
近
衛
院
こ
ん
ゑ
の
い
ん仁
平
年
中
の
こ
ろ
、
本
国
箱 は
こ
崎 ざ
きの
桜 さく
ら今
を
盛
り
と
聞
て
、
一
族 ぞ
くと
共
に
花
の
下 も
とに
酒
宴
し
ゆ
え
んを
催 も
よ
ほ
さ
れ
し
に
、
持
た
る
盃
の
内
へ
蕾 つ
ぼめ
る
花
の
落
し
を
見
て
、
た
ち
ま
ち
無
常
を
悟 さ
とり
、
妻
子
を
捨 す
てて
ひ
そ
か
に
館 た
ちを
出
て
高
野
山
に
入
り
、
成
仏
院
の
開
山
円
慶
上
人
を
師
と
し
て
、
剃
髪
し
て
円
空
と
号
す
。
生
年
廿
一
歳 さ
いな
り
。
其
子
石
頭
い
し
ど
う丸
後道
念
と
名
く
。
ニ亦
発
心
し
て
母
と
共
に
尋
来
り
し
事
、
世
に
知
る
所
の
ご
と
し
。
具
に
高
野
萱
堂
か
や
だ
う成
仏
院
ノ
縁
起
に
あ
り
。
今
、
定
の
妻
子
に
対
面
せ
ざ
る
其
揆 き
一
な
り
。
」
上
15ウ
〇
扨
そ
の
日
も
暮 く
れけ
れ
ば
、
定
、
仏
前
に
出
て
静
に
念
仏
せ
し
に
、
昼 ひ
るの
間 あい
だ見
し
所
の
妻
子
の
面
影
お
も
か
げし
ば
ら
く
も
わ
す
ら
れ
ず
、
情
愛
胸 む
ねに
ふ
さ
が
り
、
身
心
煩
悶
は
ん
も
んせ
り
。
定
茲 こ
ゝに
於
て
猛
励
み
や
う
れ
いに
懺
悔
さ
ん
げ
念
仏
し
、
己 を
の
れを
せ
め
て
思
へ
ら
く
、「
わ
れ
随
分
に
山
居
修
練
し
ゆ
れ
んせ
し
と
お
も
ひ
し
に
、
か
く
恩
愛
強
そ
が
うの
妄
執
ま
う
し
うを
さ
へ
制
伏
せ
い
ぶ
くせ
ず
、
心
に
熱 ね
つ
悩 な
ふを
生
ず
る
事
の
あ
さ
ま
し
さ
に
、
冥 み
や
うの
照
覧
せ
う
ら
んも
愧 は
ぢつ
べ
し
。
た
と
ひ
身 し
ん口 く
に
犯
罪
ぼ
ん
ざ
いな
く
と
も
、
内
に
三
毒
の
念
き
そ
ひ
起 お
こ
ら
ば
真 し
んの
三
宝
の
数
に
入
べ
か
ら
ず
。
わ
が
分 ぶ
んを
は
か
る
に
、
い
ま
だ
剃
染
沙
門
の
器 う
つ
はに
あ
ら
ず
。
又
こ
れ
郷
里
き
や
う
りに
近
づ
く
の
愆 あや
ま
ちな
り
。
何
ぞ
久
し
く
茲 こ
ゝに
滞 た
い在 ざ
いせ
ん
。
今
よ
り
し
て
永
く
」
上
16オ
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親
里
し
ん
り
を
遠 と
をざ
け
、
高
山
峻
嶺
し
ゆ
ん
れ
いの
間
に
白
雲
は
く
う
んを
友
と
し
、
つ
と
め
て
念
仏
三
昧
を
成
就
せ
ん
」
と
、
其
夜
ひ
そ
か
に
徒
跣
と
せ
ん
（
す
あ
し
） の
体 て
いに
て
、
人
し
れ
ず
何 い
づく
共
な
く
立
去
申
さ
れ
き
。
〇
定
既 す
でに
彼
庵
を
出
て
後
、
日
課
に
つ
く
は称
名
十
万
遍
を
誓
ひ
、
木
食
草
衣
に
て
、
遠
近
の
郡
国
を
遊
行
し
、
名
山
霊
崛
踏
れ
い
く
つ
た
つ
遍 ぺ
んせ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
頭 づ
陀 だ
苦
行
く
ぎ
や
う身
命
を
か
へ
り
み
ず
、
日
夜
に
称
名
相
続
し
て
妄
念
を
捨
離
し
や
り
し
、
現
前
に
仏
光
を
拝
し
、
浄
土
の
依
正
え
し
や
うを
見
奉
ら
ん
と
願
ず
。
ま
づ
本
州
最
上
も
が
みの
文
殊
が
滝 た
きに
詣
し
て
、
断
食
念
仏
す
る
事
三
七
日
、
昼
夜
六
時
滝
水
に
飛
入
、
立
な
が
ら
念
仏
す
る
こ
と
毎
時
一
万
遍
、
心 し
ん口 く
に
立 り
つ
」
上
16ウ
誓 せ
い啓
白
け
い
び
や
くし
て
曰
、「
帰
命
頂
礼
、
大
聖
文
殊
師
利
菩
、
願
ク
ハ知
二
見
ジ弟
子
待
定
ガ之
心
願
ヲ一 、
速
カ
ニ令
シ
メ
玉
ヘ
レ
到
ラ二 成
就
ノ之
日
ニ一 。
弟
子
因
テ二 何
ノ宿
善
ニ一 、
奉
リレ 遇
ヒ二 弥
陀
引
摂
ノ之
願
ニ一 、
辱
ク唱
フ二 易
行
大
善
ノ之
宝
号
ヲ一 。
仏
願
不
レ 虚
カ
ラ、
必
得
ン二 往
生
ヲ一 。
我
ガ今
所
ハレ 願
ズ
ル者
、
欲
ス下 共
ニ二 衆
生
一 同
一
ニ発
心
シ同
一
ニ念
仏
シ
テ同
一
ニ往
中 生
セ
ン
ト極
楽
ニ上 。
因
テレ 茲
ニ雖
レ 起
ス
ト
二
薙 チ
染 ゼ
ン度
生
ノ之
願
ヲ一 、
業
ツ識
茫
々
ト
シ
テ心
恒
ニ散
乱
シ
テ、
自 ミ
為
メ
ニ
二
恩
愛
ノ一 之
所
レ
テ
二
纏 テ
ン縛
セ一 、
動
ヤ
ヽ
モ
ス
レ
バ
損
ス二 戒
体
ヲ一 。
願
ク
ハ大
聖
ノ智
恵
速
カ
ニ消
二 滅
シ我
ガ之
夙
障
ヲ一 、
頓
ニ見
セ
シ
メ
玉
ヘ
二
仏
国
ノ荘
厳
ヲ一 。
又
願
ク
ハ剃
染
持
戒
シ
テ而
遊
テ二 於
一
切
ノ世
界
ニ一 、
作
ラ
ン
二
念
仏
ノ
大
導
師
ト一 。
此
ノ願
、
若
シ不
ン
バ
二
剋
果
セ一 者
、
大
聖
ク慈
悲
促 ツゞ
メ
テ二 我
ガ報
命
ヲ一 、
令
メ
玉
ヘ
レ 得
三 弟
子
ヲ
シ
テ早
ク生
ズ
ル
コ
ト
ヲ
二
極
楽
ニ一 矣
」。
か
く
の
ご
と
く
祈
願
し
て
、
爰
に
一
月
」
上
17オ
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余
精 せ
い修 し
ゆせ
ら
れ
き
。
定
滝 た
き籠 こ
も
りの
内
、
樵 せ
う夫 ふ
（
き
こ
り
） 一
両
人
来
て
、
定
が
励 れ
い
声 せ
いに
念
仏
し
て
滝 た
き壺 つ
ぼに
浮
沈
ふ
ち
んす
る
を
見
て
感
怪
か
ん
く
わ
いし
、
形
を
粛 つ
ゝ
しみ
定
に
問
訊
も
ん
じ
んし
て
曰
、「
伝
聞
つ
た
へ
き
く、
蔵
増
く
ら
ま
すの
長
者
発
心
し
て
遠
く
蹤
跡
し
や
う
せ
き
を
没 も
つす
と
。
し
ら
ず
、
君
の
事
に
あ
ら
ず
や
」
と
。
定
黙 も
くし
て
点
頭
て
ん
と
うす
。
彼
者
ど
も
合
掌
感
泣
か
ん
き
うし
て
、
同
音
に
念
仏
す
る
事
半
時
ば
か
り
し
て
帰
り
去
る
。
各 をの
在
所
に
帰
り
、
諸
人
に
告 つ
げて
曰
、「
文
殊
が
滝
に
生
身
の
菩
来
現
し
て
、
諸
人
の
為
に
罪
障
を
懺 さ
ん
悔 げ
し
、
念
仏
の
法
施
ほ
つ
せ
を
布 し
く
。
誰
か
其
恩 を
ん沢 た
くを
蒙 か
う
ぶら
ざ
ら
ん
。
い
そ
ぎ
問
訊
も
ん
じ
ん供
養
く
や
うす
べ
し
」
と
。
こ
れ
よ
り
人
知
り
て
群
参
ぐ
ん
さ
んす
る
事
市
の
ご
と
し
。
悉 こと

゛く
恭
敬
く
ぎ
や
う礼
拝
し
て
一
心
に
念
仏
す
。
た
ま

」
上
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法
誨
ほ
ふ
げ
を
望
む
者
あ
れ
ば
、
吉
水
よ
し
み
づ大
師
の
『
一
枚
起
請
文
』、
或
は
『
黒
谷
語
燈
録
』
の
内
に
て
要
語
よ
う
ご
を
採 と
つて
読
示
よ
み
し
めさ
る
。
余 よ
に
は
語
な
し
。
定
も
と
よ
り
優 う
婆 ば
塞 そ
くの
身
な
れ
ば
、
式 し
きの
説
法
な
ど
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
諸
人
の
う
け
が
ひ
信
受
す
る
事
、
い
か
な
る
能
説
の
う
せ
つの
沙 し
や
門 も
んに
も
比 ひ
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
定
の
実
修
徹 て
つ骨 こ
つの
行
徳
に
よ
る
。
至
誠
し
せ
いは
神 し
んの
ご
と
し
と
い
へ
る
是
な
り
。
諸
人
昼
は
香
華
を
供
じ
、
夜
は
庭
燎
て
い
り
や
う（
に
は
び
） を
備 そ
なふ
。
定
処
々
の
名
山
霊
場
れ
い
ぢ
や
うに
て
苦
修
の
折 を
り
に
も
、
衆
人
の
信 し
ん崇 そ
う供
事
く
じ
、
お
ほ
む
ね
か
く
の
ご
と
し
。
こ
れ
に
准 じ
ゆ
んじ
て
知
べ
し
。
或
は
た
ま

小 せ
う黠 か
つ
（
こ
ざ
か
し
） の
輩 とも
が
らあ
つ
て
、
定
を
詰 な
じ
りて
曰
、「
夫 そ
れ
往
生
極
楽
は
易
行
の
念
仏
に
て
事
た
り
ぬ
。
仁
者
に
ん
じ
や何
の
不
足
」
上
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あ
つ
て
か
く
の
ご
と
く
苦
行
に
身
を
労
す
る
や
」
と
。
定
答
て
曰
、「
善
哉
よ
い
か
な、
君
が
安
心
、
尤
仏
願
の
趣 おも
む
きに
か
な
へ
り
。
わ
れ
又
平
生
へ
い
ぜ
い、
君
が
安
心
に
同
し
て
、
罪
悪
の
身
、
仏
の
願
力
を
頼
み
、
念
仏
し
て
往
生
を
願
ふ
外
他
な
し
。
但
し
今
わ
が
修
す
る
所
の
苦
行
は
、
君
等 ら
の
得
生
と
く
し
や
う以
後
浄
土
に
て
修
す
る
所
の
行
な
り
。
い
つ
か
わ
が
ご
と
く
修
行
し
給
ふ
時
あ
る
べ
し
。
其
時
相
見
し
や
う
け
んし
て
こ
の
意
を
も
語
り
聞
せ
申
す
べ
し
。
今
は
語
る
に
暇 い
と
まあ
ら
ず
」
と
て
、
敢 あ
へて
取
合
と
り
あ
ひ
申
さ
れ
ず
と
な
り
。
或
は
禅
門
台 た
い密 み
つ等
の
学
侶
が
く
り
よ、
お
の

其
宗 し
うの
教
意
を
持 も
ち
来
て
、
定
が
安
心
起
行
を
難
詰
な
ん
き
つせ
ら
る
ゝ
事
あ
れ
ば
、
其
会 え
答 た
ふ
お
ほ
む
ね
望
洋
ば
う
よ
うと
し
て
至 し
い理 り
を
含 ふ
くめ
り
。
一
時 じ
の
応
答
と
」
上
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い
へ
ど
も
、
を
の
づ
か
ら
念
仏
宗
の
祖 そ
意 ゐ
に
符
合
ふ
が
つし
、
よ
く
肯
綮
か
う
け
い
を
得
た
り
。
難
者
な
ん
じ
や信
伏
す
。
定
常
に
は
只
愚 お
ろ
かな
る
が
ご
と
く
に
し
て
他
に
綺 い
らふ
事
な
く
、
一
向
念
仏
す
る
の
み
。
是
平
素
へ
い
そ
の
風
儀
な
り
。
〇
定
こ
の
滝
を
辞 じ
し
去
て
、
奥
州
蔵
王
ざ
わ
う嶽 だ
けに
上
り
、
断
食
念
仏
す
る
事
三
七
日
、
祈
願
の
趣
も
つ
は
ら
上 か
みの
如
し
。
次
に
出
羽
の国
由 ゆ
理 り
の
鳥
海
山
ち
や
う
か
い
さ
ん、
次
に
信
州
浅
間
あ
さ
ま
が嶽 だ
け、
次
に
紀
州
熊
野
山
、
次
に
駿
州
す
ん
し
う富
士
山
、
次
に
常
州
筑
波
山
つ
く
ば
さ
ん、
次
に
同
国
羽
黒
は
ぐ
ろ
が嶽 だ
け、
次
に
同
国
神
波
山
か
み
な
み
さ
ん、
こ
の
山
々
に
て
も
皆
三
七
日
の
断
食
念
仏
、
一
々
上
の
ご
と
し
。
そ
の
外
野
州
や
し
う日
光
山
上
州
妙
義
山
相
州
大
山
お
ほ
や
ま
箱
根
山
等
の
霊
窟
れ
い
く
つに
到 い
た
りて
、
或
は
百
日
、
或
は
五
十
日
、
三
十
日
、
」
上
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心
の
欲
す
る
に
ま
か
せ
て
苦
行
念
仏
せ
ら
れ
し
事
、
枚
挙
ま
い
き
よに
い
と
ま
あ
ら
ず
。
又
、
富
士
浅
間
あ
さ
ま
等
の
絶 ぜ
つ嶽 が
く、
人
跡
じ
ん
せ
き不
到
ふ
た
うの
地
に
修
練
し
ゆ
れ
んせ
ら
れ
し
時
は
、
妖
蛇
よ
う
じ
や毒
龍
を
降
伏
が
う
ぶ
くし
、
或
は
魍
魎
ま
う
れ
う鬼
神
を
駈
役
く
え
き
（
か
り
つ
か
ふ
）
せ
ら
れ
し
事
な
ど
も
あ
り
け
る
と
な
ん
。
定
如
上
の
諸
嶽
歴
し
よ
が
く
れ
き修 し
ゆの
間
、
四 よ
か
へ
り
の
春
秋
を
送
ら
れ
侍
る
。
然
れ
ど
も
、
山
嵐 ら
んの
瘴
毒
し
や
う
ど
くに
も
あ
て
ら
れ
ず
、
猛
獣
豺
ま
う
じ
う
さ
い狼 ら
うの
為
に
も
害
せ
ら
れ
ず
、
風
雨
寒
熱
に
も
よ
く
堪 た
へ
し
の
び
て
、
朝 あ
し
たに
は
嶺
に
上
て
松 せ
う花 く
はを
採 と
つて
午
斎
ご
さ
いに
あ
て
、
夕
に
は

た
にに
下
て
藍 ら
ん水 す
いを
斟 く
んで
時
漿
じ
し
や
うに
擬 ぎ
す
。
始
め
山
に
入
に
魑
魅
ち
み
の
妖
怪
よ
う
く
わ
い一
に
あ
ら
ず
。
或
は
木
頭
面
目
を
現
じ
て
忿
怒
ふ
ん
ぬ
し
、
土
塊
と
く
わ
い
（
つ
ち
く
れ
） 角 か
く牙 げ
を
生
じ
て
咆
哮
か
う
か
う
（
ほ
ゆ
る
） す
。
或
は
三
目
の
腥
頸
な
ま
く
び歌
う
た
ひ
て
」
上
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前
に
転 ま
ろび
、
或
は
一
眼
の
鬼
童
舞 ま
ふて
後 し
り
へに
躍 お
どる
。
或
は
巌
妖
が
ん
よ
う
石 せ
き精 せ
い、
啾 し
う
々 し
うと
し
て
叫 さ
けび
、
或
は
怪
禽
彭
侯
く
わ
い
き
ん
ほ
う
こ
う（
こ
だ
ま
） 呵
々
と
し
て

わ
らふ
の
類
、
具
に
述
が
た
し
。
定
か
く
の
ご
と
く
の
怪
異
け
ゐ
を
見
る
と
い
へ
ど
も
、
其
心
湛 た
ん然 ぜ
んと
し
て
動
ぜ
ず
。
一
心
に
念
仏
し
て
一
切
の
蠢
動
含
し
ゆ
ん
ど
う
が
ん霊
は
皆
こ
れ
わ
が
所
化
の
境 き
や
うな
り
と
観
察
く
は
ん
ざ
つし
、
極
楽
に
回
向
し
、
か
の
怪 くわ
い境 き
や
うに
於
て
慈 じ
心 し
んを
発 お
こさ
れ
し
か
ば
、
後
に
は
万 ば
ん怪 く
わ
い、
漸 や
う
やく
滅
し
て
山
中
い
と
静
な
り
し
と
な
り
。
評
に
曰
、
凡 をよ
そ山
中
修
行
の
人
、
諸
の
魔
事
、
妖
怪
よ
う
く
わ
いに
値 あ
ふ
事
内
外
典
な
い
げ
で
んに
見
え
た
り
。『
起
信
論
』
に
『
疏
』、『
天
台
止
観
』
八
之二 等
に
其
対
治
の
術 じ
ゆ
つつ
ま
び
ら
か
に
出
た
り
。「
或
は
魔
界
ノ如
、
仏
界
ノ如
、
一
如
ニ
シ
テ無
シ二 二
如
一 」
旧
ノ『
首
楞
厳
経
』
ノ文
と
観
じ
、「
或
は
魔
」
上
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即
チ法
界
ノ印 イ
ンな
り
」
と
観
ず
『
止
観
』
二
之
一
。
嘉
祥
ノ『
維
摩
疏
』
四
ニ曰
、「
念
仏
三
昧
ハ通
ジ
テ
治
ス二 一
切
ヲ一 。
故
ニ令
ムレ 依
ラ二 如
来
ノ功
徳
ニ一 也
。
又
如
キ二 大
品
ノ中
ニ明
ス
ガ
一
、
菩
九
想
観
ノ時
、
菩
ノ身
毛
皆
竪 ヨダ
ツ
テ生
ズ
レ
バ
二
於
畏
心
ヲ一 、
令
トレ 作
サ二 於
六
念
ヲ一 」。
此
ノ上
ニ明
二 通
治
別
治
ノ法
ヲ一 。
念
仏
ハ
兼
二
通
別
治
ヲ一
也
。 『
会
本
』
四
二
十
五
紙
に
あ
り
。
又
『
輔
行
』
四
之二
引
テ二 『
十
住
婆
沙
』
ヲ一 曰
、「
又
念
ス
ル
ガ
レ
仏
ヲ故
ニ破
ス二 一
切
ノ怖
ヲ一 。
故
ニ在
テ二 蘭
若
ニ一
毛 ミノ
ケ
竪 ヨダ
ツ者
ノ
ハ念
ス
ヘ
シ
ト
二
仏
ノ十
号
ヲ一 」。
等 多
陀
阿
伽
陀
ノ之
十
号
也
。
又
孫
思

ソ
ン
シ
バ
ク
ノ『
千
金
方
』
八
十
三
ニ曰
、「
忽
チ見
ハ二 鬼
怪
変
異
ノ之
物
ヲ一 。
即
チ強
テ抑
ヘ
テ
レ
之
ヲ忽
レレ 怪
コ
ト。
呪
シ
テ曰
ヘ、
見
テレ 怪
ヲ不
レ
バ
レ
怪
マ其
ノ怪
自 ヲ
壊
ル
ト」
已上
。
又
『
止
観
』
八
之二
曰
、「
隠
士
頭
陀
ノ人
多
ク
蓄
タ
ク
ハ
ヘ
テ二
方
鏡
ヲ一 、
掛
ク二 之
ヲ座
ノ
後
シ
リ
ヘ
ニ
一 。
媚 ミ
時
媚
鬼
也
不
レ 能
レ 変
ズ
ル
コ
ト
二
鏡
中
ノ
色
像
ヲ一 。
覧
テレ 鏡
ヲ識
リレ 之
ヲ、
可
シ
ト
二
以
テ自
遣
ミ
ヤ
ル
一
」。
此九
寸
以
上
な
る
を
以
て
こ
れ
を
背
後
に
懸
れ
ば
老
魅
其
ノ事
具
ニ在
リ二
洪
ガ『
枹
朴
子
』
内
第
四
ニ一 、「
明
鏡
の
形あ
た
は
ず
」
と
い
へ
り
。
を
易 か
ゆ
る
事
か
く
の
ご
と
き
等
の
対
治
の
法
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
今
、
定
の
一
切
の
蠢
動
し
ゆ
ん
ど
う
含 が
ん霊 れ
いを
わ
が
所
化
の
境
な
り
と
観
じ
て
極
楽
に
回
向
せ
ら
れ
し
事
、
か
の
魔
即
法
界
の
観
と
事
理
異 こ
とな
る
に
似
た
れ
ど
も
、
其
旨
終 つ
ゐに
一
に
帰
す
。
指
方
し
は
う
」
上
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立
相
り
つ
さ
うの
教
意
を
去 さ
ら
ず
し
て
、
対
治
魔
境
の
要
術
を
得
ら
れ
し
事
、
い
と
賢 か
し
こく
ぞ
覚
え
侍
る
。
〇
定
一
年
ひ
と
ゝ
せ越
中
の
立
山
た
て
や
まに
禅
定
ぜ
ん
ぢ
や
うし
、
三
七
日
の
断
食
念
仏
等
、
例
の
ご
と
く
修
行
あ
り
し
に
、
二
七
日
に
あ
た
る
の
夜
、
に
は
か
に
一
天
か
き
曇 く
もり
、
電
光
で
ん
く
は
うし
き
り
に
閃
爍
せ
ん
し
や
く（
ひ
ら
め
く
） し
て
、
迅
雷
じ
ん
ら
い山
谷
を
崩 く
づす
が
如
し
。
臭
気
し
う
き
四
方
よ
も
に
み
ち
来
り
、
雨 あ
め車
軸
し
や
じ
くを
な
が
す
。
峰 み
ね々
谷
々
同
時
ど
う
じ
に
猛 みや
う火
も
え
あ
が
り
、
煙 ゑ
ん

ゑ
ん虚
空
こ
く
うを
焼
く
。
定
石
上
に
端
座
た
ん
ざ
し
て
敢 あ
へ
て
動 ど
うぜ
ず
。
唯 た
ゞ一
心
に
念
仏
し
て
目
を
閉 と
ぢて
兀 ご
つ然 ぜ
んた
り
。
斯
須
し
ば
ら
く
あ
り
て
、
目
を
開 ひ
ら
きて
四
方
を
見
れ
ば
、
地
獄
八
熱
の
相
国
界
に
遍
満
へ
ん
ま
んし
て
空
欠
く
う
け
つな
し
。
其
等 と
う
活 くは
つ黒
縄
こ
く
じ
や
う等
の
体 て
い、
具 つ
ぶ
さに
述 の
ふべ
」
上
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か
ら
ず
。
処
々
の
獄
中
に
て
罪
人
の
呵
責
を
受
て
叫
喚
け
う
く
は
ん（
さ
け
ぶ
） す
る
声
、
天
地
に
ひ
ゞ
き
て
す
さ
ま
じ
。
別
に
一
獄
あ
り
。
罪
人
無
数
む
し
ゆ
な
り
。
其
中
に
定
が
姿
に
て
責
を
受
る
所
数 す
十
所
あ
り
。
定
見
て
心
中
に
甚
不
審
ふ
し
んす
。「
わ
れ
平
生
へ
い
ぜ
い重 ぢ
う罪
を
犯 ぼ
んぜ
し
覚
え
な
し
。
い
か
ん
ぞ
生
前
に
堕
獄
だ
ご
くし
て
か
く
の
ご
と
く
の
責 せ
めを
う
け
ん
や
。
思
ふ
に
こ
れ
天
魔
の
所
為
し
よ
ゐ
に
し
て
わ
が
大
心
を
驚 き
や
う
動 ど
う破
壊
は
え
せ
し
め
ん
と
欲
し
て
現
ず
る
な
ら
ん
」
と
。
こ
の
時
に
あ
た
り
て
定
が
堕
獄
の
所
ご
と
に
各
一
人
の
獄
率
ご
く
そ
つあ
つ
て
、
定
が
平
日
へ
い
じ
つ
所
犯
の
罪
状
ざ
い
じ
や
うを
読 よ
む
事
條
々
明
白
な
り
。
定
聞
て
静
に
往
事
わ
う
じ
を
思
ふ
に
、
殺
盗
妄
沽
酒 し
ゆ等
の
犯
罪
い
か
に
も

の
が
るる
」
上
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所
な
し
。
こ
ゝ
に
於
て
は
じ
め
て
天
魔
の
所
為
に
あ
ら
ざ
る
事
を
知
る
。
其
外
わ
が
父
母
一
族 ぞ
く遠
近
ゑ
ん
き
んの
親 し
ん知 ち
ま
で
お
ほ
く
獄
所
に
あ
る
を
見
る
。
仍
て
定
啼
泣
悲
て
い
き
う
ひ
咽 え
つ
（
む
せ
ぶ
） し
て
往 わ
う罪 ざ
いを
懺 さ
ん謝 じ
やす
。
時
に
た
ち
ま
ち
一
僧
あ
り
。
其
形
端
厳
た
ん
ご
んに
し
て
鳥
の
飛
が
如
く
馳 は
せ
来
り
て
定
に
告
て
曰
、「
汝
久
し
く
茲 こ
ゝに
住
す
べ
か
ら
ず
。
早
く
本
国
に
帰
て
剃 て
い染 せ
んの
身
と
な
り
、
念
仏
し
て
こ
れ
ら
の
罪
人
を
も
救
度
く
ど
（
す
く
ふ
） す
べ
し
」
と
。
告
終
り
給
ふ
と
思
へ
ば
、
夢
の
醒 さ
むる
が
ご
と
く
地
獄
の
諸
相
も
見
え
ず
。
山
中
本 も
との
ご
と
く
静
に
す
み
わ
た
り
け
り
。
定
奇
異
き
ゐ
の
想 お
も
ひを
な
し
。
殊
更
に
三
日
三
夜
念
仏
を
勤
修
ご
ん
し
ゆし
、
獄
所
ご
と
に
回
向
し
、
す
な
は
ち
彼
山
を
辞 じ
し
て
」
上
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急 い
そぎ
本
国
羽
州
う
し
うに
ぞ
帰
り
け
る
。
評
に
曰
、
凡 をよ
そ善
悪
の
相
現
じ
て
、
魔
碍
ま
げ
を
作 な
す
を
料
簡
す
る
に
、『
天
台
止
観
』
八
之二
等
に
具
に
十
法
三
相
等
の
法
あ
つ
て
、
往
て
験 あき
ら
むる
事
を
教
へ
給
へ
り
。
彼
ノ
文
ニ曰
、「
復
タ次
ニ諸
悪
ノ相
現
ズ
ル時
、
初
メ現
ズ
レ
バ嗔
怒
ス。
再
ビ来
レ
バ平
々
ナ
リ。
三
タ
ビ現
ズ
レ
バ歓
喜
ス。
或
ハ人
ニ
諫
暁
セ
ラ
レ、
或
ハ人
ニ駈
遂
ク
チ
ク
セ
ラ
レ
、
皆
ナ是
、
悪
ノ欲
ス
ル
レ
滅
セ
ン
ト相
也 ナリ
ト」。
同
『
輔
行
』
ニ曰
、「
更
ニ約
シ
テ
二
三
時
ニ一 以
テ判
ズ二
善
生
ジ悪
滅
ス
ル
ノ之
相
ヲ一 」。
文
ニ曰
ヘ
リ
二
初
メ嗔
リ後
喜
ブ
ハ則
チ悪
滅
ス
ル相
ナ
リ
ト
一
。
以
レ 此
ヲ例
知
ス
ル
ニ、
初
メ
ハ喜
ビ後
ニ
嗔
ハ即
チ善
滅
ス
ル相
ナ
リ」
云
云
。
か
く
の
ご
と
く
具
に
種
々
の
験 げ
ん法
を
明
せ
り
。
今
、
定
の
所
見
の
相
は
、
こ
れ
悪
の
滅
せ
ん
と
す
る
相
に
し
て
善
相
と
い
ふ
べ
し
。
又
『
大
般
若
経
』
第
三
百
二
十
六
に
、「
悪
魔
八
大
地
獄
を
化
作
け
さ
し
、
一
々
の
地
獄
の
中
に
多 た
百
の
菩
あ
つ
て
、
み
な
猛

み
や
う
ゑ
んに
焼 せ
う然 ね
んせ
ら
れ
、
大
苦
を
受
る
体 て
いを
現
じ
て
、
菩
の
大
菩
提
心
を
退
転
せ
し
め
、
人
」
上
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天
の
富 ふ
楽 ら
くを
求 も
とめ
し
め
ん
と
す
。
不
退
転
の
菩
は
、
此
事
を
見
聞
し
て
も
其
心
を
動
ぜ
ず
、
亦
驚
疑
き
や
う
ぎせ
ず
。
初
よ
り
如
来
無
虚
妄
の
説
を
信
じ
て
、
終 つ
いに
菩
の
大
菩
提
心
大
慈
悲
心
を
失 し
つせ
ず
」
と
説
給
へ
り
。
『
小
品
般
若
』
第
六
の
説
亦
同
。
今
、
定
婆 ば
塞 そ
くの
堕
獄
の
相
を
見
る
は
、
こ
れ
に
は
異 こ
とな
る
か
。
亦
『
正
法
念
処
経
』
第
二
十
二
及
び
第
廿
五
に
、
天
上
に
仏
の
化
作
け
さ
し
給
へ
る
鏡
壁
き
や
う
ひ
や
く
鏡
林
き
や
う
り
んあ
る
事
を
説
給
へ
り
。
鏡
壁 へ
きは
天
の
宮
殿
の
壁 か
べ鏡
の
ご
と
く
に
し
て
、
前
代
の
天
衆
の
悪
を
作 な
し
て
堕
獄
せ
ら
れ
し
相
を
現
じ
て
諸
の
天
衆
の
悪
を
お
そ
れ
、
善
に
す
ゝ
む
い
ま
し
め
と
な
す
な
り
。
こ
れ
仏
の
化
作
け
さ
し
給
へ
る
所
、
諸
天
の
福
力
に
て
こ
れ
を
見
て
放 は
う逸 い
つせ
ざ
る
な
り
。
鏡
林
も
こ
れ
に
類
せ
り
。
林
中
に
て
先
世
ぜ
ん
ぜ
放
逸
の
天
衆
の
受 じ
ゆ苦 く
の
相
を
見
て
誡 いま
し
めと
な
す
な
り
。『
後 ご
集
せ
ん
し
う』
の
歌
に
、「
ま
ど
ろ
ま
ぬ
か
べ
に
も
」
上
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人
を
見
つ
る
か
な
」
と
よ
め
る
も
、
こ
の
鏡
壁
の
故
事
こ
じ
に
て
、
夢
の
事
を
壁 か
べ
と
い
へ
る
よ
し
、
彼
集
の
『
正
義
』
に
載 の
せた
り
。
こ
れ
に
よ
つ
て
案
ず
る
に
、
定
の
自
他
堕
獄
の
体 て
いを
見
ら
れ
し
は
、
亦
修
行
道
力
の
故
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
霊
芝
律
師
、
隋
の
僧 そ
う雲 う
んの
布 ふ

さ
つを
廃 は
いし
て
神
呵
し
ん
か
（
か
み
し
か
り
）
を
蒙 か
う
ぶり
し
事
を
評 ひ
や
うし
て
曰
ク、「
此
レ乃
チ上
智
ナ
リ。
故
ニ動
ズ二 幽
呵
ヲ一 。
今
時
下
愚
ハ
竟 ツ
イ
ニ
無
二 顕
験
一 」
と
。
『
資
持
記
』
上
の
四
に
見
え
た
り
。
例
し
て
し
る
べ
し
。
〇
定
ま
さ
に
立 た
て山
を
下
向
し
て
本
国
最
上
も
が
みへ
帰
り
。
寒
河
江
領
さ
が
え
れ
う
西
里
に
つ
さ
とと
い
ふ
所
に
留 と
ゞ
まり
、
茲 こ
ゝに
於
て
、
立
山
に
て
の
異
僧
の
告 つ
げを
思
ひ
、
い
よ

近
き
門
に
剃
度
て
い
ど
せ
ん
と
か
れ
こ
れ
用
意
あ
り
け
り
。
定
無
能
和
尚
の
曽 か
つて
破
戒
の
僧
に
示
さ
れ
し
法
語
を
お
も
ひ
出
て
、
時
に
当
て
ふ
か
く
信
敬
を
な
せ
り
。
其
法
語
に
曰
、「
夫 そ
れ出
家
者
し
ゆ
つ
け
し
やは
、
」
上
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か
た
じ
け
な
く
も
、
住
持
三
宝
の
一
数
に
し
て
必
定
当
成
の
仏
な
り
。
こ
れ
仏
戒
の
器
う
つ
は
も
のな
る
故
な
り
。
若 も
し、
戒
器
か
い
き
清
浄
な
ら
ず
は
、
た
と
ひ
袈
裟
を
着
し
、
仏
経
を
誦 じ
ゆす
と
も
、
奈
落

な
ら
く
か
を
免 ま
ぬか
れ
ず
。
わ
が
門
の
諸
子
し
よ
し
、
往
々
わ
う
に
持
戒
を
好
のま
ず
、
戒
法
を
学
せ
ず
、
破
戒
を
怖 お
それ
ず
、
無
戒
を
愧 は
ぢず
、
み
だ
り
に
仏
願
に
靠 より
か
ゝり
て
罪
悪
を
お
そ
れ
ず
、
念
仏
は
易
行
な
り
と
誇 ほ
こり
て
懈
怠
の
過 と
がを
か
へ
り
み
ず
、
心
行
正 た
ゞし
か
ら
ず
し
て
放
逸
無
慚
は
う
い
つ
む
ざ
んな
る
類 た
ぐひ
少 す
く
なか
ら
ず
。
こ
れ
只
仏
門
の
通
軌
つ
う
き
を
知
ら
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
亦
ふ
か
く
宗
祖
し
う
そ
の
厳 げ
ん誡 か
いに
背
け
り
。
古
徳
の
『
わ
れ
持
戒
精
進
な
ら
ば
、
何
ぞ
弥
陀
を
恃 た
のま
ん
。
破
戒
懈
怠
の
身
な
れ
ば
』
と
宣 の
た
まひ
し
は
、
」
上
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こ
れ
自
身
を
抑
下
を
く
げ
し
て
偏 ひ
と
へに
仏
力
を
仰
ぐ
安
心
門
に
し
て
、
全
く
破
戒
懈
怠
な
る
べ
し
と
の
語 こ
と
ばに
は
あ
ら
じ
。
宜
し
く
其
意
を
得
て
其
文
を
談 だ
んず
べ
き
を
や
。
謹 つゝ
し
んで
諸
子
に
白 ま
うす
。
能 よ
く仏
願
を
仰
ぎ
、
誡
に
往
生
を
願
ふ
と
な
ら
ば
、
随
分
に
念
仏
を
励 は
げま
し
、
随
て
戒
品
を
護
持
ご
ぢ
し
、
誓
て
諸
悪
を
止 や
め
ん
と
欲
す
べ
し
。
若
、
不
覚
に
犯
罪
あ
ら
ば
、
随
犯
随
懺
し
て
再 ふ
た
ゝび
犯
ぜ
じ
と
誓
ふ
べ
し
。
機
根
に
勝
芬
あ
り
と
も
、
大
抵 て
いこ
の
意 い
業 げ
うに
住
し
て
、
昼
夜
十
万
遍
の
称
名
を
は
げ
ま
さ
ば
、
諸
悪
妄
想
自
然
に

う
す
ろぎ
て
、
念
仏
の
浄
心
純
一
じ
ゆ
ん
い
ちな
る
べ
し
」
と
云
々
。
定
こ
の
先
師
の
法
語
を
ふ
か
く
甘
心
か
ん
し
んし
、「
わ
れ
立
山
に
て
地
獄
の
相
を
見
し
に
、
破
戒
放
逸
は
う
い
つの
」
上
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僧
は
決
定
し
て
阿
鼻
あ
び
に
堕 だ
在 ざ
いす
る
事
を
知
り
ぬ
。
其
事
具
に
述 の
べが
た
し
。
お
そ
れ
慎 つ
ゝ
しま
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
る
に
わ
れ
久
し
く
山
中
に
あ
り
て
欲
心
を
制
伏
す
と
い
へ
ど
も
、
余
習
よ
し
うい
ま
だ
尽
ざ
る
事
を
覚
ふ
。
所
詮
男 な
ん陰 ゐ
んを
截
却
せ
つ
き
や
く（
き
る
） し
て
、
以
て
戒
器
か
い
き
を
堅
く
せ
ん
。
一
旦 た
ん仏
制
に
背
く
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、
亦
機
に
依
て
開 か
い
（
ゆ
る
し
）
遮 し
や
（
さ
へ
ぎ
る
） な
ん
ぞ
一
准 じ
ゆ
んな
ら
ん
。
わ
れ
既
に
不
惜
ふ
し
や
く身
命
の
誠 ま
こ
とを
以
て
稟 ひ
ん戒 か
い不
欠
ふ
け
つの
誓
を
期 ご
す
。
何
ぞ
仏
意
に
違 ゐ
す
る
事
を
得
ん
」
と
、
遂 つ
ゐに
心
地
し
ん
ぢ
決
定
し
、
享
保
五
年
庚
子
六
月
下
旬
西 に
つ
里 さ
と村
某 なに
が
しが
宅
庭
に
て
、
み
づ
か
ら
其
勢 せ
いを
断
却
だ
ん
き
や
くせ
り
。
血 ち
流
れ
痛 いた
み甚
し
と
い
へ
ど
も
、
定
も
と
よ
り
捨
身
し
や
し
ん勇
猛
ゆ
う
ま
うの
生 せ
い質 し
つな
」
上
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れ
ば
、
終 つ
ゐに
医
療
い
れ
うを
用
ひ
ず
し
て
頃
刻
け
い
こ
くに
苦
痛
こ
と

゛
く
除 の
ぞき
、
身
心
清
安
な
り
。
其
疵 き
ずも
わ
づ
か
旬
余
し
ゆ
ん
よに
し
て

い
えた
り
。
評
に
曰
、
此
ノ中
断
勢
の
事
、
近
世
玄
光
禅
師
の
『
独
庵
独
語
』
の
中
に
、「
東
鄙
西
鄙
の
僧
未 いま
だ経
律 り
つを
習
は
ず
。
或
は
淫 い
んの
止 や
まざ
る
事
を
患 う
れひ
て
、
み
づ
か
ら
そ
の
陰 い
んを

き
るも
の
あ
り
。
こ
れ
能
く
希
有
の
心
を
発
し
て
、
行
じ
難
き
所
を
行
じ
て
道 だ
うを
求
め
、
却 か
へ
つて
非
道
に
陥 お
ち
いり
、
仏
教
の
大
禁
を
犯
ず
。
こ
れ
無
上
の
善
心
な
り
と
い
へ
ど
も
、
不
学
の
故
に
善
を
転
じ
て
悪
と
な
し
、
倒 さか
し
まに
行
て
進 す
ゝま
ん
と
欲 ほ
つ
する
な
り
」
と
、
具
に
『
内
教
外
史
』
を
引
て
、
深
く
誡
禁
を
垂 た
る
。
考
へ
見
つ
べ
し
。
今
亦
彼
書
に
戴
ざ
る
余
意
を
述
し
て
為
人
の
一
端
と
す
。
夫 そ
れ身
臂
指
を
焼 や
く
が
如
き
捨
身
の
行
は
、
大
乗
に
は
こ
れ
を
讃
じ
て
行
ぜ
し
め
、
小
乗
に
は
」
上
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こ
れ
を
制
し
て
不
可
と
す
。
其
勢 せ
いを
截 き
る
事
は
、
大
小
の
両
乗
共
に
同
く
こ
れ
を
制
し
て
、
大
乗
と
い
へ
ど
も
そ
の
開
文
（
ゆ
る
す
） な
し
。
四
分
し
ぶ
ん五
分
ご
ぶ
んの
律
文
に
は
、
比
丘
截 せ
つ根 こ
んの
者
は
過
滅
檳
と
が
め
つ
ひ
んに
あ
た
れ
り
。『
行
事
鈔
』
上
之
二
南
山
ノ『
続
僧
伝
』
三
十
七
ニ曰
、「
又
有
テレ 未
ダレ
（
ザ
ル
モ
ノ
）
明
ラ
メ
二
教
迹
ヲ一 、
婬
悩
纏
封
シ
テ怒
ルレ 漏
ン
コ
ト
ヲ
二
初

ヒ
ン
ニ一
。
割 キツ
テ従
フ二 閹
隷
エ
ン
レ
イ
ニ一
。
乃
至
根
色
雖
レ 削
ル
ト染
愛
逾
増
ス。
深
ク為
シ
テ
二
道
ノ障
ヲ一 、
現
ニ充 ア
タ
ル二
戒
難
ニ一 。
尚
ヲ須
クレ 加
フ二 之
ガ擯
罪
ヲ一 。
寧
ゾ敢
テ依
テレ 之
ニ起
也
ヤ
ト
レ
福
ヲ」
已
上
。
義
浄
ノ『
寄
帰
伝
』
ノ四
ニ曰
、「
房
中
ノ
打
勢
仏
障
ヘ
テ不
レ
聴
ユ
ル
シ
玉
ハ。
復
有
リ二 自
刑
シ
テ断
ツ
モ
ノ
一レ
勢
ヲ。
深
ク乖
ケ
リ
二
律
典
ニ一 。
若
シ其
レ依
テレ 斯
ニ致
サ
バ
レ
命
ヲ、
便
チ誤
ル二 一
生
ノ大
事
ヲ一 。
仏
因
テ二 斯
ノ理
ニ一 制
シ
テ而
不
レ 許
シ
玉
ハ。
上
人
通
識
ハ自 ミ
不
ズ
ト
二
肯
テ為
サ一 」
已
上
。
こ
の
故
に
支
那
四
朝
の
僧
伝
よ
り
、
本
邦
の
僧
史
等
に
至
ま
で
、
断
勢
の
者
を
載 の
せて
徳
と
せ
ず
。
そ
の
こ
れ
を
な
す
者
は
、
実
に
少
学
寡
聞
く
は
ぶ
んの
失 し
つな
り
。
但
し
『
梁
僧
伝
』
第
八
定
林
寺
の
沙
弥
智
進
、
本 も
と閹 ゑ
ん
」
上
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人 じ
んに
し
て
出
家
苦
行
す
る
は
、
こ
れ
剃
度
て
い
ど
以
前
の
事
な
り
。『
宋
ノ僧
伝
』
二
十
六
、
光
儀
律
師
の
断
勢
は
、
事 こ
と急
難
よ
り
起
り
て
常
規
に
あ
ら
ず
。
『
釈
書
』
第
十
八
、
舎
利
尼
無
根
に
し
て
精
進
修
行
せ
し
は
、
こ
れ
本
よ
り
不
女
ふ
に
よに
し
て
故 こと
さ
らに
壊 え
す
る
に
あ
ら
ず
。
此
外
断
根
の
者
を
載
て
徳
と
す
る
を
見
ず
。
若 も
しそ
れ
『
釈
書
』
十
一
に
載 の
する
が
ご
と
く
、
理
満
法
師
医
家
に
往
て
陰
委
い
ん
い
の
薬
を
求
め
服
し
て
、
永
く
欲
想
よ
く
さ
うを
絶 た
つが
如
き
は
、
以
て
上
策
と
す
べ
し
。
猶
曽
て
『
無
能
師
行
業
記
』
ノ上
に
こ
れ
を
弁
ず
と
い
へ
ど
も
、
未 い
ま
だ尽
さ
ゞ
る
所
あ
り
。
故
に
爰
に
詳
に
判
断
す
。
知
べ
し
。
〇
定
既
に
身
心
内
外
清
潔
せ
い
け
つに
し
て
、
法
器
こ
ゝ
に
満
足
せ
り
と
悦
び
遂 つ
ゐに
享
保
五
年
庚
子
仲
秋
、
本
国
山
形
や
ま
が
た宝
勝
禅
寺
瑞
峯
和
尚
を
拝
し
て
師
と
し
、
剃
染
受
戒
じ
ゆ
か
いし
て
、
禅
峯
待
定
」
上
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と
号
す
。
時
年
三
十
七
歳
な
り
。
し
か
る
に
定
法
師
の
出
家
得
度
、
従
来
工
夫
く
ふ
う百
練 れ
んし
て
、
進
退
容
易
よ
う
い
に
せ
ざ
る
は
、
最
勝
本 ほ
ん真 し
ん
の
出
家
を
要
期
せ
し
故
な
り
。
善
導
大
師
出
家
の
義
を
釈
し
て
曰
、「
出
家
ト者
亡
ジレ 身
ヲ捨
テレ 命
ヲ断
ジ
テ
レ
欲
ヲ帰
シレ 真
ニ、
心
若
ニ
シ
テ
二
金
剛
ノ一 等
二
同
ナ
リ円
鏡
ニ一 。
稀
二 求
シ
テ仏
地
ヲ一 、
即
チ弘
ク益
ス
ト
二
自
他
ヲ一 」
云
云
。
径 キ
ン山
ノ法
欽 キ
ン禅
師
告
テ二 崔 サ
イ趙 テ
ウ公
ニ一 曰
、「
出
家
ト者
大
丈
夫
ノ之
事
ナ
リ。
非
ト三 将
相
ノ之
所
ニ二 能
ク為
ル一
也
」
『
統
紀
』
四
十
二
。
古
尊
宿
ノ歌
ニ曰
、「
最
勝
児 じ
出
家
好
シ
ト、
最
勝
児
ト者
大
丈
夫
ナ
リ
ト也
」。
今
、
定
法
師
の
ご
と
き
は
、
真
の
最
勝
児
と
謂 い
ひつ
べ
し
。
雲
棲
大
師
ノ曰
、「
古
ニ謂
ク、
必
ズ須
ク下 重
テ離
レ二 煩
悩
ノ之
家
ヲ一 再
ビ割 サ
ク
中 塵
労
ノ之
網
ヲ上 。
是
レ出
家
以
後
ノ之
出
家
ナ
リ也
。
出
ル
コ
ト
ハ
二
前
ノ之
家
ヲ一 易
ク、
出
コ
ト
ハ
二
後
ノ之
家
ヲ一 難
シ。
」
上
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予
為
メ
ニ
レ
此
ガ暁
夜
惶
悚
シ
ョ
ウ
ス
ト（
オ
ソ
レ
） 」
『
竹
窓
二
筆
』 。
嘉
祥
大
師
ノ曰
、「
両
種
ノ出
家
ア
リ。
一
ニ
ハ出
ヅ二
形
家
ヲ一 。
二
ニ
ハ出
ル
ナ
リ
二
心
家
ヲ一 。
形
家
ト者
即
チ田
宅
妻
子
ヲ為
二 形
家
ト一 、
今
能
ク割 サ
キ
レ 愛
ヲ辞
シレ 親
ヲ被
テレ 緇 シ
ヲ入
ル
ハ
レ
道
ニ、
為 コ
レ出
ル
ナ
リ
二
形
家
ヲ一 。
而
レ
ド
モ今
世
雖
レ 捨
ト二 妻
子
眷
属
ヲ一 、
復
タ
為
メ
ニ
二
弟
子
深
房
ノ一 已
ニ復
タ為 ラ
ル
二 此
等
コ
レ
ラ
ニ縛
セ一 。
何
ゾ謂
ン二 出
家
ト一 。
乃
チ是
レ移
ス
ナ
ル
レ
家
ノ耳 ノ
ミ。
二
ニ
出
ト二 心
家
ヲ一 者
、
愛
見
ノ諸
ノ煩
悩
ヲ為
二 心
家
ト一 。
若
シ能
ク断
ズ
レ
バ
二
諸
ノ見
愛
ヲ一 、
即
チ出
ル
ナ
リ
二
心
家
ヲ一 」
と
『
維
摩
ノ義
疏
』
第
二
に
見
え
た
り
。
今
、
待
定
の
如
き
は
能
く
二
家
を
出
た
り
と
謂
つ
べ
し
。『
竹
窓
三
筆
』
に
出
家
の
四
料
簡
あ
り
。
併
せ
見
つ
べ
し
。
〇
法
師
剃
度
の
後
、
暫 し
ば
らく
宝
勝
の
庫
院
（
く
り
） を
輔 た
すけ
て
、
井 せ
い臼 き
う蔬
圃
そ
ほ
の
間
に
役 え
きし
、
搬 は
ん柴 さ
い運
水
の
労
に
就 つ
くと
い
へ
ど
も
、
敢 あ
へて
日
用
の
工
夫
く
ふ
う
を
廃 は
いせ
ず
。
身
心
を
抖

と
そ
ふし
て
寒
暑
を
憚 は
ゞか
ら
ず
。
仍
て
堂
頭
だ
う
て
う
」
上
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瑞
峯
和
尚
も
、
法
師
が
実
践
じ
つ
せ
ん実
行
を
感
じ
て
道 だ
う愛 あ
い他
に
異 こ
と
な
り
。
瑞
峯
は
洛
北
鷹
峰
た
か
ゞ
み
ね復 ふ
く古
堂
白
卍
山
の
法
嗣
は
つ
す
に
し
て
洞
門
の
白
眉
は
く
び
な
り
。
一
日
法
師
を
し
て
入
室
に
つ
し
つせ
し
め
問
て
曰
、「
汝
久
し
く
幽
巌
邃 す
い谷 こ
くの
内
に
住
し
て
艱
難
か
ん
な
ん労
苦
す
と
。
未
審
い
ぶ
か
しこ
の
什
麼
な
ん
の
事
業
し
ご
ふを
か
修
し
、
什
麼
な
に
の
道
理
を
か
明
ら
む
。
老
僧
が
為
に
試 こゝ
ろ
みに
挙 こ
せ
よ
。
看 み
む
」
と
。
法
師
答
て
曰
、「
わ
れ
前 さ
きに
浄
土
の
知
識
に
謁 え
つし
て
、
念
仏
往
生
の
要
津
よ
う
し
んを
聞
く
。
爾 しか
りし
よ
り
日
々
数
万
声
の
念
仏
を
修
し
、
西
方
を
以
て
棲 せ
い神 し
んの
地
と
す
。
弟
子
不
肖
ふ
せ
うな
り
と
い
へ
ど
も
、
普 あ
ま
ねく
衆
生
の
為
に
念
仏
を
弘
通
ぐ
づ
うし
、
共
に
浄
土
に
生
ぜ
ん
事
を
願
ず
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
煩
惑
ぼ
ん
わ
く紛
飛
ふ
ん
ぴ
し
て
愛
河
漲 みな
ぎり
来
る
。
」
上
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こ
れ
に
依
て
妄
情
を
蕩
尽
た
う
じ
んせ
ん
が
為
に
、
身
を
断
崖
だ
ん
が
い絶
壑
ぜ
つ
が
くに
寄 よ
せ
て
苦 く
練 れ
んす
と
い
へ
ど
も
、
未 いま
だ所
得
の
分 ぶ
んあ
る
事
な
く
、
わ
が
心
安 や
すか
ら
ず
。
既 す
でに
和
尚
の
恩 お
ん庇 ぴ
を
蒙 かう
ぶ
りて
忝
く
剃
染
受
戒
す
。
曠 く
は
う
劫 ご
うの
大
慶
何
事
か
こ
れ
に
し
か
む
。
更
に
冀
こ
ひ
ね
が
はく
は
和
尚
の
大
悲
、
弟
子
が
癡

ち
が
いを
怜 あ
は
れみ
給
ひ
て
念
仏
三
昧
を
離
れ
ず
し
て
洞
宗
の
安
心
を
示
し
給
へ
」
と
。
和
尚
の
曰
、「
咄 つた
な
い哉 か
な。
丈
夫
な
ん
ぞ
か
く
の
ご
と
き
胡
乱
う
ろ
んの
語 ご
を
な
す
や
。
歴
劫
り
や
く
ご
うよ
り
今
に
至
る
ま
で
、
頭 か
う
べを
改
め
面 お
も
てを
換 か
へて
、
諸
趣
に
輪
廻
す
る
事
は
、
こ
れ
他
な
し
。
唯
自
家
の
己 こ
霊 れ
いを
昧 ま
い没 も
つし
て
迷
に
随
ひ
妄
を
遂 お
ふ
に
よ
る
の
み
。
汝
宿
習
し
ゆ
く
し
うに
依
て
、
今
苦
行
三
昧
に
忍
耐
に
ん
た
いせ
り
。
」
上
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こ
れ
実
に
猛
烈
み
や
う
れ
つの
大
丈
夫
、
真 し
んの
鉄
漢
て
つ
か
んな
り
。
只
急 き
うに
参
禅
し
て
頓
に
心
地
し
ん
ぢ
を
発
明
は
つ
め
いし
、
自
性
の
弥
陀
を
見
、
唯
心
ゆ
い
し
んの
浄
土
に
生
ず
べ
し
。
何
ぞ
心
外
し
ん
げ
の
浄
土
を
求
め
、
身
後
し
ん
ご
の
解
脱
げ
だ
つを
期
せ
ん
」
と
。
法
師
こ
の
示
誨
じ
け
を
聞
て
更
に
問
て
曰
、「
如
何
い
か
ん
が
幕
地
ま
く
ち
に
生
死
を
透
脱
た
う
だ
つし
、
現
世
に
仏
祖
の
位
に
到
ら
ん
や
」。
和
尚
の
曰
、「
唯
十
二
時
中
し
ば
ら
く
も
間
断
か
ん
だ
んな
く
、
こ
の
無
義
味
の
話
頭
わ
と
うを
参
究
さ
ん
き
うす
べ
し
。
い
か
な
る
か
こ
れ
無
義
味
の
話 わ
、
不
思
ふ
し
善 ぜ
ん不
思
悪
、
正
与
麼
し
や
う
よ
も
の
時
、
那
箇
な
こ
か
こ
れ
待
定
が
本
来
の
面
目
と
、
た
ゞ
こ
の
話
頭
わ
と
うに
於
て
快 く
わ
いに
精
彩
せ
い
さ
いを
着 つ
け
、
精
進
の
上
に
精
進
を
加
へ
、
朝 あ
し
たに
参
じ
、
暮 ゆ
ふ
べに
参
じ
、
行
じ
究 き
はめ
、
」
上
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坐
し
究 き
はめ
ば
、
一
旦
漆 し
つ桶 つ
うを
打
破
だ
は
し
て
、
頓
に
本
来
の
面
目
を
徹
見
て
つ
け
んせ
ん
。
し
か
う
し
て
後
、
生
死
涅
槃
の
相
を
求
る
に
、
空
裡
く
う
り
に
風
を

つ
なぎ
、
水
中
に
月
を
把 と
る
に
同
じ
か
ら
ん
。
他
時
三
界
の
出
べ
き
な
く
、
豈 あ
に一
法
の
情 じ
や
うに
あ
た
る
あ
ら
ん
や
。
与
麼
よ
も
の
時
、
汝
に
許 ゆ
るす
。
仏
祖
の
位
に
到
り
、
人
天
の
大
眼 げ
ん目
と
な
る
事
を
」。
法
師
言
下
ご
ん
か
に
於
て
心
意
快
然
く
わ
い
ぜ
んた
り
。
則
作
礼
さ
ら
いし
て
退
出
し
、
僧 そ
う厨 ち
う
（
く
り
）
に
あ
つ
て
一
夜
工
夫
く
ふ
うす
ら
く
、「
わ
が
出
家
修
行
の
本
意
偏 ひ
と
へに
念
仏
に
あ
り
。
今
和
尚
の
示
誨
じ
け
は
専
ら
心
地
し
ん
ぢ
発
明
は
つ
め
いを
期 ご
す
。
甚
わ
が
心
願
に
違 た
がふ
。
然
れ
ど
も
、
わ
れ
す
で
に
和
尚
の
室 し
つに
入
て
法
子
の
数
に
預
る
。
何
ぞ
偏 ひ
と
へに
師
父
し
ふ
の
命 め
いに
違 い
せ
ん
。
」
上
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そ
れ
参
禅
は
心
性
を
悟
る
。
念
仏
は
生
死
を
脱
す
。
心
性
を
悟
る
底 て
いの
人
に
し
て
、
生
死
を
脱
せ
ざ
る
は
な
く
、
生
死
を
脱
す
る
底 て
いの
人
に
し
て
、
豈 あ
に心
性
に
迷
は
ん
や
。
然
れ
ば
参
禅
と
念
仏
と
其
理
終 つ
ゐに
異 こ
とな
る
べ
か
ら
ず
。
然
り
と
い
へ
ど
も
参
禅
は
頓
悟
上
善
の
機
、
専
ら
自
力
を
励 は
げま
し
て
自
己
じ
こ
を
発
明
は
つ
め
い
す
。
浄
土
は
根
鈍
障
重
し
や
う
ぢ
うの
機
、
偏 ひ
とへ
に
他
力
を
信
じ
て
順
次
じ
ゆ
ん
じ往
生
を
期
す
。
亦
こ
れ
ら
の
差
別
な
き
に
あ
ら
ず
。
今
よ
り
し
て
わ
れ
念
仏
を
正
業
と
し
、
参
禅
を
助
業
に
充 あ
て
、
念
仏
の
力
に
よ
つ
て
遂 つ
ゐに
自
己
じ
こ
を
覚
了
か
く
れ
うし
、
三
昧
を
発
得
し
て
人
天
の
依
怙
え
こ
と
な
ら
ん
」
と
。
す
な
は
ち
瑞
峯
」
上
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老
師
の
座
下
を
辞 じ
し
て
、
同
国
の
内
用 よ
う村 む
らと
い
ふ
所
に
草
庵
を
結
び
、
壁
立
万
仞
へ
き
り
ふ
ば
ん
じ
んに
し
て
鉄 て
つ脊
梁
せ
き
り
や
うを
竪
起
じ
ゆ
き
し
、
昼
夜
に
念
仏
す
る
事
十
五
万
声
、
只
見
仏
の
念
に
住
し
て
猛 み
や
うに
精
彩
せ
い
さ
いを
著 つ
け
、
孳
々
し
し
と
し
て
綿
密
め
ん
み
つな
り
。
茲 こ
ゝに
於
て
諸
人
帰
敬
し
、
遠
近
よ
り
結
縁
来
詣
の
者
雲 う
ん霞 か
の
如
し
。
法
師
群
参
の
衆
に
し
ば
ら
く
も
対
話
た
い
わ
す
る
事
な
く
、
只
不
断
に
称
名
相
続
す
る
の
み
。
但
し
昼 ひ
る三
時 じ
来
詣
の
諸
人
に
十
念
を
授
け
ら
る
。
其
余
に
は
一
向
応
対
な
し
。
故
に
庵
中
は
い
つ
も
し
づ
か
に
し
て
独
住
の
ご
と
く
、
曽
て
心
意
を
労
せ
ら
る
ゝ
事
な
し
。
法
師
か
く
本
訥
ぼ
く
と
つな
り
と
い
へ
ど
も
、
」
上
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天
性
衆
生
縁
深
し
て
、
人
そ
の
徳
に
嚮 む
かふ
事
、
草
の
風
に
靡 な
びく
が
ご
と
し
。
誠
に
累
世
る
い
せ
修
道
の
聖 ひ
じ
りな
ら
ん
と
万
人
貴
び
あ
へ
り
。
粤 こ
ゝに
或
人
、
法
師
の
日
課
十
五
万
称
と
い
ふ
を
疑
て
、
予
に
問
て
曰
、「
い
に
し
へ
道
綽
だ
う
し
や
く禅
師
七
日
に
百
万
遍
を
満
じ
給
ひ
し
を
、
み
づ
か
ら
修
し
て
試 こゝ
ろ
むる
に
、
昼
夜
百
刻
の
内
十
四
万
余
遍
は
理
と
し
て
唇 し
ん舌 ぜ
つ運 は
こび
が
た
し
。
若 も
し南
無
の
二
字
を
省 は
ぶき
て
称
る
時
は
、
百
万
の
数
を
満
ず
。
然
れ
ば
古
徳
の
七
日
百
万
も
、
恐
く
は
六
字
全
く
称
へ
給
ふ
に
は
あ
ら
じ
。
い
は
ん
や
待
定
の
一
昼
夜
に
十
五
万
遍
と
い
ふ
は
、
唯 た
ゞ四
字
の
名
号
に
称
る
な
る
べ
し
」
と
。
予
答
て
曰
、「
わ
れ
法
師
の
在
世
に
曽
て
」
上
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直
面
せ
ず
。
今
、
た
ゞ
法
師
口
授
の
聞
書
を
以
て
こ
れ
を
記
す
れ
ば
、
其
事
分
明
に
答
へ
が
た
し
。
然
れ
ど
も
法
師
曽 か
つて
四
字
の
名
号
に
称
へ
ら
れ
し
と
い
ふ
事
、
終 つ
ゐに
聞 き
かざ
る
所
な
り
。
况 いは
ん
や法
師
の
実
行
じ
つ
ぎ
や
うを
以
て
察
す
る
に
、
六
字
分
明
に
し
て
訛 ぐ
は
略 り
や
くあ
る
べ
か
ら
ず
。
又
念
珠
に
も
驀
過
ま
つ
く
は
（
く
り
こ
し
） あ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
う
じ
て
法
師
の
課
仏
な
ん
ぞ
止 た
ゞ十
五
万
遍
に
限
ら
ん
や
。
其
満
不
満
を
議 ぎ
す
る
は
通
例
の
上
に
於
て
論
ず
べ
し
。
今
は
上
々
智
人
不
思
議
の
境
界
を
談
ず
。
そ
の
不
思
議
に
至 い
た
つて
は
、
時
節
の
長
短
延
促
え
ん
そ
く
（
の
べ
ち
ゝ
み
） 一
准 じ
ゆ
んな
ら
ず
。
然
る
故
は
中
古
ち
う
こ
に
光
明
真
言
一
昼
夜
に
十
万
遍
誦
せ
し
人
あ
り
。
当
時
も
慈
救
呪
じ
く
の
じ
ゆ十
万
」
上
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遍
の
行
者
あ
り
。
光
明
呪
一
遍
の
間
に
は
念
仏
五
遍
唱
ふ
べ
し
。
慈
救
じ
く
の
呪
一
遍
の
間
に
も
亦
念
仏
五
遍
を
称
ふ
べ
し
。
然
れ
ば
光
明
呪
慈
救
呪
十
万
の
間
に
は
、
念
仏
五
十
万
遍
唱
ふ
べ
し
。
一
遍
と
五
遍
と
相
対
す
る
が
故
に
。
こ
れ
を
以
て
考
れ
ば
、
念
仏
十
五
万
遍
は
真
言
三
万
遍
に
当
る
。
知
べ
し
、
念
仏
五
十
万
遍
は
三
日
三
夜
の
所
作
に
当
れ
り
。
又
当
今
法
華
読
誦
の
人
を
聞 き
くに
、
一
日
二
部
の
日
課
を
最 さ
い上
と
す
。
こ
れ
十
五
年
に
一
万
部
を
満
ず
と
也
。
然
る
に
松
島
の
見
佛
上
人
は
、
十
二
年
の
中
に
六
万
部
を
成
就
す
と
。
こ
れ
一
日
に
十
三
部
余
に
当
れ
り
。
又
周
列
の
基 き
燈 と
う法
師
は
毎
日
法
華
三
十
余
部
を
誦
す
と
、
蓮
長
法
師
は
唇 し
ん舌
迅
疾
ぜ
つ
じ
ん
し
つ
（
は
や
し
） に
し
て
一
月
に
千
部
を
」
上
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終 こ
ふ
と
。
並
に
『
釈
書
』
感
進
ノ
に
見
え
た
り
。
今
の
持 ぢ
経
者
き
や
う
し
やを
以
て
何
ぞ
こ
れ
ら
の
諸
師
を
疑
ふ
べ
け
ん
や
。
こ
れ
練
磨
れ
ん
ま
の
妙
用 ゆ
うに
し
て
唇 し
ん舌 ぜ
つ呼
吸
こ
き
う
の
遅
速
ち
そ
くを
以
て
論
じ
難
し
。
又
鞍
馬
く
ら
ま
の
重
怡
ぢ
う
い
上
人
は
、
四
千
日
の
間
日
毎
ひ
こ
と
に
念
仏
十
二
万
遍
を
修
し
、
又
十
四
年
の
間
に
小
豆
を
以
て
算
と
し
て
、
念
仏
す
る
事
二
百
八
十
七
斛 こ
く六
斗
を
得
た
り
共
、
宗 む
ね友 と
もの
『
本
朝
新
修
伝
』、
及
び
『
釈
書
』
に
見
え
た
り
。
こ
れ
ら
の
法
師
の
行
実
を
以
て
按
ず
る
に
、
今
待
定
の
数
遍
何
ぞ
疑
ふ
に
足 た
ら
ん
や
」。
〇
法
師
庵 あ
ん居
以
来
、
道
俗
男
女
帰
依
供
養
し
て
勝
縁
を
結
ふ
者
、
日
々
群
参
ぐ
ん
さ
んし
て
羶 せ
んを
し
た
ふ
蟻 ぎ
（
あ
り
） の
如
し
。
或
は
禅
室
を
営 い
と
なみ
、
法
師
の
来 ら
い住 ぢ
うを
願
ふ
者
又
少 す
く
なか
ら
ず
。
其
中
に
辞 じ
し
」
上
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が
た
き
事
あ
り
て
、
用 よ
う村
の
庵
を
転 て
んじ
て
和
合
わ
が
ふ村
と
い
ふ
所
に
移 い
住 ぢ
うせ
ら
る
。
こ
の
二
庵
住
居
の
間
五
箇
年
な
り
。
法
師
常
に
木
食
に
て
多
分
た
ぶ
んは
蕎
麦
粉
そ
ば
こ
を
受
用
じ
ゆ
よ
うせ
り
。
凡 およ
そ食
物
の
内
々
樒 しき
み香 か
う少
づ
ゝ
加 く
はへ
て
食
せ
ら
れ
け
る
。
こ
れ
味
著
み
ぢ
や
くを
離 は
なれ
、
淫
習
い
ん
し
うを
防 ふ
せぐ
用
意
な
る
べ
し
。
昼
夜
不
臥
に
し
て
枕
席
し
ん
せ
き蚊

か
ち
や
うの
類 た
ぐひ
を
用
ひ
ず
、
常
に
弊
服
へ
い
ふ
くを
着 ち
や
くし
て
、
好 こ
の
んで
蚤 さ
う蝨 し
つ
（
の
み
し
ら
み
） に
餧 か
ふ
。
若
人
来
り
て
問
ふ
事
あ
れ
ば
、
わ
づ
か
に
所
問
を
答
る
の
み
。
若 も
し無
益
の
事 じ
な
れ
ば
、
た
ゞ
俯
首
ふ
し
ゆし
て
応
答
い
ら
へ
な
し
。
或
は
稀 ま
れに
請 しや
うに
赴 おも
む
かる
ゝ
事
あ
れ
ど
も
、
時
を
過 す
ごさ
ず
、
速 すみ
や
かに
帰
庵
す
。
常
に
辞
色
じ
し
よ
く厳 げ
ん
励 れ
いに
し
て
、
曽 か
つて
笑
の
面
あ
る
を
見
ず
、
又
目
を
挙
て
男
女
」
上
33オ
―65―
の
面
を
見
ず
。
隆 り
う寒 か
んの
節
と
い
へ
ど
も
絮 わ
た衣 い
れ袷 あ
は
せの
類
を
着
せ
ず
、
四
時
し
い
じ
と
も
に
唯 た
ゞ帷
子
か
た
び
ら一
領
、
或
は
二
領
の
み
。
上
に
は
黒
き
麻
の
真

こ
ろ
も
、
麻
の
七
條
衣 え
を
着
し
、
便
利
べ
ん
り
を
除 の
ぞ
きて
分
法
衣
を
脱 ぬ
がず
、
厳
寒
げ
ん
か
んに
も
頭
巾
づ
き
ん足 た
衣 び
の
類 る
いを
用 も
ち
ひず
、
又
火
に
近
づ
か
ず
、
盛
暑
せ
い
し
よに
も
扇
子
を
用
ず
、
本
よ
り
汗 あ
せ
す
る
事
も
な
し
。
法
師
儀
貌
ぎ
は
う魁
偉
く
わ
い
ゐ
（
お
ほ
い
） に
し
て
容
易
よ
う
い
に
馴 な
れ
親 し
た
しみ
が
た
し
。
遠
所
ゑ
ん
じ
よの
行
来
に
も
馬
駕
籠
か
ご
を
用
ひ
ず
、
草
履
ざ
う
り

屐 あ
し
だを
用
ひ
ず
、
赤 しや
く脚 き
や
くに
し
て
歩
行
ほ
か
うせ
ら
る
。
評
に
曰
、
不
臥
に
し
て
枕
席
し
ん
せ
きの
類
を
用
ひ
ざ
る
事
、『
光
明
伝
』
ニ曰
、「
三
十
余
年
無
ク二 別
ノ寝
処
一 、
不
ズ
ト
二
暫
モ睡
眠
セ一 」。
又
目
を
挙
て
男
女
の
面
を
見
ず
」
上
33ウ
と
は
、
こ
れ
亦
『
光
明
伝
』
に
、「
不
ズ
ト
三
嘗
テ挙
テレ 目
ヲ視
二 女
人
ヲ一 」。
清
涼
し
や
う
れ
う国
師
の
十
誓
の
第
三
に
も
「
目
ニ不
トレ 視
二 女
人
ヲ一 」
あ
り
。
四
時
一
衣
の
事
、
栄
西
禅
師
ノ『
興
禅
護
国
論
』
下
十
二
紙
に
、「
梵
僧
中
華
ち
う
く
はに
来
ら
れ
し
に
、
皆
寒
月
に
単
裙
単
衣
に
て
、
綿
衣
を
着
せ
ず
」
と
い
へ
り
。『
続
僧
伝
』
三
十
七
釈
ノ
大
志
ノ伝
ニ曰
、「
冬
夏
一
服
ニ
シ
テ
無
シレ 御
ス
ル
コ
ト
二
纊
ヲ一 。
布
艾
フ
ガ
素
自 ヨツ
テ
レ
此
レ
ニ為
トレ 常
ト」。
同
三
十
七
釈
ノ
道
休
ノ伝
ニ曰
、「
所
ノレ 着
ス
ル布
衣
積
ツ
テ有
リ二 年
稔 ジ
ン
一 。
塵
朽
零
破
シ
テ見
ル者
寒
心
ス。
時
属
シ
テ
二
厳
冬
ニ一 、
忽
然
ト
シ
テ呻
噤
ス。
即
チ合
セ二
脱 ヌイ
デ三
衣
ヲ一 、
露
ハ
シ
テ
レ
背
ヲ而
坐
ス。
冷
厲
難
シレ 耐 タ
ヘ、
便
チ取
テ二 一
重
ヲ一 披
テレ 之
ヲ遂
ニ便
チ覚
ヲレ 暖
ヲ、
自 ミ
誡
勧
シ
テ曰
ク、『
汝
亦
易
シレ
誑
タ
フ
ラ
カ
シ、
前
後
ニ冷
ク
ニ是
レ衣
ナ
リ。
如
何
ゾ易
フ
シ
テ
レ
奪
ヒ遂
ニ覚
フ
レ
暖
ヲ也
。
汝
不
レ 可
ラレ 信
ズ。
当
サ
ニ
レ
為
ル二 汝
ガ師
ト一 』
已
上
。
こ
れ
み
づ
か
ら
わ
が
身
を
い
ま
し
め
て
寒
苦
を
忍
ぶ
な
り
。
延
喜
帝
の
寒
夜
に
御
衣
ぎ
よ
ゐ
を
脱 ぬ
ぎ
給
ひ
、
宋
の
太
宗
の
寒
夜
に
炭
火
だ
ん
く
はを
撤 て
つし
給
ひ
し
類
ひ
、
思
ひ
合
す
べ
し
。
又
厳
寒
げ
ん
か
んに
」
上
34オ
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も
火
に
近
づ
か
ざ
る
事
、『
釈
氏
要
覧
』
ノ下
ニ引
テ二 僧
祇
律
ヲ一 、「
明
ス二 向
火
ノ亡
過
ヲ一 。
其
中
有
リ下 身
羸 ツカ
レ生
ズ
ル
二
犯
戒
ノ縁
ヲ一 等
ノ之
過
失
上 」。『
珠
林
』
百
十
九
五紙
同
レ 之
ニ。
今
法
師
の
火
に
あ
た
ら
れ
ざ
る
、
冝
む
べ
な
る哉
。
又
馬
駕 か
輿 ご
に
乗
ら
ざ
る
事
、『
珠
林
』
第
一
百
九
ニ引
テ二 『
遺
教
』
法
律
ヲ一 曰
、「
若
シ出
家
ノ人
乗
ズ
ル
コ
ト
二
車
馬
ニ一 、
一
日
ス
レ
バ除
ク二 五
百
日
ノ斎
ヲ一 。
一
歳
三
百
六
十
日
ノ乗
計
除
二 却
ス十
八
万
日
ノ斎
ヲ一
乃
至
除
テ二 老
病
ノ暫
ク
乗
ヲ一 不
トレ 犯
セ」
已
上
。
又
草 ざ
う履 り
屐 あ
し
だを
著 は
か
ず
赤
脚
な
る
事
、
こ
れ
ら
の
事
は
、
瑣
細
さ
さ
いに
し
て
言 い
ふ
に
足 た
ら
ざ
る
に
似
た
れ
ど
も
、
僧
伝
の
中
に
挙
て
往
々
せ
り
。
皆
、
節 せ
つ身
頭
し
ん
づ
陀 だ
の
随
一
な
れ
ば
な
り
。
義
浄
ノ『
寄
帰
伝
』
ノ四
ニ曰
、
「
善
遇
法
師
義師
也 浄
ノ之
、
大
分
オ
ホ
ム
ネ塗
跣
（
ス
ア
シ
）
ナ
リ
。
恐
ク
ハ損
セ
ン
ト
ス
二
衆
生
ヲ一 」
已
上
。
唐
ノ道
休
法
師
徒
跣
三
年
ト。
慈
受
深
禅
師
ノ曰
、「
高
僧
慧
休
ハ三
十
年
著 ハ
ク
二
一
ノ
鞋 カ
イ
（
ク
ツ
）
ヲ一
。
遇
ト
キ
ハ
二
軟
地
ナ
ン
チ
（
ヤ
ハ
ラ
カ
）
ニ一
則
チ赤
脚
（
ス
ア
シ
）
ニ
ス
ト
」
已
上
。
」
上
34ウ
〇
他
行
の
節
に
も
、
庵
の
戸
を
と
ざ
す
事
な
く
、
又
跡
に
所
用
な
ど
い
ひ
を
か
る
ゝ
事
も
な
し
。
評
に
曰
、
天
台
慈
威
和
尚
の
曰
、「
人
は
他
行
の
時
、
ま
た
か
へ
ら
ん
事
の
有
べ
か
ら
ざ
る
様 や
うに
物
し
た
ゝ
め
て
行
べ
き
な
り
。
不
定
の
世
に
ま
た
か
へ
ら
ん
ず
る
思
ひ
を
な
す
者
は
愚
痴
な
り
。
同
朋
等
侶
ど
う
ほ
う
と
う
り
よの
外
見
ぐ
わ
い
け
んも
見 み
苦 ぐ
る
し
き
な
り
」
と
。
又
曰
、「
人
ご
と
に
他
所
に
行
て
は
わ
が
家
に
帰
り
た
き
こ
ゝ
ろ
こ
れ
あ
り
。
又
家
に
帰
り
て
は
、
安

あ
ん
ど
の
思
ひ
を
な
す
な
り
。
相
構 か
まへ
て
か
く
の
ご
と
く
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
執
心
を
捨
べ
き
な
り
」
と
。
『
行
者
用
心
集
』
下
。
古
徳
は
加
程
の
執
心
を
さ
へ
、
い
ま
し
め
給
ふ
。
ま
し
て
浮
世
の
人
の
執
心
慎 つ
ゝし
み
て
も
猶
慎
む
べ
し
。
今
法
師
の
風
情
、
雲
の
青
山
せ
い
ざ
んを
恋 し
たは
ず
、
鏡 か
ゞ
みの
妍
醜
け
ん
し
う
（
か
ほ
よ
し
み
に
く
し
）
を
籠 こ
めざ
る
が
ご
と
し
。
真 し
んの
道
者
の
亀
鑑
き
か
んな
る
べ
し
。
」
上
35オ
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〇
又
駅 え
き路 ろ
の
往
還
わ
う
く
は
んに
も
こ
と
さ
ら
に
宿
を
借 か
ら
る
ゝ
事
な
し
。
人
の
志
に
て
留
ざ
る
時
は
、
野
宿
の
じ
ゆ
くし
て
夜
を
明
し
、
志
あ
り
て
留
る
所
に
は
幾
日
い
く
か
も
留
せ
り
。
食
事
も
住
庵
の
日
は
、
七
日
に
一
度
、
五
日
に
一
度
、
三
日
に
一
度
な
ど
食
せ
ら
る
。
凡
一
旬
二

ざ
ん一
月
六

ざ
んの
つ
も
り
に
行
乞
ぎ
や
う
こ
つせ
ら
る
。
其
日
々
に
食
せ
ざ
る
余
分
を
以
て
鳥
畜
虫
魚
等
の
施
食
に
充 あ
つ
。
常
に
林 り
ん藪 そ
うに
米
を
ま
き
て
虫 ち
う蟻 ぎ
に
あ
た
へ
、
池

ち
た
うに
麦 む
ぎを
散
じ
て
魚 ぎ
よ蝦 か
（
ゑ
び
） に
施
す
。
又
箱
に
五
穀
を
入
て
諸
鳥
に
あ
た
ふ
。
故
に
庵
内
に
は
鳥
類
相
馴 な
れて
飛 と
び
翔 か
けり
、
法
師
の
肩 か
たの
上
に
あ
が
り
、
懐
中
く
わ
い
ち
うに
も
飛
び
入 い
る。
諸
人
こ
れ
を
見
て
白
米
を
持
来
り
て
法
師
に
度 ど
与 よ
す
。
仍
て
」
上
35ウ
施
食
沢
山
た
く
さ
んに
し
て
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
あ
た
へ
ら
れ
き
。
評
に
曰
、『
続
僧
伝
』
第
九
ニ隋
ノ法
朗
ノ伝
ニ曰
、「
房
内
ニ畜
二 養
ス鵝 ガ
鴨 ア
フ鶏
犬
ヲ一 。
其
ノ類
繁
多
ナ
リ。
所
ロレ 行
ク見
ル者
無
レレ 不
ト
云
コ
ト
二
収
メ養
ハ一 。
至
テ二 朗
ノ寝
息
ス
ル之
始
ニ一 、
皆
寂
ト
シ
テ無
シレ 声
。
遊
観
ノ之
時
ハ鳴
吠
喧
乱
タ
リ。
斯
レ亦
懐
感
ノ之
致
ナ
リ矣
。
唐
ノ恵
竟
ハ鉢
中
ノ之
余
飼
フ二 房
内
ノ鼠
ニ一 。
有
リ二 鼠
百
余
一 。
皆
馴
狎
ナ
レ
ナ
レ
テ
争
ヒ来
テ就
クレ 食
ニ」
と
。
こ
れ
ら
の
慈
物
の
跡
僧
伝
に
載 の
せて
称
せ
り
。
〇
又
法
師
の
庵
最
上
も
が
み川
に
近
し
。
漁
人
ぎ
よ
じ
ん常
に
船
に
乗
て
網 あ
み
し
釣 つ
りす
る
事
を
業 わ
ざと
す
る
者
多
し
。
法
師
こ
の
川
に
て
施
食
し
念
仏
せ
ら
れ
し
よ
り
、
此
川
の
上
下
数 す
十
町
の
間
、
た
え
て
漁 ぎ
よ
猟 れ
うを
得
ず
。
小
魚
の
類
ま
で
も
見
え
ず
。
然
る
に
法
師
施
食
の
為
に
こ
の
川
岸
か
し
へ
立
寄 よ
ら
る
れ
ば
大
小
の
鱗 り
ん族 ぞ
くう
か
び
出
て
、
」
上
36オ
―68―
あ
た
か
も
食
を
乞 こ
ふに
似
た
り
。
漁
夫
ぎ
よ
ふ
の
輩
こ
の
異 ゐ
を
見
て
、
永
く
殺
業
を
止 や
め
、
法
師
の
化
に
帰
す
る
者
多
し
。
評
に
曰
、『
続
僧
伝
』
第
二
十
法
聡
ノ
伝
ニ
曰
、「
法
聡
於
テ二 漢
水
漁
人
ノ牽
クレ 網
ヲ所
ニ一 、
三
タ
ビ告
グ二
解
脱
首
楞
厳
ト一 。
引
ケ
ド
モ
レ
網
ヲ不
レ 得
、
空
シ
テ
レ
網
ヲ而
返
ル
ト」
『
人
天
宝
鑑
』
一
号
。
又
大
善
禅
師
の
名
を
称
る
に
、
群
鹿
囲 か
こ
みを
解 と
いて
脱 ま
ぬ
がれ
去
る
事
、『
釈
門
正
統
』
ノ一
、『
仏
祖
統
紀
』
九
等
に
見
え
た
り
。
こ
れ
皆
慈
心
三
昧
熏
発
く
ん
ほ
つの
力
な
り
。
『
続
僧
伝
』
三
十
四
恵
侃 カ
ンの
伝
に
も
あ
り
。
〇
又
法
師
久
し
く
断
食
せ
ら
る
ゝ
時
は
、
腹
中
の
虫
の
為
に
と
て
、
抹
香
ま
つ
か
うを
茶
匙
さ
じ
に
一
つ
水
に
和
し
て
飲 の
み
、
虫
い
ち
う
（
な
が
む
し
） の
養
ひ
に
あ
て
ら
る
。
毎
月
十
斎
日
朔
日
八
日
十
四
日
十
五
日
十
八
日
廿
三
日
廿
四
日
廿
八
日

廿
九
日
卅
日
な
り
。
小
月
に
は
廿
七
日
を
足
す
。
に
は
、
魚
鳥
を
買
求
か
い
も
とめ
、
三
帰
を
さ
づ
け
念
仏
し
て
放
生
は
う
じ
や
うせ
ら
る
。
諸
人
」
上
36ウ
こ
れ
を
見
聞
し
、
展
転
て
ん
で
ん感
化
か
ん
く
はし
、
鳥
銃
て
う
じ
う
（
て
つ
は
う
） 魚
網
ぎ
よ
も
う等
を
捨
て
、
永
く
殺
業
を
止 や
めし
者
少 す
く
なか
ら
ず
。
或
は
非
人
乞
児
か
た
ゐ
の
た
ぐ
ひ
を
あ
は
れ
み
て
食
を
施
し
、
或
は
み
づ
か
ら
粥 か
ゆを
煮 に
て
施
し
、
或
は
衣
服
い
ふ
くな
ど
ぬ
ぎ
て
あ
た
へ
ら
る
ゝ
事
も
あ
り
。
仍
て
乞
丐
こ
つ
が
い人 に
んど
も
あ
ま
た
来
れ
り
と
な
ん
。
又
毎
月
の
布 ふ

さ
つに
は
、
火
を
掌
た
な
ご
ゝ
ろの
内
に
置 を
きて
香
を
焚 た
き
、
こ
れ
を
額
上
が
く
じ
ょ
う（
ひ
た
い
） に
捧 さ
ゝげ
て
一
心
に
念
仏
せ
ら
る
。
其
会
えに
願
る
者
、
皆
感
涙
を
催 も
よ
ほさ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
又
毎
月
十
五
日
と
日
つ
ご
も
りと
は
弥
陀
釈
感
応
の
日
惣
じ
て
三
十
仏
を
三
十
日
始
る
に
配
す
る
事
、
五
祖
の
師
戒
禅
師
よ
り
と
『
虚
堂
こ
だ
う
の録
』
第
七
に
見
え
た
り
。
廿
五
日
と
廿
八
日
と
は
円
光
大
師

道
元
和
尚
の
斎 さ
い忌 き
の日 ひ
な
れ
ば
と
て
、
逮
夜
た
い
や
に
仏
前
の
念
誦
終 お
は
りて
、
」
上
37オ
―69―
す
な
は
ち
戸
外
こ
ぐ
わ
いに
出 い
で、
仏
前
に
向
て
合
掌
し
、
立
な
が
ら
夜
の
明 あ
くる
ま
で
少
も
動
か
ず
。
風
雨
霜
雪
の
肌 は
だ
へを
侵 お
かし
、
蚊

ぶ
ん
ぜ
い
（
か
ぶ
と
） 毒
虫
の
身
を
螫 さ
すを
も
か
へ
り
み
ず
、
こ
の
忍 に
ん度
供
養
を
以
て
仏
祖
の
報
恩
謝
ほ
う
を
ん
し
や徳 と
くに
擬 ぎ
す
。
或
人
あ
る
ひ
とこ
の
伝
の
前
後
に
記
す
る
所
の
掌
香
布
し
や
う
か
う
ふ

さ
つ
裸
形
ら
ぎ
や
う屹
立
き
つ
り
ふの
念
仏
川 か
は行 ぎ
や
うの
念
仏
等
奇 き
異 ゐ
の
苦
行
を
見
て
、
か
の
六
師
外
道
の
塗
灰
づ
け
抜 ば
つ髪 ほ
つ、
五
熱
に
身
を
炙 あ
ぶる
等
の
苦
行
に
似 に
た
る
を
以
て
、
疑 うた
が
ひを
な
す
も
の
あ
り
。
答
て
曰
、「
内
教
と
外
人
げ
に
んと
行
跡
似
た
る
事
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
其
所
期
の
心
地
し
ん
ぢ
大
に
異 こ
とな
り
」。
荊
渓
け
い
け
い
の曰
、「
心
正
シ
ケ
レ
バ行
正
シ。
智
邪
ナ
レ
バ事
邪
ナ
リ。
行
不
レ 可
ラレ 廃
ス。
智
不
トレ 可
ラレ 亡
ズ」
『
文
句
記
』
十
之
二
。
外
道
は
た
ゞ
現
世
の
名
利
み
や
う
り
（
欄
外
）
宋
法
賢
ノ訳
『
妙
吉
祥
瑜
伽
大
教
金
剛
陪

輪
観
想
儀
軌
経
』
ノ
中
ニ
、
行
者
裸
形
ニ
テ
此
法
ヲ
修
ス
ル
事
ア
リ
。
」
上
37ウ
を
貪 む
さ
ぼり
、
後
世
の
福
利
を
覦 は
かる
。
或
は
刹 せ
つ利 り
王 わ
うを
願
ひ
、
或
は
広
果
天
に
生
ぜ
ん
事
を
求
む
。
仏
教
は
し
か
ら
ず
。
或
は
三
宝
四
恩
に
供
養
し
、
無
上
菩
を
期
し
て
、
人
天
有
為
の
果
報
を
求
め
ず
。
内
外
所
修
の
差
別
し
や
べ
つ、
具
に
永 よ
う明 め
いの
『
万
善
同
帰
』
の
中
巻
に
問
答
あ
り
。
茲 こ
ゝに
詳
つ
ま
び
ら
かに
せ
ず
。
故
に
支
邦
本
邦
歴
代
の
僧
伝
に
も
、
種
々
の
苦
行
遺
（
わ
ず
か
） 身
の
異
跡
ゐ
せ
きを
挙 あ
げ
て
称
せ
り
。
以
て
外 げ
邪 じ
やの
無
益
の
苦
行
に
混
同
こ
ん
ど
うす
る
事
な
か
れ
。
〇
法
師
信
心
増
進
の
為
に
と
て
、
毎
月
廿
三
夜
廿
六
夜
の
月
待
を
い
た
さ
る
。
其
修
法
い
と
希 め
づ奇 ら
かな
り
。
日
没
に
ち
も
つの
頃
よ
り
屋 や
の
棟 む
ねに
上
り
、
屐 あ
し
だを
は
き
、
茶
碗
に
水
を
十
分
に
盛 も
り、
こ
れ
を
」
上
38オ
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三
指
の
上
に
置
き
、
高
声
に
念
仏
を
称
へ
、
立
な
が
ら
月
の
出
る
ま
で
身
体
少
も
動
ぜ
ず
立
待
せ
ら
る
。
或
時
は
大
木
の
枝
の
上
に
あ
が
り
、
手
に
枝
を
よ
ぢ
ず
し
て
洒 し
や水
器
す
い
き
を
持
し
、
念
仏
し
て
月
の
出
る
を
待
つ
。
旅
行
り
よ
か
うの
節
と
い
へ
ど
も
、
い
づ
く
に
て
も
懈
怠
け
だ
いな
く
か
く
修
せ
ら
れ
け
る
。
〇
法
師
所
々
の
山 さ
ん嶽 が
く修
練
し
ゆ
れ
んの
節
も
、
蚊 ぶ
ん

ぜ
い
（
か
ぶ
と
） 諸
虫
の
毒
螫
ど
く
し
や
（
さ
す
）
に
あ
へ
ど
も
扇
払
せ
ん
ほ
つを
以
て
払
ふ
事
も
な
く
、
か
れ
が
恣
ほ
し
い
ま
ゝに

す
ひ
味 く
らふ
に
任 ま
かす
。
依
て
夏
の
初
よ
り
秋
の
末
ま
で
は
、
遍
身
腫
へ
ん
じ
ん
し
ゆ
（
は
り
）
脹 ち
や
うし
て
癩 ら
い瘡 さ
うの
如
く
、
痛
痒
臭
穢
つ
う
よ
う
し
う
ゑ
身
を
苦 く
るし
む
と
い
へ
ど
も
、
法
師
の
慈
念
忍
受
に
ん
じ
ゆし
て

い
とは
ず
。『
緇
門
し
も
ん崇 そ
う行
録
』
に
記
す
。
」
上
38ウ
「
宋
ノ僧
蔵
至
テ二 炎
暑
ノ夜
ニ一 、
脱
テレ 衣
ヲ入
リ二 草
莽 マウ
ノ中
ニ一 、
蚊

ブ
ン
セ
イ
（
ブ
ト
） 虻
（
ア
ブ
） 蛭 テ
ツ
（
ヒ
ル
）


ス
ヒ
カ
ミ
テ
流
スレ 血
ヲ。
而
シ
テ恒
ニ念
ズ二 弥
陀
仏
ノ号
ヲ一 。
雖
二 巧
暦
ノ者
ト一 不
トレ 能
ハ二 算
数
ス
ル
コ
ト
一
矣
」
『
続
僧
伝
』
三
十
七
普
安
ノ伝
、『
宋
ノ僧
伝
』
二
十
三
定
蘭
『
釈
書
』
十
二
應
照
ノ伝
ニ曰
ク、「
應
照
寒
息
塵
道
育
等
の
伝
、
其
跡
大
に
同
じ
。
冬
ニ
ハ脱
テレ 衣
ヲ与
ヘ二 凍
人
ニ一 、
飢
朝
ニ
ハ譲
ル二 食
ヲ於
餓
者
ニ一 。
好
テ服
シ
テ
二
弊
衣
ヲ一 、
餧
カ
ヒ
二
蚤 サ
ウ蝨 シ
ツ
（
ノ
ミ
シ
ラ
ミ
）
ニ一 、
又
裸
ハ
ダ
カ
ニ
シ
テ
入
リ二
汚
ヲ
池
ニ一
、
食
ハ
シ
ム
二
膚
ヲ
於

サ
ク
蛭 テ
ツ
（
ヒ
ル
）
ニ一
。
一
時
入
テレ
山
ニ

ス
ハ
シ
ム二
身
ヲ
蚊
虻
（
カ
ア
ブ
）
ニ一
。
体
大
ニ
脹 フク
レ
テ受
ク二
大
苦
ヲ一 。
友
人
告
テ曰
ク、『
此
ノ
脹 フク
ル
ゝ処
ハ蚊
子
ナ
リ也
。
灸
薬
交 コモ

゛
治
セ
バ乃
チ

イ
エ
ン
ト』。
照
曰
ク、『
若
シ治
セ
バ
二
脹
処
ヲ一 殺
シ二 多
ノ蚊
ヲ一 、
豈
ニ害
シ
テ
二
多
生
ヲ一 活
セ
ン
ヤ
二
一
身
ヲ一 乎
。
寧
ロ取
ル
ト
モ
二
命
終
ヲ一 不
トレ 忍
ビレ
レ 為
ル
ニ也
』
云
云
。
〇
法
師
久
修
練
行
の
徳
を
の
づ
か
ら
遐
邇
か
し
（
と
を
し
ち
か
し
） に
き
こ
へ
て
、
諸
人
結
縁
を
な
す
中
に
、
諸
の
病
人
加
持
呪
願
を
願
ふ
者
甚
多
し
。
」
上
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法
師
一
言
の
辞
退
じ
た
いに
も
及
ば
ず
。
す
な
は
ち
合
掌
し
て
念
仏
す
る
事
一
千
声
、
次
で
願
じ
て
曰
、「
後
世
た
す
け
給
へ
」
と
。
か
く
称
へ
ら
る
ゝ
事
十
返
し
て
其
余
に
は
言 こ
と
ばな
し
。
然
る
に
諸
の
難
治
な
ん
ぢ
の
病
痊 い
ゆる
者
尤
多
し
。
依
て
念
仏
の
大
利
を
信
受
す
る
者
亦
少 す
く
な
か
ら
ず
。
或
は
癩 ら
い病
人
び
や
う
に
んの

お
血 け
つを
吮 す
ひ
、
或
は
疱
瘡
は
う
さ
うの
膿 の
う血 け
つを
吸 す
ふ
て
念
仏
加
持
せ
ら
る
ゝ
に
、
治
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
人
皆
其
忍
行
を
貴 た
つ
とん
で
生
身
の
仏
の
ご
と
し
。
随
て
日
課
念
仏
を
誓
受
せ
い
じ
ゆす
る
者
亦
多
し
。
法
師
或
は
遊
行
の
時
、
非
人
癩 ら
い人
な
ど
の
小
屋
こ
や
あ
れ
ば
、
立
寄
、
或
は
一
宿
な
ど
し
て
、
終
夜
よ
も
す
が
ら法
義
を
示 し
めし
、
懺
悔
さ
ん
げ
念
仏
を
す
ゝ
め
、
往
生
の
信
心
を
発 お
こさ
し
む
る
事
度
々
た
び
た
びな
り
き
。
」
上
39ウ
評
に
曰
、『
唐
僧
伝
』
廿
五
慧
仙
ノ伝
ニ曰
、「
住
処
都
会
ナ
リ。
百
疾
相
ヒ投
ジ、
万
禍
憑
ムレ 救
ヲ。
而
ル
ニ仙
、
慈
善
根
ノ力
無
クレ 仮
ル
コ
ト
二
多
方
ヲ一 、
但
ダ令
ル
ニ
二
念
仏
セ一 、
無
二 往
ク
ト
シ
テ不
ト
云
コ
ト
一レ
済 スク
ハ。
由
テレ 是
ニ
蒙
リレ 祐
ヲ、
遐
邇
傾
トレ 心
ヲ」。『
念
仏
鏡
』
ノ下
ニ曰
、「
善
導
闍
梨
、
大
行
和
上
ノ在
日
、
有
テ二 数
箇
ノ疾
病
人
一 、
念
仏
セ
シ
メ
玉
フ
ニ惣
テ差 イ
ユ。
自
余
ノ諸
病
念
仏
シ
テ
差 イユ
ル者
ノ無
量
無
辺
ニ
シ
テ不
ト
レ
可
二 具
サ
ニ説
ク一 」。『
緇
門
崇
行
録
』
ニ曰
、「
唐
ノ智
岩
禅
師
往
テ二 石
頭
城
癩
人
坊
ニ一 、
為
メ
ニ
レ 其
カ説
法
シ、
吮 ス
ヒ
レ
膿
ヲ洗
ヒレ 穢
ヲ、
無
シレ 不
ト
云
コ
ト
二
曲 ツブ
サ
ニ尽
サ一 。
永
徽 キ
中
終
フ二 於
癩
所
ニ一 。
顔
色
不
レ 変
セ、
異
香
経
タ
リ
レ
旬
ヲ」。
又
曰
、「
唐
ノ智
寛
、
性
慈
恵
ケ
イ
ニ
シ
テ好
テ瞻
ル二 病
人
ヲ一 。
不
レ 計
ラ二 道
俗
及
ビ路
ノ
遠
近
ヲ一 、
無
レ
バ
二
人
ノ治
ス
ル者
ノ一 即
チ
輿 カイ
デ来
リ二 房
中
ニ一 、
躬
自
ミ
ヅ
カ
ラ経
理
ス。
有
リ下 患
テ二 腹
癰 イヨ
ウ
ヲ一
、
膿
不
ル
モ
ノ
上
レ
能
ハ
レ
出
ル
コ
ト
、
口
ツ
カ
ラ
吮
テレ
之
ヲ
、
遂
ニ
獲
セ
シ
ム
二
痊 セ
ン
（
イ
ユ
ル
） 可 カ
ヲ
一
。
乃
至

フ
ク
シ
テレ
哀
ヲ
勧
化
シ
テ
、
導
ニレ
彼
ヲ
念
仏
セ
シ
ム
ト
」
已
上
。
『
法
苑
』
八
十
一
道
積
ノ伝
ニ曰
、「
諸
有
ア
ラ
ユ
ル厲
疾
膿
血
穢
気
ノ者
ヲ
ハ、
積
皆
召
集
シ
テ為
メ
ニ補
二 浣
シ
衣
服
ヲ一 、
治
療
同
食
シ
テ而
不
レ
悪 ニク
マ
レ
之
ヲ。
時
人
怪
ン
デ問
フ。
答
テ曰
、「
境
ニ無
シ二 染
浄
一 。
浄
」
上
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穢
ハ由
ルレ 心
ニ。
心
既
ニ不
ン
バ
レ
起
ラ愛
憎
何
ゾ生
セ
ン
ト」
已
上
。
〇
又
法
師
年
々
寒
中
に
は
、
川 か
は行 ぎ
や
うと
い
ふ
事
を
勤
め
ら
れ
け
り
。
最
上
も
が
み川
の
深
き
流
れ
の
内
へ
、
長
く
大
な
る

わ
くを
拵 こ
し
らへ
て
よ
り
立 た
て、
裸
体
ら
た
い
（
は
だ
か
） に
て
其
内
へ
浸 ひ
たり
、
首 く
びば
か
り
指
出
し
て
七
日
の
間

わ
くを
出
ず
。
高
声
に
念
仏
し
、
務 つ
と
めて
声
の
絶 た
へざ
る
を
要
と
す
。
此
川
は
『
古
今
こ
き
ん
集
』
の
歌
に
も
、「
最
上
も
が
み川
の
ぼ
れ
ば
下 く
だる
」
と
読 よ
みし
極
め
て
早
き
大
河
な
れ
ど
も
、
雪
国
ゆ
へ
寒
中
に
は
、
両
岸
よ
り
漸
々
ぜ
ん
ぜ
ん氷
と
ぢ
て
陸 り
く
地 ぢ
の
ご
と
し
。
然
れ
ど
も
法
師
裸
体
ら
た
い
（
は
だ
か
） に
て
ひ
た
り
居 ゐ
ら
る
ゝ
故
に
や
、
其
あ
た
り
百
間
ば
か
り
は
、
氷
と
ぢ
ず
し
て
、
大
小
の
諸
魚
遊
泳
撥
々
ゆ
う
え
い
は
つ
は
つ
（
は
ぬ
る
）
し
て
法
師
を
愛
育
あ
い
い
くす
る
に
似
た
り
。
年
々
の
事
な
れ
ば
、
諸
人
昼
夜
」
上
40ウ
を
わ
か
ず
群
を
な
し
、
両
岸
に
並
居
な
み
ゐ
て
高
声
に
念
仏
す
。
法
師
或
は
魚
を
抱 い
だき
挙 あ
げて
見
せ
ら
る
ゝ
事
あ
り
。
仍
て
法
師
の
恙 つ
ゝ
がな
き
事
を
知
れ
り
。
本
よ
り
一
七
日
の
間
断
食
な
れ
ば
、
岸
上
よ
り
竿
頭
さ
ほ
の
さ
きに
椀 わ
んを
結 ゆ
ひ
付
、
湯 ゆ
な
ど
指
出
し
て
進 す
ゝ
むる
事
あ
り
。
法
師
水
中
の
念
仏
を
聞
て
、
諸
人
勇
猛
ゆ
う
み
や
うの
信
を
催 も
よ
ほし
、
至
誠
し
じ
や
うに
念
仏
す
る
様 さ
ま、
又
な
き
大
利
益
と
聞
え
侍
る
。
唯 た
ゞ此
事
に
限 か
ぎら
ず
、
凡 およ
そ法
師
所
々
の
苦
行
の
度
ご
と
に
、
随
喜
結
縁
の
輩
、
順
解
じ
ゆ
ん
げ脱
分
だ
つ
ぶ
んの
善
根
を
植 う
へ
、
或
は
兇
悪

き
や
う
あ
く
と沽 こ
の
類
、
た
ち
ま
ち
其
所
行
を
ひ
る
が
へ
し
て
、
信
心
念
仏
す
る
者
其
数
を
し
ら
ず
。
法
師
本
よ
り
人
に
対 た
いし
て
経
論
の
一
偈 げ
一
句 く
を
談 だ
んぜ
ら
る
ゝ
に
も
あ
ら
ず
、
又
強 し
ゐて
念
仏
せ
よ
と
勧 す
ゝめ
ら
る
ゝ
に
も
」
上
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あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
万
人
の
肯 か
う心 し
ん
（
う
け
が
ふ
） 帰
敬
の
深
き
事
、
皆
こ
れ
法
師
大
菩
提
心
慈
悲
苦
行
の
致 い
たす
所
な
り
。
又
願
王
ぐ
は
ん
わ
うの
所
使
し
よ
し
と
し
て
東 と
う
夷 ゐ
の
衆
を
し
て
、
西
方
に
帰 き
せ
し
む
る
な
る
べ
し
。
評
に
曰
、『
釈
書
』
文
覚
ノ伝
ニ曰
、「
覚
、
耐 タヘ
タ
リ二
苦
行
ニ一 。
他
人
不
レ 及
バ。
嘗
テ在
テ二 那
智
山
ニ一
発
シ二 大
誓
ヲ一 、
七
日
立
ツ二 滝
下
ニ一 時
キ、
臘
月
ニ
シ
テ頭
髪
皆
凍
ル。
滝
水
觸
テレ 之
ニ、
其
ノ声

サ
ウ
然 ゼン
タ
リ。
過
テ二 三
四
日
ヲ一 、
膚 フ
体
通
冱 ゴ
シ（コ
ヾ
ユ
ル
） 、
気
息
已
ニ絶
テ而
身
不
レ 傾
カ」
等
と
い
へ
り
。
今
法
師
の
苦
行
を
見
る
に
、
全
く
古
賢
こ
け
んの
苦
修
に
譲 ゆ
づら
ざ
る
所
也
。
以
て
希
代
頭
陀
き
だ
い
づ
だ
の
上
行
と
謂 い
ひひ
つ
べ
し
。
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
ニ曰
、「
入
テ二 江
海
大
河
ノ深
サ至
ルレ
頸 クビ
ニ処
ニ一 。
面
向
レ 東
ニ立
、
毎
日
念
誦
満
二
三
洛
叉
ヲ一 。
已
ラ
バ心
中
所
愛
ノ福
田
皆
得
ン
ト
レ
満
コ
ト
ヲ
レ
願
ヲ」
已
上
。『
聖

忿
怒
童
子
儀
軌
』
ニ曰
、「
入
二 海
河
ノ水
ニ一 、
立
テ至
レ 胸
ニ、
誦
ト二 真
言
十
万
遍
ヲ一 」
已
上
。
こ
れ
皆
行
者
を
し
て
勇
猛
な
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
巻
上
」
上
41ウ
（
白
丁
）」
上
裏
表
紙
見
返
―74―
」
上
裏
表
紙
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
（
み
や
も
と
は
な
え
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
史
研
究
専
攻
修
了
生
）
―75―
